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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　ＰＲＯＬＯＧＵＥＩ　遠い過去に、思いを巡めぐらす──










　誰だれもいなくなった教室の中。


「…………私は、ライナのことが好き」


　キファ・ノールズは、小さくそう呟つぶやいて、彼の頭を優やさしくなでてみる。


　それだけで胸むねが締しめつけられて、少しだけ幸せな気持ちになる。


　しかし、その言葉は彼には通じない。


　場所は、ローランド帝てい国こく王立軍事特とく殊しゆ学がく院いんの教室。


　朝の授じゆ業ぎようが終わり、昼の授業も終わり、夕方からは、夜間の模も擬ぎ戦せん闘とう訓くん練れんがあるというのに……


　彼は朝の授業のときから、ずっと机つくえの上に突つっ伏ぷして居い眠ねむりしているままで……


　キファは、そんな彼の隣となりに座すわって、


「んもう、ライナってば、卑ひ怯きようだなぁ。そんなに気持ちよさそうに寝ねられたら……起こせないじゃない。早く次の訓練にいかなきゃいけないのに……


　このままじゃ、私までサボりになって、評ひよう価か点が下がっちゃうのに……」


　そう言いながらも、彼女は優しげな眼まな差ざしで彼のかわいらしい寝顔を見つめる。


　窓まどの外から差しこんでくる日の光は、もう、すっかり傾かたむいてしまっていた。


　真まっ赤かに染そまった空の光に照らされるライナの黒い髪かみが、少しだけ赤く染まって……


　それが、自分の赤いショートカットの髪と、おそろいっぽいかな、なんて思って、それだけでちょっと嬉うれしくなる。


　誰もいない、静まり返った教室の中。


　二人だけしかいない、教室の中。


　彼女はもう一度、


「……私は、ライナのことが……」


　少しだけ声に出して、そう言おうとして……


　しかし、そこで止める。


　その思いを、彼に伝えることはできないと知っているから。


　自分には、その資し格かくがないと知っているから。


　彼女は、目を細めた。


　そして思い出す。





　二年前の、あの日のことを。





　　　　◆





　彼女はその日、笑っていた。


　母国エスタブール王国を離はなれ、敵てき国ローランドに、間スパ者イとして入りこんでから、こんなに笑ったのは初めてかもしれない。





　この、ローランドにきて以来毎日が、死と隣り合わせの日々だった。


　ローランドの軍の動きを探さぐり、エスタブールへと流す。


　ローランドの情じよう勢せいを探り、エスタブールへと流す。


　両親を殺した、ローランドに復ふく讐しゆうするために。


　母国エスタブールを、ローランドの魔まの手から守るために。


　最初に間者として送られたのは二十人。


　しかしその中で、正体がバレずに生き残ったのは、彼女と……そして、彼女の姉し妹まいたちだけだった。


　姉あねのナイアと、妹いもうとのレミル。


　まだ、姉のナイアの年が十に満たない頃ころに親が殺され……


　それ以来、彼女たち三人は、身を寄よせ合うように生きていた。


　お互たがいがお互いを支ささえ合うように。


　それはエスタブールの軍に拾ひろわれ、教育されているときも。


　ローランドへ、間者として送りこまれたときも……


　彼女たちは離れることなく、常に身を寄せ合うように生きていた。


　姉は妹を守るために、妹は、姉を支えるために必死で努力して、努力して、努力して……


　ここ、敵国ローランドに、親のない姉妹として送りこまれて二年。


　彼女たちは死しに物もの狂ぐるいで生き残るために戦った。


　正体を隠かくし、ローランド軍の情報を集め、自活できるだけの仕事も見つけ……


　そして、彼女たちだけが、生き残った。


　ローランド軍も、いまのところ彼女たちに目をつけてはいないようだった。


　このままなら、なんとかやっていける。


　そう、思ったのだ。





　だからその日、彼女は笑っていた。


　姉のナイアと、妹のレミルとの三人で、ローランド帝国の城じよう下か街まち、レイルードで行われていたお祭りに遊びにきていて……


　にぎやかな商店街に並んでいる、夜店を覗のぞきながら歩く。


　三人は本当に似ている姉妹で、長さは違うが、同じ赤い髪に、凛りんとした、同じ赤い瞳ひとみ、整ととのった顔立ち、そしてさらには、服の好みまで同じで……


　キファは、自分と似にているはずなのに、どこか自分より女らしい、そしてすごく優やさしい三歳さい年上のナイアが大好きで……


　姉が歩くたびに、街ゆく男たちが姉のことを目で追うのが、誇ほこらしかった。


　それからキファは、やはり自分と似ている二つ下──まだ、十二歳になったばかりの妹のレミルを見つめ……


　とそこで、レミルが露ろ店てんで売ってる飴あめ菓が子しを見つけて、


「ねねね、ナイア姉ちゃん、私あれ食べたい！」


　なんて言って駆け出し、それにキファは、


「あ、ちょっとレミル！　だめよ！　あんたさっきもお菓子食べたばっかりじゃない！」


「あんなちょっとじゃ足たりないもん!!」


「そんなこと言ってお菓子ばっかり食べてたら、まぁた夕飯食べれなくなっちゃうでしょうが」


　というキファの言葉に、レミルはナイアのほうを見て、


「うーナイア姉ちゃん、いいでしょうー？」


　続いてキファも、ナイアのほうを向いて、


「ああもう、ナイア姉ちゃん、レミルを甘やかしちゃだめよ！　この子、ほんとに最近、お菓子ばっかり食べてるんだから」


「そ、そんなことないもん！　今日だけだもん！」


「あんたは毎日毎日、今日だけって言ってるじゃないの！　ほら、ナイア姉ちゃんも、言ってやってよ！」


　そんな二人の言葉に、ナイアは少しだけ困こまったような表情になってから、


「ん～でも、せっかくのお祭りだし、今日くらいはいっぱい食べてもいいと……」


「あ、またそんな甘いことばっかり言って!?」


　しかしそれにレミルが、


「やった！　ナイア姉ちゃん、大好きー!!　キファ姉ちゃんきらーい」


　あかんべえをしてくる。


　キファも、


「私だって、言うこと聞かない妹なんか、嫌きらいだよーだ」


　言って、あかんべえをして……


　するとそれに、レミルはむっと頰ほおを膨ふくらませてから、怒おこった表情でキファから顔をそむけて、夜店へと入っていく。


　そんな妹の姿を見てからキファは姉のほうを向いて、


「ナイア姉ちゃん、知ってる？　あの子、ほんとに今日はたっくさん、お菓子買って食べてるのよ？」


　するとナイアは苦く笑しようして、


「うーん。でもまあ、今日はお祭りだから……許ゆるしてあげなさいよ。そんなことより、キファは欲ほしいものないの？　せっかくのお祭りなんだし、なにか欲しいものがあれば、買っていいわよ。あまり高いものはだめだけど」


「うん。だから、そのこと。さっきも言ったけど、レミルね、今日お菓子いっぱい買ったから、たぶんそこの夜店で買う飴で、お小こ遣づかいほとんどなくなっちゃうと思うの。でも、あの子あとで絶対、服とかおもちゃとか欲しくなって、お菓子ばっかり買うんじゃなかったーって後こう悔かいすると思うから。って、ああもう、いまから目に見えるようだわ」


　と、妹のがっかりした表情が浮うかんできて、キファは笑った。そのまま、


「でもね、だから、私の分のお小遣い、レミルに使ってあげて。せっかく久ひさしぶりの休きゆう暇かで、こうして三人一いつ緒しよでお祭りになんかにこれて……そういう思い出って、必要だと思うの。だってあの子、まだ十二歳なのよ？　なのに、他の子たちみたいに遊ばないで、いっぱい我が慢まんして……こんな、敵国の真まっ只ただ中なか……ずっとずっと我慢して……だから……」


　が、そこで突とつ然ぜん、ナイアがキファの頭を優しくぽんぽんっとなでてきて、


「んもう、まったくキファは、あいかわらずのいい子ちゃんなんだから。でも、あなたはそんなこと心配する必要ないの。あなただって、まだ十四歳の女の子なんだから。こんな日くらい、欲しいものがあったら、ちゃんと言いなさ……」


　が、そこで彼女の言葉は止まり……


　それから目を細めて、


「………もう、あなたたち二人とも、いい子過ぎるわよ」


　ため息をつくように、言った。そして、キファの後ろへ向けて、手を振ふる。


　それにつられてキファが振り返ると、レミルが手に、飴を三本持ってこちらへと駆かけてきていて……


「飴買ってきたよナイア姉ちゃん！　えと、それに、その、キファ姉ちゃんも！」


　彼女は少しぎこちない動きでキファへと飴を手渡してきて……


　それにキファはあきれ顔で、


「…………ああもう、あんた、馬ば鹿かねぇ。飴三本も買ったら、ほんとにお小遣い、全部なくなっちゃったでしょう」


　するとレミルは顔をしかめて、


「あう……で、でもでも、おいしそうだったから、姉ちゃんたちも食べたいかなって……」


　なんて言葉に……


　キファは、自分が姉にされてるように、妹の頭を優しくぽんぽんっとなでた。


　するとレミルはそれにうれしそうに、頭をさらにキファの胸むねへと押しつけ、抱だきついてきて。


　それに、キファは笑った。


　それから、


「ねぇナイア姉ちゃん。さっき姉ちゃんは、欲しいものがあったら、ちゃんと言いなさいって言ったよね？」


　それにナイアはうなずいて、


「ん？　なんか欲しいのあった？」


　が、キファは首を振って、そのまま妹がしてるように、頭を姉の胸に預あずける。


　そしてさらに妹の頭をぎゅっと抱きしめて、


「欲しいものは、私もう、全部、持ってるよ。こうして三人一緒に、ずっと一緒に暮くらせたら、私はもう、それで十分」


　本当に、そう思った。それだけで、十分。一番大切なものは、もう、全部持ってる。


　すると、それにナイアは微ほほ笑えんで、キファの頭を、ぎゅっと抱きしめてくれる。


　その感かん触しよくが、ひどく心ここ地ちよくて……


　本当にそれだけで、欲しいものなんてもう、なにもない。そう思えた。


　三人でいられればそれで……


　とそこで突然、レミルが慌あわてた声こわ音ねで、


「ああー!?　ご、ごめんキファ姉ちゃん！　姉ちゃんの服に、飴つけちゃった!?」


　なんて叫さけんで。


「え？　え!?　うそ!?　ってうわ!?　ちょっとレミルあんた……」


　が、そう言いかけたところで、後ろからナイアが、


「あら、私の飴も、キファの頭に……」


「んな!?　って、なんで私ばっかり!?」


　するとレミルが急に悪いた戯ずらな表情になって、


「それはキファ姉ちゃんが間ま抜ぬけだからだと思いまーす」


　さらにナイアがそれにうんうんうなずいて、


「そうなのよねぇ。キファってば、変なところでおっちょこちょいのところがあるから……」


　それにキファは、


「な、なによもう、自分たちがつけといて、それはひどいんじゃない!?」


　なんて叫んで。しかし、ナイアとレミルが顔を見合わせ、舌したをぺロッとだして笑う。


　それにキファは怒ったように顔をしかめて、


「な、なによ～！　ちょっと、笑わないでよもぉ～……」


　言いながらも、彼女も笑いだしてしまっていて……


　祭りで賑にぎわう商店街の真中で、彼女たちはお互いの顔を見て、笑っていた。


　その日、本当に心の底から、彼女は笑って……


　と、それは、そんなときのことだった。


　突然背はい後ごから、


「……なになに、君たちって、姉妹なのかい？　かわいいなぁ。美人姉妹ってやつだな」


　なんて声をかけられて……


　でも、そんな言葉には、キファもレミルもなれっこだった。姉のナイア目的で、男たちが次々と声をかけてきて……しかし、キファとレミルににらみつけられて退たい散さんしていく、というのがいつものパターン。今夜のお祭りの間でさえ、もう二度もそんなことがあって、これで三度目なのだ。


　だから今回も……と、キファとレミルは顔を見合わせ、一つうなずいてから、その男のほうを向いた。


　そのままぎゅっと男をにらみつけて……


　すると男は困ったような表情で、


「あら？　これは、妹さんたちに、嫌われたかな？」


　なんて笑う。無む邪じや気きな笑え顔がおで、笑う。


　だが、それに……


　キファの表情は、歪ゆがんだ。


　いや、レミルも、ナイアの表情も歪んでいた。


　その、男の姿……


　いや、男が着ていた鎧よろいを見て……彼女は、震ふるえた。


「な……なんで……」


　それ以上、声もでない。


　男が着ていたのは、白はく鎧がいと、紺こんのローブがあわさっている、奇き妙みような形の鎧だった。


　しかし、キファはその鎧を、知っていた。いや、忘わすれろというほうが、無理な話だった。
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　この鎧。


　それは、ここローランドにおける、最高の戦せん闘とう集団、魔ま法ほう騎き士し団だんだけに支し給きゆうされるという、特とく殊しゆな戦闘服だった。


　そして。


　十年前、彼女たちの親は、この、特殊な鎧に身を包つつんだ化ばけ物ものたちに、一いつ瞬しゆんにして殺されてしまっていた……


　とそこで、男が鋭するどく三人をにらみつけ、笑みを浮かべ、


「で、エスタブールの犬スパイどもが、こんなところでなにを笑ってる？　まんまと俺おれたちを騙だまして、いい気になってんのか？」


　言った瞬間、周囲に殺気が膨ふくれあがる。


　それに、


「あう……」


　圧あつ倒とう的てきな威い圧あつ感かんだった。


　戦場の悪あく魔ま。


　その国最強の戦闘集団。


　間ま違ちがいなかった。


「う……」


　この男は、間違いなく、ローランドの魔法騎士だ……


　その殺気に、キファは呑のみこまれてしまう。


　その殺気だけで、逃にげられない。


　それを、悟さとらされてしまった。


　力が、違い過ぎる。


　殺され……


　が、そこで突然、視界が遮さえぎられる。彼女の前にナイアが飛び込んできて、


「キファ！　レミルを連つれて、逃げなさい！」


　叫ぶ。


　それでも動けない。逃げられるはずがない。こんな、こんなとんでもない化物を前にして、逃げられるはずが……


　だがそこで、


「早くしなさい!!」


　ナイアが、キファがいままで聞いたこともないほどの強い口く調ちようで、怒ど鳴なりつけてくる。それで、


「あ……は、はい!?」


　呪じゆ縛ばくが、解とけた。恐きよう怖ふにすくむ体を無理矢理動かして、レミルの腕うでをつかみ、走り出す。


　祭りで盛もりあがる商店街の中、必死で人ごみを縫ぬうように駆けながら、後ろを振り返る。


　するとそこでは、ナイアが左右にいた、祭りにきていた他の客たちの服をつかんで、その客を魔法騎士の男にぶつける。そうして男の視界を遮ってから、やはりキファのほうへと駆け始めて……


　うまい、と、そう思った。


　これなら、逃げられるかもしれない。これだけ街がにぎわっていれば、人ごみに隠かくれて、逃げられるかもしれない。そう、思った。


　だが、男はそれに、さらにいやらしい笑えみを浮かべながら、手を空間に踊おどらせて、光の魔ま方ほう陣じんを描えがいていく。


　ローランドの魔法だ。エスタブールの魔法とはまったく違う形式の、空間に光の魔方陣を描いて発動させる、ローランドの魔法。それも、その魔方陣の形は確か『稲いづ光ち』とか呼ばれている攻こう撃げき魔法で……


　キファはそれに、


「な……冗じよう談だんでしょ!?　そんなの撃うったら……ここには、ここには他のローランドの人間もたくさんいるのよ!?」


　が、男はさらに笑って、


「だから？」


　そのまま、呪じゆ文もんを唱となえる。


「求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲いづ光ち」


　瞬間、光の魔方陣の中央に雷球が生まれ、そこから、男の前方へと轟ごう音おんとともに稲いな妻ずまが放たれる。


　信じられない光こう景けいだった。悲ひ鳴めいを上げることもなく、一瞬にして何人もの人間たちがばたばたと倒れていく。


　それを見て男はうなずき、


「ほら、道ができた。じゃ、いくぞ。せいぜいうまく逃げろ雌めす犬いぬども。すぐに殺してやるから」


　そう言って、倒たおれているローランドの人間を……


　それも、自国の人間……同どう朋ほうであるはずの、自国の人間を、平然と踏ふみつけ、走り出す。


　悲鳴が上がった。


　当然だろう。すぐそばで、人が死んだのだ。


　だが、男が、


「騒さわぐな！　軍部だ。騒げば、全員殺すぞ!!」


　それで、街は一いつ斉せいに静まり返る。


　それだけで、静まり返ってしまう。


　すべての人間の動きが、止まってしまう。


　それに、キファは顔をしかめた。


　もう、人々は慣なれてしまっているのだ。国に、軍に、虐しいたげられることに。


　これが、ローランドという国だった。


　完全に狂った国。


　男が、信じられない速さで迫せまってくる。平然とした表情で人々をなぎ倒し、迫ってくる。


　そこでナイアが、


「止まらないでキファ！　ここは、私が食い止めるから……」


「でも!?」


「いいからいきなさい！　大だい丈じよう夫ぶ。必ずあとで追いつく！　レミルを連れて、エスタブールの国こつ境きようまで、走って!!」


　言いながら、ナイアは振り返り、手を踊らせ、空間に光の文字を描き込んでいく。


　エスタブールの魔法。


　それもひどく難むずかしい、高等魔法と呼ばれるものに属ぞくする魔法だった。エスタブールの中でも、ほんの一ひと握にぎりのエリートしか修しゆう得とくできていない、難なん易い度どの高い魔法。


　その魔法を、姉のナイアは修おさめていた。当然、彼女はエスタブールの訓くん練れん施し設せつにおいて、天才の名を欲しいままにしていた。だからこそ、ここローランドへの間スパ者イの任にん務むにも選ばれたのだ。


　そんなナイアは……


　綺き麗れいで、女らしくて、しっかりしていて、その上強い姉は、キファにとっていつも自じ慢まんで……


「…………」


　ナイアを見つめた。彼女は流れるように光の文字を描き終え、


「我われ・契けい約やく文ぶんを捧ささげ・大地に眠ねむる悪意の精せい獣じゆうを宿やどす」


　魔法を唱となえた瞬間、彼女の体がきらめく。脳のうの抑リミ制ツトを無む理り矢や理り外し、身体能力を限げん界かいまで引き出す高度な魔法。


　その魔法によって、ナイアの体は、加速する。


　迫りくる魔法騎士に向かって、物もの凄すごい勢いきおいでナイアは飛び出していき……


　そこで、その姿からキファは顔をそむけた。


　そして、


「いくわよレミル！」


　そう叫ぶ。妹の腕を強くつかみなおして、走り出す。


　それにレミルは、


「嫌いやぁ!?　私、いかない！　だって、姉ちゃんが、姉ちゃんが……」


　しかしキファはそれに、


「大丈夫！　姉ちゃんは、大丈夫！　レミルも知ってるでしょ！　姉ちゃんは、姉ちゃんはすごく強いんだから！　きっと、あんな奴やつ、やっつけてくれる!!　でも、私たちがいたら、足手まといなの！」


「で、でも……」


「言うこと聞きなさい！　大丈夫だから!!　絶対にまた、三人一いつ緒しよに暮らせるから！」


　そう、自分にも言いかせる。


　大丈夫。


　きっと大丈夫。


　いままでだって、うまくやってきたんだ。死にそうな思いは、何度もしてきた。でも、そのたび三人で支ささえあって、がんばってきたのだ。


　きっと今回だって、なんとかなる。


　あきらめなければ、きっとなんとかなる……


　また、三人で笑って暮らせるようになる。


　だからいまは、動かなきゃいけない。


「いくわよ！」


　叫んで、キファは動こうとしないレミルの腕を無理矢理引っ張る。そして、走り始めようとした……


　そのとき。


「いやぁああああああああああああ!?」


　悲鳴が上がった。


　彼女の、すぐ横から。


　その声に、体が震える。


　横を見ると、妹が、目から涙なみだを流し、悲鳴を上げ続けている。


　それに、体が震える。


　妹の顔は、絶望に歪ゆがんでいて……


　怖こわかった。


　なんで、妹はこんな顔をしているのか……


　それを知るのが、怖かった。


　そんなはずないのだ。


　そんなはず……


　だって、いままでこんなにがんばってきたのだ。さっきまで、飴が服についたとか言って、三人で笑っていたばかりなのだ。


　だから、そんなはずが、あるわけないのに……


　妹の悲鳴が、キファの耳を刺さし続ける……


　妹の悲鳴が……


　彼女は震えながら、背後を振り返る。


　そして、目に入ってきた光景は……


　体のバランスを崩くずし、地面に倒れていく姉の姿と……


　魔法騎士の男が、嫌らしい笑みを浮かべながら、姉からもぎ取った左腕を、まるでキファたちに見せつけるかのように、高々と掲かかげる姿。


　血が、舞まっていた。


　周囲に、姉の細い、綺麗な腕の先から舞い飛ぶ血が、降ふり注そそぐ。


　そして男は、へらへらと笑いながら、キファと、レミルを見つめて、


「さぁ、どうするエスタブールの雌犬ども。おまえらは姉を見捨てて、逃げるか？　それとも、助けにくるのか？」


　それにレミルが、


「な、ナイア姉ちゃん!?」


　叫んで、駆けだそうとするが、しかし、


「くるな！」


　ナイアが、怒鳴った。そのまま、血が噴ふき出している肩かたを押さえながら立ちあがって、魔法騎士の前に立ちふさがる。そして、こちらへと振り向くと、彼女は苦痛に顔を歪めながらも、優しく微ほほ笑えんで、


「…………私は……大丈夫だから……早く逃げなさい。必ず、後で追いつくから」


「嫌!!」


　レミルが叫ぶ。


　だが、ナイアはそれに、本当に優しげに笑ったままで……


　キファのほうへと視線を動かし、


「キファ……レミルを、お願いね」


　それに、キファも嫌だと、叫びたかった。


　でも、できない。


　レミルが嫌だと叫んで泣いている。


　それがうらやましかった。


　私も……


　しかし、ナイアはそのキファの心に気づいているかのように、首を振って、


「お姉ちゃんでしょ。しっかりして」


　それでまた、なにも言えなくなる。


　ただ、顔が歪んで、涙が溢あふれてきて……


　だが、ナイアが、


「お願い、キファ」


　そんな言葉、聞きたくなかった。


　そんな言葉……


　涙が溢れる。涙が溢れる。


　でも、それを拭ぬぐわずに、キファは動いていた。


　再びレミルの腕をつかんで、


「いくよ！」


　それにレミルは、


「嫌！　嫌!!　姉ちゃんと離れるの嫌!?　私絶対いかない!!」


　泣き叫んで、キファの腕を振り払おうとして、しかし、キファはそんな妹の頰を思いっきり叩たたいて、


「言うこと聞かない妹なんて嫌いって、さっきも言ったでしょ!!」


　怒鳴りつけた。それにレミルは、さらに涙でぐちゃぐちゃに顔を歪めて……


　しかし、泣き叫ぶのをやめた。


　それを見て……


　ナイアがうれしそうに微笑んだ。本当にうれしそうに、


「……よし、えらい子。あは、本当に二人とも、大好きよ。二人とも、本当にいい子。私なんかにはもったいないくらい、自じ慢まんの妹たちだった」


　そう言う。


　でも、逆だった。いつも姉を見上げては、レミルと二人で、姉のことを自慢しあっていたのだ。


　綺麗で、優ゆう秀しゆうで、優しい姉が、自慢だったのだ。


　いつか、姉みたいになりたい。子供のころからずっと、ずっとそう思っていたのだ。


　ずっと憧あこがれていたのだ。


　なのに、時がたって、かつての姉の年を越えても……こんなにも足手まといで……


　こんな最後まで、足手まといで……


　しかしそこで、男が楽しげな表情で言った。


「その自慢の妹も、すぐに死ぬよ」


　が、ナイアはそれに、反はん応のうしない。ただただ、優しい声で、


「怖がらなくていいのよ。大丈夫。ここは、絶対に通さない。あなたたちは、絶対に逃げ切れる。さあ、いきなさい」


　そうして再び、男と対たい峙じする。


　それにキファは……


「………………私も、大好き……」


　そう、小さく呟いた……


　が、その小さな声が、姉に聞こえているはずがないのに……


　ナイアが、


「言わなくても、わかってるから！」


　そう言った。


　すべてが、通じていた。


　当然だった。ずっと、一緒だったのだ。生まれてからいままで、ずっと一緒だったのだ。


　言わなくたって、通じる。


　だから、


「いくよレミル！」


　キファは、レミルの腕をつかんで、走り出した。


　心の中で、大好きだと叫びながら。


　死んでほしくないと、まだ、そばにいてくれなきゃ嫌だと、何度も、何度も、心の中で叫びながら。


　すると、まるでそれに答えるかのようにナイアが背後で、


「私も……大好きよ。だから絶対に、あなたたちを傷つけさせない。こいつは、命にかえても……」


　その声が遠ざかっていき、やがて消える。


　人ごみを抜け、路ろ地じに入り……


　後ろではずっと、嗚お咽えつが聞こえている。レミルが泣きながら走っているのだ。だが、自分はいま、泣いて、立ち止まるわけにはいかない。


　自分は、お姉ちゃんなんだから。


　ずっと憧れていたナイアと同じ、お姉ちゃんなんだから。


　レミルを、妹を守らなきゃいけない。


　彼女は必死で走った。


　頭の中で、この街の地図を思い浮かべ、極力追っ手が混こん乱らんするようなルートを選んで逃げる。振り返っても、まだ、あの男はきていない。


　ナイアが食い止めてくれているのだ。


　いける。


　そう思った。


　このままなら、逃げ切れる。


　街の中心部から離れ、段だん々だんと人通りが少なくなってくる。もう、かなり離れたはずだった。背後で、いつのまにかレミルの息いき遣づかいが、嗚咽から、荒あらいものに変わっていて……


　それに、


「レミル、大丈夫？」


「う、うん。だ、大丈……」


　だめそうだった。完全に息が上がっている。一度止まらなければ、動けなくなってしまうだろう。


　そこでキファは、もう一度路地を曲がった。本当に、ほとんど人がいない、暗い路地の陰かげに隠れて……


「はぁはぁ……ここまでくればたぶん、大丈夫だと……」


　が、路地の、暗くら闇やみの奥から……聞き覚えのある、いやらしい声が聞こえてきて……


「エスタブールの犬は、犬のくせに、足が遅おそいなぁ……」


　あの男が、現あらわれる。


　それに、キファは思わず悲鳴を上げそうになった。


　が、それもこらえる。そのままレミルを後ろへと下げて、


「レミル、逃げなさ……」


　が、言葉はそこで、止まる。


　男が手に持っていたものを、こちらへと放り投げてきて……それが、目の前に転がる。


　目の前に……


　それに……キファは、動けなくなってしまった。


　転がってきたもの……


　それは、頭だった。


　ナイアの……姉の首で……


「命にかえても、おまえらを守るってさ。はは。こんな安い命で、守れるわけもないのになぁ？」


　男が、そう言う。


　安い、命。彼女たちを守るために必死で戦った姉の命を、男は、そう言った。


　それに、キファは……


「こ、殺してやる!?　おまえ、絶対に、殺して……」


　が、その言葉も、止まる。背後で、


「嫌！　やめて、離して!?」


　レミルが叫んで。


　キファが振り向くと、いつのまにかそこには、男と同じ、奇妙な戦闘服に身を包んだ者たちが、三人もいて。


　レミルがそいつらに、捕とらえられており……


「そ、そんな……」


　キファはうめくように言った。


　すると男が、


「で、俺をどうするって？　殺す？　いいぜ。やってみろ。だが、そのときにはおまえの妹もすぐに殺すが……どうする？」


　また楽しげに、にやにやしながら、言う。まるで、馬鹿にしたような声音で……


「………………」


　絶望的だった。この状じよう況きようを打開する方法など、一つも思いつかなかった。


　でも、妹を、守らなきゃいけない。


　ナイアにそう頼たのまれたのだ。


　たとえそれが、命をかけることになろうと……


　キファは、弾はじけるように背後を振り返り、レミルを捕らえている魔法騎士へと拳けん打だを放とうと……


　しかし、


「あぐ!?」


　背後から、物凄い勢いで放たれた蹴けりが、キファの頭をとらえる。瞬間、目の前が真っ白になって、体ごと吹っ飛んだ。壁かべに叩きつけられ、地面に崩くずれ落ちて。


　それだけで、足が動かなくなる。体ががくがくと震えて……


「あ……う……ああ……」


　耳鳴りがひどくうるさくて……それから、徐じよ々じよにそれが、


「…………姉ちゃん!?　キファ姉ちゃん!!」


　レミルの叫び声だとわかる。


　そのときにはもう、四人の魔法騎士に囲かこまれてしまっていて……もう一度、蹴りがとぶ。


「うが……」


　キファの頭がはねあがり、口が切れたのか、血が舞い飛ぶ。再び壁に頭を打ちつけ、倒れ伏す。しかし、攻撃の手は止まらない。左右から何度も何度も蹴られ、殴なぐられて……


　まるで抵てい抗こうできなかった。


　まるで相手にならなかった。


　レミルを助けるどころか、動くことすらできない……


　ただ、妹の悲鳴だけが……


「やめて!?　お願いやめて！　姉ちゃんが死んじゃう！　死んじゃう!?」


　とそこで、ふいに攻撃の手がやんだ。


　キファはそのまま、地面に倒れる。動けなかった。もう、どこが痛いのかすら、わからなくなってしまっていた。


　何か所か、骨ほねも折れている。右腕と、右足が、変な方向へ曲がっているのが見えて……


　しかし、キファはそれを無視した。


　そんなことは、どうでもいい。


　そんなことより……


　彼女は必死で顔を上げて……上で、にやにやと彼女を見下ろしている男の顔を見つめて、


「…………う……お、お願い。もう、抵抗しないから……妹だけは……まだ、子供なの。だから……」


「いや、だめだな。いまからおまえや、おまえの姉と同じようにいたぶって殺す。そういう命令だからな。エスタブールの犬どもは、すべて始し末まつしろと……」


　が、そこで、キファは男の言葉を遮って、


「お、お願い……お願いします。なんでも、なんでもするから……私はどんなことをされてもいい。どんな命令でも聞きますから……妹だけは……」


「もうやめて！　私はいいから！　みんなで、みんなで一緒に、ナイア姉ちゃんのところへいこう!?　だから……」


　が、キファは答えない。


　ただ、男を見つめて……


　するとそこで、男が楽しげに笑った。いや、他の魔法騎士たちも、笑った。


　そして、


「そんなに妹を助けたいか？」


　それに、キファは必死でうなずいた。


　もう、自分はどうなってもよかった。


　でも、せめてレミルだけは……


　男が言う。


「国を裏切っても？　妹を助けるためなら、国を裏切ることもできるか？」


　その言葉に、迷まよう必要など、なかった。


「あなたの言うことに、従います」


　それに男はさらに笑う。


「はは、こいつ、あっさり国を売りやがった。これがエスタブールの間スパ者イだと？　は、やはり、無能ぞろいだな」


　それに横の男がうなずき、


「ふむ。てっきりエスタブールに人質をとられ、国を売らないよう制約をつけられてると思っていたが……考え過ぎだったようだな。こんなにあっさり国を売るのなら、この女を捕らえて、姉のほうを利用すればよかった……」


　すると男はさらににやけた表情で、


「ああ、まあ、そのほうがいろいろ楽しみも多かったってもんだが……こんなガキじゃ、どうにもならねぇなぁ。だが、まあいい。任務はうまくいった」


　そしてキファの髪をつかみ上げ、


「そんなわけで、ようこそローランドへ。おまえにはこれから、ローランドの噓うその情報を、エスタブールに流してもらう。うまくいきゃ、おまえの妹は解放してやるよ。だが、それまでは俺たちが預あずかる。妹を殺されたくなけりゃ、せいぜい働くんだな。この……」


　そこで、男は見下すような目でキファを見て、


「この、売ばい国こく奴どが」


　唾つばを吐きかけた。


　しかし、それも気にしない。


　キファは、妹のほうを向いて……微笑む。


　そして、


「大丈夫。きっと、うまくやるから。待ってて。絶対に、助けるから……」


　妹はただ、泣き続けている。


　頭をなでてあげたいと思った。よくがんばってるって。まだ、たったの十二歳なのに……よくがんばってるって。こんなことになって、ごめんねって、頭をなでてやりたかった。


　でも、体が動かなかった。骨が折れてしまっていて、体が動かなかった。


　レミルはこんなにも、助けを求めてるのに……





　だけど……


　いつか必ず、助ける。


　だって、私は彼女の姉なんだから。


　ナイアに、レミルを頼まれたんだから。


　売国奴と呼ばれ、自分がどんなに汚れても……


　この子は必ず助ける。


　キファは、そう誓ちかった。


　必ず。





　そうして彼女は……


　裏切り者になったのだった。





　　　　◆





　窓まどから入ってくる風が、少し冷たくなっていた。


　いったい、どれくらい、こうしていただろう？


　ライナの髪をなでながら、ふと気付けば、外はもう、暗くなってしまっていて。


　それにキファは、


「……ああ、もう帰らなくちゃ……ほらライナ。もう夜になっちゃったわよ。帰ろうよ」


　すると、


「ん～？　あーなんか今日は……うぬ……あ、……ふぅん……」


　なんて、わけのわからないことを言って、再び寝ね息いきを立てるライナに、キファは微笑んだ。


「もう、寝ね坊ぼ助すけなんだから……」


　彼の動作、すべてが愛いとしくて……


　どうして、こんなふうになっちゃったんだろう？


　そう、自分に問いかけてみる。


　あれ以来……


　妹と離れてからの、この二年間……


　ずっと、心を張はり詰つめていたはずなのに。


　誰に、どんなに優しくされても、どんなに仲良くなっても、決して心を開かないよう、ずっと心を張り詰めていたはずなのに……


　どうしてこんなにも、ライナのことを好きになっちゃったんだろう？


　もう一度手を伸ばし、彼の髪をなでる。


　そして、さっき言いかけた言葉……


「……私は、ライナのことが……」


　その言葉を、しかし、彼女は言わずにのみこんだ。


　自分には、そんなことを言う資し格かくはないのだから。


　祖そ国こくを裏切り……


　友達を……シオンや、タイル、トニー、ファルを裏切って……


　そしてこれから、ライナも裏切る。


　戦争が起きるのだ。


　そしてみんな、殺されるのだ。


　その手引きを、私がする。


　みんな……


　みんな私が殺すのだ。


　大好きな人たちを、私が殺すのだ。


「……………………う」


　嗚お咽えつが、もれそうになる。


　それを、ライナの背中の服をぎゅっとつかんで、こらえる。


　助けて。


　その言葉を、のみこむ。


　ライナ、助けて。


　その言葉を、のみこむ。


　もう、死にたい。


　そう思った。


　誰も殺したくないのに……


　みんなを殺したくないのに……


　助けてライナ。ライナ。ライナ。ライナ。


　助けて……


　お願い助けて……


　思わず涙がこぼれそうに……


　とそこで、


「ふぁ……って、うわ、なんで暗いの？　噓？　もう夜!?　よく寝た～」


　言って、ライナが起き上がって、周まわりを見まわす。


　暗い教室の中、彼は周りを見まわして……





　それに、キファは、


「もぉ！　ライナってば寝過ぎ！　朝からずっと寝っぱなしだったわよ！」


　と、少し怒鳴るように言ってから、笑顔になった。


　完かん璧ぺきな、笑顔。


　どんなときでも、彼女はそうやって笑う。


　涙など、欠かけ片らもなかった。


　彼女はそうやって笑う。


　裏切り者だから。


　彼女はそうやって噓をつき続ける。








　彼女は、裏切り者だから。
























　　第一章　夢を見る










　馬車が疾しつ走そうしていた。


　森の中に開かれた道。


　決してきちんと整せい備びされているとはいえない、でこぼこの道を……


　いまにもひっくり返ってしまいそうなほどのものすごい速はやさで、馬車は走り続ける。


　背はい後ごからは、武ぶ装そうした兵たちが、


「待てやこらぁ！」


「ぶっ殺すぞこらぁ!!」


「さっさと止まりやがれおらぁ!!」


「てめえら八やつ裂ざきにしてやらぁ!!」


　なんて叫さけびながら、馬で追いかけてきていて……


　緊きん迫ぱくした光こう景けいだった。


　殺気だった男たちに捕つかまらないように、必死に馬車は走り続ける。


　そんな馬車の上──御ぎよ者しや台だいの上に、ライナ・リュートはいて。


　鞭むちを振ふるいながら、


「……………………うう。くそ……」


　小さくうめく。


　今日の彼はめずらしく、真しん剣けんな表情だった。


　いつもは寝ね癖ぐせ放題の黒くろ髪かみが、しかし、いまは風になびいて、整ととのっているのか、整っていないのかいまいちわからないようになっている。


　いまだかつてやる気なんて感じられたことのない長身瘦そう軀くも、今日は馬車からふるい落とされないようにバランスをとりながら、必死で馬を操あやつっていて……


　なまじ着ている服が……ちまたでは最強とうたわれている、ローランド帝てい国こく魔ま法ほう騎き士し団だんのみが着用を許ゆるされているはずの、白はく鎧がいとローブがあわさったような特とく殊しゆな戦せん闘とう服ふくだったりするものだから……


　妙みように様さまになっていたりして……


　そして極きわめつけは、彼の黒い瞳ひとみだった。


　いつも眠そうで、緩ゆるんでいるはずの彼の瞳が、今日は大きく見開かれており、さらにはうるうると涙なみだがたまっていたりして……


　そしてその目が、少しずつ細まっていく。なにか、思い悩なやんでいるような、思案げな表情になったかと思うと、その目から、涙が、一いつ滴てきこぼれ落ちたところで……


　彼は言った。


「……………………あう……も、もうだめだ……寝そう……ってか寝ちゃう。寝ていい？　もう、ありえないって……馬変えながら四十二時間も走らせっぱなしなんて……あの、馬変えるなら、せめて御者も変えてくれって。いや、マジで。そうじゃなくても俺おれってば、四十二時間のうち、四十二時間は寝てないと足たりないんだぜ？　それなのに……って、あ、もう、本格的にだめだ。風ふう圧あつで、目が……目が……寝……あ……はふ……おやすみぃ」


　と、目を閉じ、幸せそうな顔で夢の世界へ旅立とうとした……


　瞬しゆん間かん！


「居い眠ねむり運転禁きん止し」


　などという声とともに、馬車の中から、彼へ向けて剣が飛び出してきて、ライナの背中にぴたりと突つき付けられ。


　が、そこでさらに剣が押し込まれ、ずぶりと……


「ってぐぎゃああああ!?　お、おいおいおいおい冗じよう談だんだろ!?　てめぇフェリス!!　いまの、マヂでちょっと刺ささったじゃねぇか!!」


　ライナは慌あわてて飛び起きて、突き出される剣をよけながら、怒ど鳴なる。


　すると、御者台と馬車をつなぐ窓まどがばんっと開かれ、女が顔を出して……


　その女は、信じられないほどの美女だった。


　艶つややかな金色の髪に、透すき通るような青い瞳。異常なほど整った顔。女め神がみを思わせるほどの、絶世の美女。もう、一目見れば、男のみならず、女までもがため息をつきそうなほどの圧あつ倒とう的てきな美び貌ぼうを彼女は持っているのだが……


　しかし、その美女は、妙に感情のない表情でライナを見つめて、


「む。外れたか。ではこうか？」


　と、再びものすごい勢いで剣が突き出され……


「うお!?」


　ライナは慌ててよける。しかしさらに、


「ほらほら」


　今度は連続で剣が飛び出してきて……


「わって、ちょっと、なに!?　待っ……わわわ!?」
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　足場の悪い、疾走する馬車の上、バランスを崩くずしながらライナは必死によける。もう、ほとんど落ちそうな体たい勢せいになって……


　だが、それに美女はなぜか少しうれしげに、何度も何度も剣を突き出してきては……


「ふふ。さぁ踊おどれ踊れ罪人め。死の踊りを踊り狂うが……」


　が、そこで、


「だぁあああああああああもう!?　って、だからなんの設定なんだよそりゃ!?」


　ライナは剣が届とどかない、ぎりぎりのところまで下がって、怒鳴る。それでも彼女は剣をクイクイと動かして、なんとかライナを刺そうとするが……


　しばらくやって無理だとわかったのか、剣は再び馬車の中へと引き戻もどされ、そして、彼女は一つふうっとため息いきをつくと……


「ふむ。まあ、そういうわけで、居眠り運転は危あぶな……」


「おまえの剣のほうがよっぽど危ないわっ!!」


　言葉を遮さえぎって、ライナは怒鳴った。それから頭を抱かかえて、目の前の美女を半眼で見つめる。


　この相あい棒ぼう……見た目ばっかり綺き麗れいで、中身は超ちよう絶ぜつ性格死亡娘むすめなフェリス・エリスを……


　そのフェリスがさらに、


「で、よく眠れたか？」


「だぁからこの四十二時間で、五秒も寝てねぇよっ!?」


　が、それに彼女は満足げにうなずいて、


「十分だな。あと二百時間は軽くいけるだろう」


　なんて言葉に、


「こ、殺される……このままここにいたら、俺、ぜってー殺される……」


　ライナはぶるぶると震えながら呟つぶやいて……


　ちなみに。二人がそんなやりとりをしている間にも、


「ほら、さっさと止まれっ!!」


「ぶっ殺すぞコラ!!」


「ぼこぼこにしてやらぁっ!!」


　と怒鳴りまくっている武ぶ装そうした兵たちが追いついてきて、ライナたちが乗った馬車に並ならぶと、


「さっさと止まれやおら!!」


「俺たちに逆さからうと、神の天てん罰ばつが下るぞこら!!」





　なんて言ってきて……


　それにライナは、


「ああもう、さっきからうるさいなぁ。だいたい、なにが神だよ……おまえら神がどうのこうのいうようなガラじゃないだろうが……」


　と、気けだるい表情でそちらを見る。


　するとそこには、馬車に並ぶように走ってきている四頭の馬がいて。その上で、こちらを脅おどすように剣を掲かかげてきている男たち。着ている鎧よろいは、あまり上等のものとは言えない、なめした革かわでできてるものだったが……


　その鎧の胸むねのところには、ライナたちの所しよ属ぞくしているローランドとは違ちがい、神への信しん仰こうを基き盤ばんに栄さかえているここ、ルーナ帝国特有の、女が胸の前で手を組み、祈いのりを捧ささげているという形の紋もん章しようがあった。


　それはそれで、どこか聖せいなる雰ふん囲い気きを持ってるような気もしないでもないのだが……


　いかんせん、それを着ている兵たちが、髭ひげ面づらで、筋きん肉にくだけが取とり得えと言わんばかりの男たちで……


　おまけに、


「ひゃはははっ!!　おらおら、殺やるぞ？　殺っちまうぞ!?」


　なんて発言に、ライナはげんなりと、


「ってか、そもそもあいつら、ルーナの正せい規きの兵なのか？　あんなしゃべりかたで？　あれじゃ山さん賊ぞくと変わんねぇじゃねぇかよ。神がどうのこうの言う前に、ルーナはしゃべり方の教育からしたほうがいいと思うんだけど……」


　すると背はい後ごでフェリスが、


「うむ。あれでは、普ふ段だんのおまえとなんら変わらないからな」


「って、俺がいつあんなしゃべり方したよ？」


「ん？　毎夜毎夜街に繰くり出し女を連つれ去さっては、『ひゃはは、いくら叫ぼうと助けはこないぜ。ここは、防ぼう音おん室しつなんだ。


　嫌いや!?　こないで!?　誰だれか助けてぇええ!!


　うへへへ。無む駄だだと言っただろう、お嬢じようちゃん。さあ観かん念ねんして、言う通りにしな。


　嫌ぁあああああああああああああ!!』


　とまあ、そんなことをおまえは繰り返して……」


「ねーよ！」


　ライナはすぐさま突っ込んだ。それから疲つかれた表情で、


「ってかだいたい、こうしておまえと一いつ緒しよに旅してる俺が、なんで防音室なんて持ってるんだよ……」


　するとフェリスは突とつ然ぜん、表情を強こわばらせ、周まわりを見回すようにして、


「ま、まさか、この馬車が噂うわさの防音室か!?　謀はかったなライナ！　こんなところに連れこんで、わ、私になにをするつもりだ!!」


　叫んで、ライナをにらみつけてくる……


　しかしライナは、今度こそ疲れ果はてた顔で……


「…………」


　もう、言葉もなかった。


　すると彼女は、


「………………………………ま、まさか、この馬車が噂の防音……」


「って繰り返すのかよ!!」


「というたわ言はさておき……」


「おまえが言ってたんだろうが!!」


「人のせいにするな」


「お、おまえ、ぜってー後で殺……」


　が、そこでライナの言葉は止まり、それから震ふるえる声こわ音ねで、


「あ、うそうそ。冗談です。売り言葉に買い言葉ってやつで、その、悪気はなかったんです。だからその、俺の背中を剣の先でちょこちょこ突つくのはやめてもらえませんか……？」


　なんて会話を二人がしていると……


　ルーナの兵たちが、


「……お、おまえら、無視するんじゃねぇええええええ!!」


　ついに自分たちがまるで相手にされていないことに気付いたのか、怒鳴りつけてくる。


　それにライナは真顔で、


「ん？　いや、無視はしてないぞ。ちょうどいま、君らの口く調ちようについて話しあってたところ……」


　が、兵士は当然、そんなライナの言葉を聞かずに、


「なめた口ばっかり聞いてねぇで、さっさと奪うばった悪あく魔まの子をこっちによこしやがれ！」


　そう言った。


　悪魔の子。


　それにライナは目を細め、背後を振り返ると、


「フェリス……アルアはどうしてる？」


　すると彼女は、


「まだ、意い識しきを失っている」


　と、自分の膝ひざのほうを指さす。ライナはそれに、馬車の中をのぞきこんで、フェリスの膝を枕まくらにして眠っている少年……


　アルアの姿を見た。


　年のころはまだ、六歳くらいだろうか？　ライナと同じような、黒髪の少年だった。


　そして。


　いま、ルーナの兵に、悪魔と呼よばれた、少年……


　その、アルアの顔や体には、いくつものアザや傷があり……ライナはそれに、さらに目を細める。


　アルアは、悪魔の子と呼ばれ、ルーナ軍に捕とらえられ、つい昨日きのうまで、信じられないほどのひどい拷ごう問もんを受けていたのだ。


　全身を傷つけられ、母親を殺され、さらには目の前で、父親の首をはねられて……


　そしてそれを見て、ルーナの貴き族ぞくたちは笑っていた。


『さあ早く、暴ぼう走そうしてみせろ、悪魔め』


　そう言って、笑っていた。


　少年を何度も、何度も殴なぐりつけ。大切なものをすべて壊こわしておいて、


『さあ早く暴走してみせろ、悪魔め』


　そう言って笑うのだ。


　少年の瞳には、刻こく印いんがある。ライナの黒い瞳にあるものとまったく同じ、朱しゆの五ご方ぼう星せい。


　どんな形式の魔法だろうと、どんな複雑な魔法だろうと、ただ、見るだけで、すべてを理解し、写うつしとってしまう瞳。


『複アルフア写・ステイ眼グマ』と呼ばれる、瞳。


　この瞳を持っているというだけで、誰もに忌いみ嫌きらわれ……化ばけ物ものとののしられ、悪魔とそしられ……


　そして、そのすべてがどうでもよくなり……暴走すると……


　大だい虐ぎやく殺さつを生み出す。


　望んでいないのに、周囲の人間を、大切な人たちを、すべて殺してしまう。


　それはもう、悪魔と呼ばれても……仕方がないかもしれない。


　化物と呼ばれても、仕方がないかもしれない。


　だけど、じゃあ……


　こんな子こ供どもを殴りつけ、目の前で親を殺して見せて笑う人間は、悪魔じゃないとでもいうのか？


　目を閉じれば、ライナはいつでも思い出すことができた。


　あいつらの笑えみ。


　人をいたぶって、なぶって、それで喜ぶ奴やつらの笑み……


　彼が好きだと、大切だと思った人たちを、目の前で殺して見せて喜ぶ奴らの笑み。


　あれは、悪魔じゃないというのか？


　あんな奴らにまで、悪魔と呼ばれて……


　ライナの表情が、曇くもる。


　まわりでは相あい変かわらず、ルーナの兵たちが、


「おまえ、いい加か減げん馬車を止めやがれ!!　さもなけりゃ、おまえらには神しん罰ばつがくだるぞ！」


　なんて言葉に、ライナは自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑みを浮うかべて……


「へぇ。悪魔にも、神罰ってもんが効きくのかね？」


　するとルーナの兵は、やっと相手にされたのがうれしかったのか、胸を張って、


「はっ！　いまごろ恐おそれても遅おそいわ！　悪魔は、神に討うち滅ほろぼされると決っている！」


「ふぅん。じゃ、試ためしてみようか。神の力に、俺ら悪魔が滅ぼされるかどうか……」


　言ってから、ライナは右手を信じられない速はやさで空間に踊おどらせると、光の文字が描えがきこまれていき……


　それは、かつて戦った、エスタブールの魔法騎士団から複ふく写しやした魔法だった。


　それを見てルーナの兵たちはあわてて、


「ま、魔法がくるぞ!?　それも他国の魔法だ！　迎え撃う……」


　が、ライナは肩をすくめて、


「遅せぇよ。


　我われ・契けい約やく文ぶんを捧ささげ・天空を踊る光の魔ま獣じゆうを放つ」


　唱となえると、彼の頭上に光で象かたどられた、いまいち不定形な犬のような獣けものがあらわれ……そしてそれを、ルーナの兵たちが乗っている馬の足あし下もとへと放つ。


　刹せつ那な。


　地面が爆ばく裂れつし、激はげしく光が明めい滅めつして……


　馬が、悲ひ鳴めいを上げるようにいなないてから、止まった。当然、突とつ然ぜん止まった馬に振ふりまわされ、ルーナの兵たちは、


「う、うわああああ!?」


「あ、暴あばれ……わああああ!?」


　などと叫びながら、落馬する者。道からそれて、森の中へと馬ごと突っ込んでいってしまう者。


　とにかくそれで……


「こんなにあっさり、悪魔の勝ちか？」


　ルーナの兵たちは、引き離されていく。


　とそこで、再び背後から、


「ん。終わったか。ごくろう」


　フェリスが言ってきて、それにライナはげんなりと、


「ってか、おまえなぁ……ちょっとは手伝えって。俺に何十時間も御者やらせるなら、せめてあいつらはおまえが撃げき退たいするとかさぁ」


　が、その言葉に、


「無理だ。いまは忙いそがしい」


「なににだよ？」


「ん。この子供の保ほ護ごに忙しい」


「あ、ああ、まあそうか。これだけ揺ゆれる馬車でほっといたら、そりゃ頭打ったりして、危ないしな……」


　が、しかし、フェリスはその言葉に首を振り、


「そうではない。この、黒目に黒髪。おまけに『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者という、どこぞの超ちよう絶ぜつ変へん態たい色しき情じよう狂きような男に似ているおまえの息むす子こが……せめて性格だけは、あの恐ろしい凶きよう悪あく幼よう女じよ誘ゆう拐かい変質男に似ないようにと、保護しているのだ」


　なんて言葉に……


「だぁから俺の子供じゃないって言ってんだろうが！　それに誰が、超絶幼女が誘拐で……えーと、それからなんだ？　とにかくまあ、そんな変態なん……」


　と、ライナが再び振り返りかけたところで、フェリスががたっと音をたてて後ろへと下がり、


「止まれ！　それ以上近寄るな！　このプチライナが汚お染せんされるぞ!!」


　などと怒鳴ってきて……


　それにライナはもう、完全に脱だつ力りよくしきった表情で、


「…………………………おまえ、なぁ……ンなことばっかり言ってて、楽しいか？」


　するとフェリスはうなずき、


「ふむ。暇ひまだからな」


「はぁ!?　暇なら御者替かわれよっ!?」


「いま忙し……」


「だからぶっ殺すぞてめぇっ!!……って、はぁ……まぁいいや……なんか、おまえといると、無む駄だに不毛で、平和だなぁ……」


　と、ライナはため息をついてから、手た綱づなを緩ゆるめて馬車の速さを落とし始める。一度御者台から身を乗り出し、馬車のさらに背後をのぞきこんで、ルーナの兵が追いかけてきていないことを確かく認にんすると、


「ま、あんだけ脅おどして、こんぐらい離はなれれば、しばらくは追いついてこないだろ……」


　言って、馬車をゆったりとした速度に落とす。そして再び背後のフェリスへ、


「で、これからどうするよ？　ルーナの追手からうまく逃げたのはいいけど……」


　すると彼女はあっさり、


「それは昨日も言っただろう？　このプチライナをルーナの軍から救すくってくれと頼たのんできた、レジット村の小娘に、こいつを救ってやった礼金をもらいにいく。そしてその礼金を持って、ルーナの帝都にある有名だんご店めぐりを……」


　とそこで、ライナは言葉を遮さえぎって、


「いや、だんごの話はとりあえずいいから。それより、確かククとか言ったよな？　アルアの幼おさななじみの……ってか、礼金なんか、払はらえるほど裕ゆう福ふくには見えなかったけどなぁ……でもまあそれはおいといても、ククのところにはいかないと、まずいよなたぶん。アルアを助けたってことを教えてやらなきゃいけないし……それに……」


　するとフェリスは少し、目を細めて、


「うむ。ルーナの軍の手が回っている可能性がある」


　それにライナもうなずいて、


「だな。あいつらはアルアを俺たちから取り返したいだろうし……でも、アルアの父親も母親ももう殺されてるとなると……一応仲のよかった幼なじみぐらいは、人質にとっておくだろうしなぁ。そうじゃなくてもククは、アルアと仲がよかったっていう理由だけで、村の奴らに殴られまくってたし……」


　と、村人に『おまえのせいで』なんて言われて、殴られていたククの姿を思い出し、ライナは顔をしかめる。


　それは、よく見たことがある光景だった。


　かつてのローランドでは、よくある光景。


　貴き族ぞくたちの専せん横おう。犠ぎ牲せいになるのは、いつも弱者ばかりで……


　その、かつてのローランドと同どう盟めいを結むすんだここルーナ帝国は、いまだにそういう国なのだ。


　完全に狂くるっている国。


　傲ごう慢まんな貴族に、その力を支ささえる、暴走する軍部。


　民たみは常つねにその二つの影かげに怯おびえ、震ふるえながら生きているという、狂った国。


「……ったく、めんどくせぇことに巻まき込こまれちゃったなぁ……」


　と、ライナがため息いきまじりに言うと、後ろから、


「まったくだ。行きずりの女に子供を産ませ、あっさり捨てたくせに、いまごろになって子供を助けたいから手伝ってくれなどと……迷めい惑わくな話だ」


「…………おいおい、まだそんな話が続くのか？」


「ん。レジット村までの道中、暇だからな」


「…………あ、じゃ、じゃあさ、その、それまでの間、ちょっとだけ俺と御者を交こう替たいしてみようとかそういうことは……」


　が、そこで、


「むむ。すまない。また急になにやら忙しくなってきた」


「…………」


　それにライナは、


「……はいはい、わかりましたよお姫ひめ様さま……」


　と、完全にあきらめきった声音で言った瞬間、


「うむ。いけ奴ど隷れい」


「ってだからおまえぶっ殺おおおおす!?」


　なんていつも通りの不毛な会話を続けながら馬車は進む。


　一路、レジット村へ向けて……





　　　　◆





　一方。


　そこは、メノリス大陸の最さい南なん端たん。


　ライナたちがいる、ルーナ帝国よりもさらに南に、その国はあった。


　ローランド帝国。


　最近では、大帝国とも呼ばれるようになった、強国。


　かねてよりの敵国だったエスタブール王国を併へい合ごうし、一いつ触しよく即そく発はつの状じよう況きようだった隣りん国ごくネルファ皇こう国こくとは友好関係を。そして、ルーナ帝国とは同盟関係と、どんどんとその力を伸のばしていっている。


　そしてそのすべては、新しい王が立ったことから、始まった。


　ローランド帝国王、シオン・アスタール。


　前王の妾しよう腹ふくの子でありながら、かつてのエスタブール王国との戦せん役えきにおいて多大な功こう績せきを残し、一気にローランド帝国軍の上じよう層そう部ぶまで上のぼり詰つめる。


　そしてそのまま一気に革かく命めいを起こし、暴ぼう君くんであった前王を廃はいして国を救すくった英えい雄ゆう王おう。


　弱じやつ冠かん十九歳さいにして、彼は、王に必要な才能を、すべて兼かね備そなえていた。


　魅み力りよく、実力、容よう姿し。


　さらにはそのすべてを巧たくみに使いこなし、国民からも絶ぜつ大だいな支し持じを集め……


　彼は、誰もが待ち望んだ、理想の王だった。


　いや、そうあることを、求められた。


　誰もが彼に期待し、希望を持ち、夢ゆめを見た。


　それほど、かつてのこの国は腐くさりきっていたのだ。みなが泣き叫び、彼のような王が現あらわれることを祈いのり続けていたのだ。


　だからこそ彼は、完かん璧ぺきな王だった。


　だからこそ彼は、完璧な王でなければ、ならなかった。


　だから……


　そこは、ローランド帝国王が住まう、居きよ城じよう。その玉座の上で、シオンは、うれしげな笑えみを浮うかべて、


「頭を下げる必要はない。あなたがたの、私への忠ちゆう誠せいの気持ちは、よく知っている」


　目の前に並んで平へい伏ふくしている貴き族ぞくたちに、言った。


　貴族たちはひどく怯おびえた表情だった。ずっと傲ごう慢まんな態たい度どでシオンに接していたはずの貴族たちが、顔を蒼そう白はくにしながら、


「で、では、いままでの数々の無ぶ礼れいな態度を、お許ゆるしくださるのですか、陛へい下か？」


　なんてことを言ってきて……


　無礼な態度……


　彼らはそう言った。


　しかし、心の中でシオンは一いつ瞬しゆん、どの無礼な態度だ？　と、首を傾かしげた。暴言なら、いくらでも吐はいただろう。シオンを陥おとしいれるための謀ぼう略りやくも、数知れずあったはずだ。


　そして極きわめつけは、シオンの秘書だった、フィオル・フォークルを……


　シオンを脅おどすためだけに、殺したこと。


　すぐに彼は、フィオルの笑顔を思い出す。


『シオンさんは、僕ぼくがついてないと、いっつも無理するんだから』


　そう言って、困こまったように笑う顔を、思い出す。


　妹のエスリナを自じ慢まんして笑う顔を……妹が暮くらすこのローランドの王に、シオンがなってくれてよかったと笑う顔を、思い出す。


　そして、そのフィオルが、何度も、何度も、まるで、シオンにそれを見せつけるかのように、異い様ようなほど何度も切り刻きざまれた姿で死んでいる姿も思い出して……


　そのとき……貴族たちを、すべて殺してやりたいと思った。この国を腐くさらす貴族どもを、すべて殺してやりたいと思った。


　だが……そんなことをフィオルが望まないのは、知っている。フィオルが彼に望むのは、彼が、良い王であること。


　この国を、正しい方向へ導みちびく、完璧な王であること。


　だからシオンは、貴族たちの言葉に、まるで言ってることがわからないとばかりに肩をすくめ、


「無礼、ですか？　なんのことでしょう？　あなたがたが、いつ、私に対して無礼な態度を？」


「え、あ、いや、それは……」


　と、言いよどむ貴族たちに、


「大だい丈じよう夫ぶです。あなたがたには、なんの落ち度もありませんよ。心配はいりません。あなたがたは、安心して民を導いてください」


　そう言って、シオンは微ほほ笑えむ。すると彼のその言葉に、貴族たちはもう、涙を流さんばかりの表情で、


「も、もちろんでございます。我われ々われ一同、陛下のために、この身を領りよう地ちの統とう治ちに捧ささげるつもりで……」


　が、そこでシオンは言葉を遮さえぎって、


「民のために……民が喜ぶ顔を見るために、働いてください。それがこのローランドが豊かになるための、一番の近道ですから……」


　そう。いままでのような私腹を肥こやす圧あつ政せいは、許さない。


　ローランドは、変わるのだ。


　フィオルが……いや、誰もが夢に描き、ずっと待ち続けていたような、国へと、ローランドは変わるのだ。


　すると貴族たちが慌あわててうなずき、


「も、もちろんでございます。民あっての、私たちですから……」


　その言葉に思わず、苦笑が漏もれそうになる。いったい、どの口がそんなセリフを吐けるのか……


　シオンがうなずき、貴族たちに下がるように合図する。すると貴族たちはおずおずと広間を出ていこうとして……


　が、その貴族たちとは入れかわりに、広間に一人の男が入ってくる。


　綺き麗れいに整ととのった漆しつ黒こくの長ちよう髪はつに、線の細い、長身。そして、息を呑のむほどの整った顔をしているが……


　それに気付く者が、どれほどいるだろうか？


　誰もが彼を見るときに最初に見つけるのは、濃のう紺こんの、冷たい瞳だった……


　本当に冷たい、すべてを見下しているような、切れそうなほど冷たい瞳に、目を奪うばわれる。


　ミラン・フロワード中ちゆう将じよう……


　彼は、ローランド帝国のみならず、ここ、メノリス大陸全土を覆おおい尽つくす、大ローランド帝国の王座にシオンをつかせたいと、取り入ってきた人材だった。


　その覇は道どうのために必要な、暗い、汚きたない部分はすべて自分が担になうと言って。


　そして彼は、その言葉通りの働きを示す。


　たった一人でシオンに反はん抗こうする貴族の勢せい力りよくを、粛しゆく清せい……


　皆みな殺ごろしにしてしまったのだ。


　それも、養父であったフロワード侯こう爵しやくもろとも、すべて殺してしまい。


　結果。残った貴族たちは、さっきのように怯え、震えながらシオンの前に、ひれ伏す。


　とそこで、まるで縮ちぢこまるように頭こうべを垂たれ、退たい出しゆつしていこうとする貴き族ぞくたちとすれ違ちがい様ざまに、フロワードが言った。


「おやおや、いまごろ陛下のご機き嫌げんうかがいでございますか、お三方」


　それに貴族たちは振り返り、


「……んな、貴様、なにを無礼な……いったい何者……」


　が、そこで言葉を止めた。貴族たちは、フロワードの顔を見て、それから急に笑みを浮かべて、


「あぁ……なんだ。これはこれは、ミラン・フロワード中将殿どのではありませんか。先ごろの大粛清によって、陛下にお父上のフロワード侯爵を殺された……」


　それからさらに隣の貴族が、


「自分の父親が罰ばつせられたばかりだというのに、平然と陛下にゴマをすり、生き永ながらえているあなたが、我々にご意見とは、少々、図に乗りすぎというものではありませんか？」


　そんなことを言って。


　その言葉に、フロワードは少しだけ考え込むように目を伏せ、


「……図に、乗りすぎ……ですか。ああ、確かにそうかもしれませんね。もう少しきちんと陛下に媚こびへつらわなければ、そのうちお怒りを買うやもしれませんし……」


　言ってから、ちらりとシオンのほうへ目線を向けてきて……


　それに、シオンはうんざりと肩かたをすくめた。


　フロワードが、シオンに媚びへつらう姿など、想像もできなかった。


　しかし、貴族たちはそれに笑う。今度こそ嘲あざけるような表情で笑って、


「この上まだ、陛下にゴマをすろうと吐ぬかすか……ほとほとあきれ果てた男だな。貴様のような人間が、このローランドをダメにするのだ！」


　そう、言った。


　それも、シオンにちゃんと聞こえるように、声を張り上げて……


　しかし、シオンはそんな貴族を憐あわれむような目で見つめる。フロワードを相手に、馬ば鹿かなことをしたものだと……


　そこでフロワードがうなずき、


「ええ。あなたのおっしゃる通りです。もしかすると本当に、私のような人間が、このローランドを、駄だ目めにするのかもしれない」


　それにさらに貴族たちは笑って、


「はは、ついに自覚しおったか」


　するとフロワードは、


「ええ。私も、ここのところの少々いき過ぎた行動には、多少反省していたところなのです。陛下が止めているにもかかわらず、独どく断だんで、陛下に逆さからう多くの貴族たちをこの手にかけてしまって……」


　瞬間だった。


「へ？」


　などと、貴族たちが間ま抜ぬけな声を上げたのは。


　いま、フロワードがなにを言ったのかわからないという、そんな表情だった。


　しかし、フロワードはさらに、淡たん々たんと続ける。


「あげくに最後には、長年私を育ててくれた父まで、この手にかけてしまって……」


　それに、貴族たちは、


「な……き、貴様はなにを言って…………で、ではまさか、あの大粛清は貴様が……」


　するとフロワードは、笑みを浮かべた。


　暗く冷たい、悪魔のような笑み。見るだけで震えがくるような、どこか狂きよう気きが含ふくまれている笑みだった。


　それに貴族たちは、言葉を失う。


　フロワードはその笑みを、さらに暗く、深くして、


「しかし、お優やさしい陛下は、私を許してくださった。さらにはお褒ほめの言葉も下さり……図に乗った私は、もう一度陛下に褒めてもらえるよう……次の獲え物ものを探さがしているのですが……」


　言ってから、貴族たちを見つめる。貴族たちはそれだけで後あと退じさってしまい……


　完全にフロワードのペースだった。彼は言葉だけで、貴族たちを操あやつる……


「しかしまあ、陛下のご機き嫌げんをうかがいにくるくらいですから……お三方にはきっと、後ろ暗いところは、ないのでしょうね」


　それに、貴族たちは慌ててうなずく。


「も、もちろんだ。わ、わ、我々はこれからずっと、陛下のためにこの身を捧ささげるつもりで……」


　その言葉に、


「それはそれは、安心いたしました」


　フロワードは、小さく、頭を下げる。


　それでやっと解放されると思ったのか、貴族たちは、


「で、では我々は、これで失礼する……」


　言って、どこか疲れ果てたような様よう子すで広間を出ていきながら、震える声音で……


「な、なんなんだあいつは……か、完全に狂って……」


　そこまでで、広場から出てしまい、声が途と切ぎれたが……


　それにフロワードがシオンのほうへと顔を向けてくると、さっきまでの冷たい瞳のまま、


「これは陛下。ご機嫌は、いかがでしょうか？」


　なんて言葉に、シオンは顔をしかめた。


「それでまさか、さっき言ったように、媚びへつらっているつもりか？」


　するとフロワードはこちらへと近づいてきながら、


「うまく、できていませんか？」


　が、シオンはそれに首を振って、


「いいや。おまえはうまくやってくれてるよ。俺の下にはフロワードという狂った殺人者がいて……そいつは俺に褒められるためなら、平然と親をも殺す……か。この噂うわさはすぐに広まるだろうな。この間の粛清への恐きよう怖ふはそのままに、その恨うらみの矛ほこ先さきを、俺からおまえへと移うつす……おかげで今後、他の貴き族ぞくたちと付き合いやすくなるよ。だが……」


　そこで、シオンは目を細めた。


　フロワードのやり方は、反感を買う。シオンのかねてからの腹心たちでさえ、彼のやり口を嫌けん悪おする者は多いのだ。もしもフィオルが生きていれば……真っ先に反対するような策さくばかりを用いる。


　どんな犠ぎ牲せいを払はらおうとも、もっとも効こう率りつ的てきな道を選ぶ。それがこの、フロワードの進む道だった。


　本当にもっとも効率的な道……


　今回の粛清騒そう動どうもそうだ。


　フロワードが行った粛清は、貴族たちに凄すさまじい効こう果かを示しめした。いやそれだけじゃない。それは、この国全体を変えてしまうほどだった。


　あの粛清以来、ほとんどの貴族たちが、表向きだけだとしても、シオンへ服従の意を表し、連日彼の下へと訪おとずれるようになった。


　さらには、いままで強大な権力を振りかざし、好き放題に振舞ってきた貴族たちが粛清されたことによって、シオンへの民みん衆しゆうの支持が、さらに高まった。


　フロワードの粛清によって、一気にローランドの統治が進んだといっていいだろう。


　だがそのかわり、多くの貴族たちが、死んだ。もしかするとその中には、反国王の意思を持っていなかった者も、いたかもしれない。


　なのに……


　その、すべてを殺した。


「…………」


　シオンはさらに、顔をしかめる。


　あの粛清は、いわば無差別に行われた虐ぎやく殺さつだった。フロワードはそれを行ったのだ。


　しかし、民衆はそれに狂きよう喜きした。その事実を聞いて、民は英えい雄ゆう王万ばん歳ざいと叫さけんだ。


　やはり英雄王はやってくれたと。


　長年続いた恨みを晴らしてくれたと……


　民衆は喜んだ。


　もちろん、多少はフロワードが情報を操作したかもしれない。汚い部分を隠かくし、目を背そむけたくなるような部分を隠し、シオンの、英雄的な部分だけを強調したかもしれない。


　しかし、事実は、事実だ。


　大勢の人が殺されて……にもかかわらず、それを民衆は、手をたたいて喜んだ。


　これが、異常でなくて、なんだろう？


　これが、かつてのローランドと、どう違うというのだろう？


　犠牲になる人間が、変わっただけ。


　貴族か、民衆か……


　とそこで、フロワードが冷たい双そう眸ぼうをシオンへと向けて、


「……それともまだ陛下は、誰も殺さずに、国を作ろうとでもお考えですか……？」


　などと問いかけてきて……


　しかしそれに、シオンは首を振った。


「いや、おまえの選せん択たくが、一番、犠牲は少なかっただろう。あのまま貴族たちを生かしておけば、ローランドの統治はさらに遅おくれる。だが俺たちには……いや、この国にはもう、そんな時間はないからな」


　そう言って、フロワードの行動を、シオンは認みとめる。


　無実だったかもしれない人間を殺して、しかし、それを容よう認にんする。


　それは……


　なんの罪つみもなかったフィオルを殺した貴族たちと、なにも変わらないじゃないか。


　そう思うと、吐はき気けがした。


　あの粛清は必要だった。それは間違いない。しかし、吐き気がした。


　そうしなければならない状況を作った、自分に。


　自分の、力不足に。


　いや、それどころか、もう、手遅れかもしれないのだ。


　各地に放っている間スパ者イたちからの情報によれば、もう、時間はほとんど残っていないように思えた。


　世界が、動き始めている。


　再び動乱が……それも、いまだかつてないほど大きな、この、メノリス大陸全土を覆おおうほどの動乱が起きようとしている。


　その動乱からローランドを守るためには、こんなところで立ち止まっているわけにはいかなかった。


　だから、容認する。


　そのために、どれほど自分が汚れようと……


　より多くの人間を守るために。


　そのために、どれほど自分が汚れようと……


　シオンは腕組みをして、言った。


「問題は、おまえの粛清ですべての反国王派貴き族ぞくたちを殺せなかったことだ。表だって活動していた反国王派の貴族たちは死んだが……」


　それにフロワードもうなずいて、


「しかし、その反国王派の貴族たちを指し揮きしていたステアリード公爵は……我々ではない、何者かに殺された」


「ああ。それも、ステアリードを殺して、さらにおまえにも襲おそいかかってきたという奴やつは、他国の人間だったんだろう？　一番まずいのは、そこだ」


　シオンはそう言った。あの粛清の日……フロワードはローランド国内で、他国の者と交戦したというのだ。さらにはそれと同じ人間が、シオンのことも襲った。


　その問題は……


　するとそこで、フロワードも、


「はい。あまり、好ましい事態ではありませんね。ステアリード公爵の背後に、さらに大きな権力を持った貴族が控ひかえているのはすでに気づいていましたが……それが他国の者と結んでいるとなると……それも、ステアリード公爵を殺し……さらには陛下の暗殺までをその他国の者に命じることができるとなると……さらに見つけ難にくくなる」


　その言葉に、シオンはうなずいた。


　フロワードの言う通りだった。


　ステアリード公爵よりも大きな権力を持った貴族。それを見つけるのは、簡かん単たんなはずだった。大きな権力を持つ者は、それだけで目立つ。たとえ、表向きはシオンに従うような素そ振ぶりを見せていたとしても、いずれは尻しつ尾ぽを捕つかまえられるはずだった。


　だが……


　他国の者がここまで深くかかわってきているとなると、話は違ってくる。


　まるで目立たない弱小の貴族でも、他国からの支し援えんの力を背景に、強大な力を持っているかもしれない。


「これは……もつれるか？　粛清という、危リス険クの高い手しゆ段だんを取るからには、一気に貴族の問題は解決したかったんだがな……」


　シオンは顔をしかめて言うと、フロワードも目を細め、


「しかし、それでも進んでおります。この国は、確実に変わっている。民は、陛下に感かん謝しやしていることでしょう。腐くさった貴族どもが一人でも多く死ぬ……それだけでも、この国は大きく変わるのですから……」


　なんてことを言ってから、


「いえ、この言い方では、陛下のお心は軽くならないでしょうが……」


　それにシオンは、しかめた顔を、さらに渋しぶく歪ゆがめて、


「ほんとにな。まるで慰なぐさめられないよ。というより……」


　そこで、フロワードを見つめた。にらむように鋭するどく、強く見み据すえて……


「いまのおまえの言い方じゃ、いま、生き残ってる貴族たちもすべて殺したいって言ってるようにも聞こえるが？」


　するとフロワードは、笑みを浮かべた。本当に小さく、気付かないほどの、しかしぞっとするような暗い笑み。


　そして、


「それを陛下がお望みに……」


　が、そこでシオンは遮って、


「黙れ、フロワード。あまり勘かん違ちがいするな。俺は、必要のない血を望んではいない」


　それからさらに強く、フロワードをにらみつけ、


「確かにおまえは有能だ。俺には必要な人材だと思う。だがそれでも、おまえの独断先行がこれ以上度が過ぎるようなら、俺はおまえを許さない。俺には俺の考えた世界がある。そしてそれを決めるのは、おまえじゃない。王である、俺だ」


　そう、言った。


　本心だった。


　フロワードの取る策は、すべてが理にかなっていた。彼は最良の選択をしているといってもいい。しかしそれでも、いま、釘くぎを刺さしておく必要があった。


　これから先、共に進んでいくために……


　これから先、よりよい国を共に創つくっていくために……


　だが、もしそれがかなわないなら……


　しかしその言葉に、


「必要のない血は望んでいないが……必要ならば、私も殺す、と？」


　が、シオンは首を振って、


「殺しはしない。だが、もし邪じや魔まをするというのなら、投とう獄ごくぐらいはするかもな」


　するとそれに、フロワードは薄く、笑んだ。それはやはり、さっきまでの悪魔のような暗い笑みだったが、どこかうれしげに、


「……心こころ得えておきましょう。しかし、私があなたを裏切ることは、ありえない。私にとって、あなたに仕つかえることは、至し上じようの喜びなのですから。だから私が、あなたを裏切ることは、ありえない」


　なんて、突然歯の浮くような言葉を言ってきて、それにシオンは顔をしかめ、


「おいおい、なんだ？　いまごろお世せ辞じか？」


　しかし、フロワードは首を振ってから、楽しげに、


「事実です。必要ならば、部下でも殺す、ですか……本当にあなたは、期待を裏切らない。民の平へい穏おんを第一に考え……しかし、多くを救うためなら、多少の犠牲はいとわない王。ひどく弱く、触ふれれば崩くずれてしまいそうなほど弱く、もっとも傷きずつきやすいのに……自ら犠牲になろうとする王。そして、前へ進むことをやめない王。だからこそ、私はあなたを主に選んだ。そしてこれからも……あなたが私を望んでいてくれる限り……」


　と、胸に手をあて、ひざまずこうとしたところで、突然……


「おいおい、気持ち悪ぃな。なんなんだ？　毎日毎日シオンのところに貴族たちがゴマすりにきて鬱うつ陶とうしいと思ってたのに、今度はフロワード、てめぇもシオンにゴマすってんのか？」


　ぶっきらぼうな、男の声がかかって。


　それにシオンは顔を上げた。


　すると広間の入り口に、鋭い顔つきの、背の高い赤せき髪はつの男が入ってきて……


　まるで、鋼はがねのように引き締しまっている体たい軀くの男だった。


　この、二十代半なかばくらいの男は、まだ、シオンが王ではなく、ローランド帝国元げん帥すいの座についていたころからの直ちよく属ぞくの部下で……そして、いまのローランドにおいて、唯ゆい一いつシオンを呼び捨てにする男だった。


　クラウ・クロム帝国元帥。


　いや、やっと元帥の座についた、といったほうがいいだろうか？


　上層部の役職はすべて貴族たちが占しめているという、ここローランド帝国の軍部においては……シオンが王になっても、クラウの能力が軍部においてずば抜けていたとしても、彼を元帥にすることはできなかった。


　それだけまだ、貴き族ぞくたちの力が強かったのだ。


　この国は、そういう国だった。


　だがいま、クラウは名実ともに、軍部のトップの座にいる。前回の人事で、クラウは少将から一気に上の階級を飛ばし、元帥の座についたのだ。


　現在、元帥の階級を持っている人間……貴族は二人いて、クラウは三人目の元帥になったことになるのだが……


　だが、実質の権力は、ほとんどクラウが握にぎったといっていい。


　当然のことだった。


　貴族に生まれたというだけで元帥の地位に座すわり、ふんぞり返っていた者たちとクラウとでは、人望も、実力も、比くらべ物にならなかった。


　もちろん、平民出身のクラウが元帥の座につくことに、反発が起きることは予想できた。やりかたがまずければ、貴族たちによる大だい規き模ぼな反はん乱らんが起きる可か能のう性せいだってあった。


　しかし……その人事の直後。


　その反乱を起こしそうな主要な貴族たちはほとんど、フロワードが殺してしまった……


　それで、貴族たちは静まり返った。


　いや、それどころか……


　クラウが嫌けん悪おの表情で、


「いまも肩かた身み狭せまそうに歩ってた貴族たちとすれ違ったが、あれもゴマすりにきた奴らだろ？　ったく、いままでふんぞり返って歩いてたくせに、急にあんなに卑ひ屈くつになられると、逆にこっちの調子が狂うよな」


　それにシオンは苦笑して、


「まあな。いつも偉えらそうだった奴が急にゴマをすってくると、逆に気き味みが悪い」


　言ってから、フロワードを見る。


　クラウもうなずいて、フロワードを見て……


　フロワードは、


「…………それは、私のことを言っているのでしょうか？」


　それにクラウが、


「ったりめぇだろうが。俺はおまえがひざまずこうとしてるのだけでも、今日は雪が降るんじゃないかって心配してるのによ」


　するとフロワードは立ち上がりながら、


「これはずいぶんなお言葉ですね、クロム元帥閣かつ下か……私は普段、それほど偉ぶっておりますでしょうか？」


　が、クラウはそれにもあっさりうなずいて、


「ああ。たまにおまえのほうがこの国の王なんじゃないかって思えるくらいだよ。おまえはいっつも嫌いや味みなくらい自信満々だからな……」


　という言葉に、しかし、そこでシオンが、


「おいおい、じゃあ、俺は王には見えないって言いたいのか？」


　するとクラウはにんまり笑って、


「もちろん。俺にとってのおまえは、いつまでたっても初めて会って、革命をおこしたときと同じ、俺の優ゆう秀しゆうな上官、シオン元帥のままだよ。なのにまったく、それがいまじゃ、おまえがこの国の王で、俺が元帥だと？　めんどくせえったらありゃしない。悪いことは言わないから、おまえ、元帥に戻れって。そしたら俺も晴れて元帥をやめられ……」


　が、シオンは最後まで聞かずにため息をついた。


「またその話か……おまえ、ミラーに元帥の地位をかわってくれっていうのを断ことわられて以来、ずっとその愚ぐ痴ちばっかり言ってるじゃないか」


　するとクラウは待ってましたとばかりに目を輝かがやかせて、


「それ！　それなんだよ俺が今日言いたかったのは！　ミラー先せん輩ぱいは『俺よりもおまえのほうが適てき任にんだ』なんて渋しぶい顔で言って俺の話を全然聞いてくれないから、今日は仕事の合間に『じゃあ、ルークの奴を元帥にしよう』って書いた手紙をミラー先輩のところに送ったんだよ。そしたら……」


　とそこで、乱暴に懐ふところから一枚の紙を取り出すと、シオンへと手渡してきて……


「これを読んでくれよ」


　それにシオンは、渡された紙へ目を落とす。するとその紙には、少し角張った几き帳ちよう面めんな文字で、


『クラウ・クロム元帥閣下へ。現在、ルーク・スタッカート曹そう長ちようは国外での任にん務むについており、その命令に従うことはできません』


　そこでシオンは顔を上げて、


「これが？」


　聞くと、クラウは今度こそ真しん剣けんな表情で、


「これが？　じゃねぇよ。ルークの奴が、曹長？　はぁ？　どういうことだ？　前も聞いたが、あいつ、革命のときにおまえが引き抜いて、俺と一いつ緒しよにえらい活かつ躍やくだったよな？　なのに、まだ曹長？　俺が元帥とかになって、やりたくもねぇ書類仕事に殺されそうになってるのに、あいつはまだ曹長？」


　それに、シオンは苦笑して、


「仕方がないだろう？　あいつはミラーより階級が上がるのは嫌だって言ってるんだから」


「じゃあミラー先輩の階級を上げりゃいいじゃねぇかよ。いや、まじな話、俺が元帥ってのは、ありえないと思うぞ？　他に適任な奴はいくらでも……」


　が、今度はそれにフロワードが、


「いえ、私はクロム元帥閣下が、一番適任だと思いますが……」


　それにクラウは、今度こそ顔を本当に嫌そうにしかめ、フロワードをまじまじと見つめて、


「お、おまえ、俺にまでそんなゴマすって……いったいなにを企たくらんでるんだ？」


「本心を述のべただけですが……」


「噓うそつけ！　おまえが俺にお世辞言うなんて、ぜってーなにかあんだろ！　騙だまされねぇぞ。俺はおまえを信用してないんだからな」


　なんて言葉に、やはりフロワードはまるで顔色を変えずに、


「そうですか。まあ、別に信じてもらえなくとも、私は一向に構かまいませんが」


「ああもう、おまえのそういうところがムカツクんだよ。なに考えてんのか、まるでわかんねぇそういうところが……」


「私も、あなたのそういうところが、この国の軍部を引っ張っていくべき才能だと思うのです」


　なんて突然言われて、クラウは目を丸くして、


「へ？　そういうところ？　って……」


「ですから、その、信じられないほどの思考の単たん純じゆんさです。それが魅み力りよくにつながり、兵たちはあなたについてくる。私ではそうはいきません。やはり、あなたこそがこの国の軍を……」


　それをクラウは遮って、


「おまえ、俺のこと馬鹿にしてんだろっ!?」


「いえ、ですから褒ほめて……」


「それのどこが褒めてんだよ!?」


　クラウが怒鳴る。


　それにフロワードは、困ったように少しだけ首を傾かしげ、まるで言葉を選ぶかのようにしばらく考えこんでから……


「………………まあ、あなたがどう思おうと、やはり私にはどうでもいいことですが」


「ぶっ飛ばすぞてめ……」
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　と、ついにキレるクラウにシオンは、


「はいはいそこまで。ったくおまえら、本当に相あい性しようが悪いなぁ」


　苦笑しながら言うと、クラウは憮ぶ然ぜんとした表情で、


「こいつと相性がいい奴なんかいんのかよ？」


　という問いかけに対してシオンは一いつ瞬しゆん考えてみたが……


「……ま、まあその話をおいといて……で、クラウ。おまえはまた、そんな愚痴を言うためだけにきたのか？　というより、ことあるごとに愚痴言いにきてるが、おまえちゃんと仕事してるのか？」


　するとその瞬間、クラウは顔をしかめてから、急に笑みを浮かべて、


「…………も、もちろんしてるに決まってんだろうが。ま、まあ書類仕事やなんかは、部下のシュスって奴に手伝わ……」


　が、それを遮って、シオンはあきれた声こわ音ねで、


「ほとんどやらせてるわけだな……ったく、毎日俺の邪じや魔ましにくるから、ずいぶん仕事に慣なれてきたんだなと思ったら……」


「慣れるわけねぇだろうが！　軍部に入ってからこのかた、俺はずっと書類仕事は他の奴に押し付けてきたんだからよ！」


　と、完全に開き直った表情で言って……


　それにシオンは、


「おまえ、それが自慢になると思ってるのか？」


　しかし、クラウはそこで、急に真剣な表情になって、


「だが、人が嫌がるような危き険けんな任務は、俺の役目だ。おまえも知ってんだろうが。俺は、俺以外の奴らが死ぬのは嫌いなんだよ。それに自分だけ安全な場所でふんぞり返って、他の奴らが死ぬのを見てるのは、もっと嫌いだ。俺は、前線に出てなんぼの人間なんだ……ってことで、聞きたいんだが……いま、ルークはなにをやってるんだ？　おまえと一緒に革命を戦ったあいつが、曹長なんていう肩書きのまま、国外にいるねぇ……おまえ、ルークの奴になにを命令した？」


　その問いかけに、シオンは肩をすくめて、


「なにも。ルークのことは、ミラーに一任している」


　そう、言った。


　そしてそれは噓ではなかった。しかしミラーにはそれなりの命令を下してはいたが……


　するとクラウは、


「なんだ？　俺にも極ごく秘ひの任務か？」


　言ってから、鋭い瞳を、さらに細める。それはまるで、獲え物ものを狙ねらう、鷹たかのような目だった。


　そして、


「いま、この情勢で、ルークほどの男を国外に出す…………となると、ガスタークか？　ルークは例のあの国の、内ない偵ていにいってる……違うか？」


　鋭い。


　シオンは思わず、うめき声を上げそうになった。フロワードはさっき、クラウのことを単純だと茶ちや化かしたが……こういう場面では、決してそんなことはない。いや、誰よりも賢さかしく、機知に富とんでいるといっていいだろう。


　あらゆる局面で、あらゆる戦場で、あらゆる危機的状況で、彼は生き残り、最上の戦果を残してきたのだ。


　単純なわけがない。


　クラウの言った、ガスタークという言葉。


　それはいまのローランドにとって、最も大きな問題の一つだった。


　この、メノリス大陸の南端に位置するローランドからは遥はるか遠い、北の大地にあるガスターク帝国。


　その国は、まだできたばかりの、名前もほとんど知られていない小国のはずだった。


　だが、その小国がいま、世界を動かしている。


　すでにいくつもの小国を併へい合ごうし……そしてさらには、このローランドの五倍もの国力、領りよう土ど、軍事力を持っている北の大国、軍事国家のストオルが、ガスターク帝国に攻せめ込こまれ、次々と大敗を喫きつしてるというのだ。


　そしてそのせいで、北部の国々は急速に軍ぐん備びの増ぞう強きようを始めているという。


　もちろんそれは、まだ、遠い国の話。


　その火の手が、このローランドにまで及およぶとは限かぎらないが……


　しかし、世界は確かく実じつに変わろうとしている。


　それも、ガスターク帝国という、一小国が中心となって……


　とそこで、フロワードもシオンのほうを見つめ、言ってくる。


「なるほど。それは、聞き捨てならない話ですね。陛下はすでに、ガスタークへ間スパ者イを放っておいででしたか」


　だがそこで、シオンは首を振って、


「いや、ルークはガスタークへは、いってない。別の任務だ」


「で、それは秘ひ密みつなわけか？」


　しかしシオンはさらに首を振り、


「違う。だがそれは、まだ成果を見ていないからな。それに、どういう結果が得られるかもわからない。だからいまはまだ、詳しよう細さいを明かす必要はない」


　その言葉に、クラウは顔をしかめ……


　それにシオンは、


「なんだ？　隠かくしごとをされて、気分を害したか？」


「んなことで気分を害すかよ」


　クラウは怒おこるように言った。それから、


「さっきも言っただろう？　俺が嫌いなのは、他の奴が死ぬことと、それをなにもできずに見てることだ。だから俺は前線が好きで……なのにいま、俺は書類仕事ばっかりやらされてて。なのにルークの奴は、他国で極秘の任務？　おまえ、そりゃ卑ひ怯きようだろ……俺は？　俺にも極秘の任務とか、なんかないのかよ？」


　なんてことを言ってきて……


　それにシオンは、笑った。


「おまえ……本気で言ってるのか？　おまえみたいな派は手でな奴に、極秘の任務なんて、できるわけないじゃないか」


「ああ!?　なんでだよ？　俺だって隠おん密みつ行動ぐらい革命のときにいくらでも……」


　が、シオンはあきれ顔で、


「いや、そうじゃなくて……おまえは有名過ぎるから無理だって言ってるんだよ。紅こう指しのクラウ・クロム……数あま多たの戦場で、その手を敵てきの返り血で真まっ赤かに染そめたことからついた通り名……他国の者には、ローランドの魔ま法ほう騎き士し団だんと並び恐れられているほど有名な名前だぞ？　そんな有名人が、隠密行動なんてできると思うのか？」


　という言葉に、クラウが今度こそ顔をしかめて、


「ぐ……」


　うめくように言って。しかし、シオンはさらに続ける。


「かたや革命の立役者だとはいえ、いまだ曹長という低い階級。他国での知名度は、ほとんどゼロといっていいルークと比べたら、どちらに極秘任務を任せるか、決ったようなもんだろう？　おまえは大おと人なしく元帥の座についてればいいんだよ。おまえの武名が各国に轟とどろいてれば轟いてるほど、おまえがこの国の軍部を率ひきいる意味がでてくる。あ、ちなみにこれは、褒めてるんだからな？」


　するとそれに、さらにクラウは嫌そうに顔を歪ゆがめ……


「……じゃあ、俺のガスタークいきは？」


「あるわけないだろう」


　シオンはあきれた表情で言った。


　するとそこで、フロワードが、


「しかし、元帥閣下は無理だとしても、他の誰か、それも信用できる者にガスターク帝国へ潜入させる必要は、あります。それも、早急に……」


　それにシオンはうなずいて、


「ああ、そうだな。だが、それよりも優秀な人材の登用が先だ。多くの有力な貴き族ぞくたちが死んで、いままで追いやられていた優秀な人材が、動きはじめる頃だ。そいつらを拾っていかないと、この国は、立ち行かなくなる。いまなら誰を登用しても、貴族たちからの反発は起こらないだろうしな……それも、あの粛しゆく清せいの効果だ」


　と言うと、クラウは嫌な顔をするが……


　しかし、その粛清を行ったフロワード本人は、


「ですが、悪い影えい響きようもあります。まず、あの粛清によって他国からの陛下の評ひよう判ばんが落ちたこと。エスタブールの反はん乱らんを鎮ちん圧あつし、貴族たちを殺して、強ごう引いんなやりかたでこの国を平定したことで……ローランドの新しい王は攻こう撃げき的てきな性せい格かくで、このまま一気に他国に攻め込むのではないかという印いん象しようを与あたえてしまったこと。さらにいえば、クロム元帥閣下が懇こん意いにしておられるエスタブールのノア・エン公女をとり込むことによって鎮ちん圧あつしたエスタブールの貴族たちも……今回の陛下が取った強行策に再び怯おびえ、反乱を起こすかもしれません」


　という言葉に、クラウは、


「なんだよそりゃ、悪いことのほうが多いじゃねぇか。それを勝手に暴走して殺しまくりやがって……」


　が、フロワードはそれに、


「しかし、その危リス険クを冒おかしても、反国王派貴族たちの息の根は、あそこで止めておく必要があったのです。この国をもう一度ゼロから立てなおすために。そして……」


　そこで、シオンが言葉を継ついだ。


「急速に変わり始めた世界と対抗するために……な。確かに、いまのままのローランドじゃ、ネルファやルーナはともかく、他の強国には太た刀ち打うちできないからな。嫌な話だが、やはり、あの粛清は必要だったよ、クラウ。いまなら貴族たちは、誰も俺たちに逆らえない。これから、この国は変わるんだ。まずは、法が変わる。貴族たちばかりを優ゆう遇ぐうしてきた法が変わり、それから、国中すべての有力な人間を集める。その中でおそらく、一番期き待たいできるのが……エスタブールの人間たちだろうな。急にゴマをすりはじめたローランドの貴族たちなんかより、よっぽど有望だ」


　するとそれにはクラウもうなずいて、


「ああ、そりゃそうかもな。こないだのエスタブールの鎮圧のときに戦ってみてわかったが……あれはなかなか、訓くん練れんされてる。ちょっと探さがせば、実力者はいくらでもいるだろうな」


「そういうわけで、クラウ、おまえにはこれから、エスタブールの人材の登用の仕事を追加する。おまえはこれからエスタブールの領内へいって、いいと思った奴をどんどん上へあげろ」


　が、それにクラウは、


「いや、それはちょっとまだ無理だろう。いまは軍を分断されておとなしくしてるが……もう一度軍がまとまれば、いつ反乱を起こすか……それだけあいつらの愛国心は強かった。それも、忠ちゆう誠せい心しんが強く、優秀なら優秀なほどな。ローランドの上層部へ上げて、うまくやっていけるとは、思えないぞ？　へたすりゃローランドを内部から壊こわされる可能性も……」


　しかし、それにシオンはクラウを見つめて、


「だからこそ、おまえに頼たのむんだ。エスタブールの国民たちから、絶大な支し持じを得ているエスタブールの元姫ひめ、ノア・エン嬢じようと仲のいい、おまえにな」


　その瞬間、クラウの顔から表情が消えた。そして、


「…………おまえ、俺にノアを利用しろっていうのか？」


「嫌か？」


　そこで、


「あたりまえだろうが！」


　クラウが、怒鳴りつけてくる。


　そのままシオンをにらみ据すえて、


「……おまえだって、わかってるだろうが。そうじゃなくても、あいつは十分辛つらい思いをしてる。そこの、なに考えてるかわかんねぇ野や郎ろうの策さく略りやくで仲間をみんな殺され、それでも国民を助けるためにと犠ぎ牲せいになって……裏切り者と呼ばれるのを覚かく悟ごした上で、このローランドにきてるんだぞ？　それも、まだたったの十七歳さいでだ。あいつはいつも笑って、平気そうな顔をしてるが……それでもまだ、ほんの小こ娘むすめなんだ。こんな敵国のど真ん中にたった一人できて……辛くないはずがない。


　なのに、そんなあいつにエスタブールの民や貴き族ぞくたちは、王国復ふつ興こうの夢ゆめを託たくして生きてる。だからこそのいまの平和だ。エスタブールがおとなしいのは、ノアがこの城しろにいるからだ。


　だが、いまからおまえがやろうとしてるのは……」


　クラウの瞳ひとみには、怒りがあった。


　怒りと、失望……


　だがそれでも、シオンは彼の瞳から目をそらさずにうなずいて、


「そうだ。俺がやろうとしていることは、彼女にさらなる裏切り者の汚お名めいをかぶってもらうことだ。エスタブールの軍部から、エン嬢の推すい薦せんで、優秀な人材を登用させる。いまは解体されているエスタブールの軍が、エスタブールの復興のためではなく、ローランドに組み込まれる。それも、エン嬢の指示の下もとに……これは、エスタブールの復興が、事実上不可能になるということを意味している。エン嬢はついに、ローランドに祖そ国こくを売ったと、言われるかもしれない。だがそれがどうした？　エン嬢の評判を上げてやるためだけに、エスタブールの兵を解放して、復興してやるつもりか？」


「いや、それは……」


　が、シオンはそれを遮って、


「クラウ、これは、お遊びじゃないんだ。俺が王である限り、エスタブールの復興など、ありえない。これは断言してやる。俺がこの国の王である限り、エスタブールに復興など、絶対にさせない。だが、エスタブールをとり込んだからには、その協力をどうしても得たいんだ……」


　とそこで、彼はクラウから目を離し、その背後へと目を向けた。


　クラウの背後に現れた人物に……


　そしてそのまま、シオンは少しだけ、声こわ音ねを上げて、


「いや、協力などという言い方が、綺き麗れいごとだと言うのなら……こう言いかえよう。俺は、一日も早く、そのエスタブールの力を利用できるようになりたい。だがそれは、一人でも犠牲者を少なくするためにだ。ローランドの国民から、犠牲者が一人でも少なくなるために……」


　そこまで言ったところで、広間の入り口から、澄すんだ、やわらかい女の声が響ひびいた。


「その、陛下がおっしゃるローランドの国民には、私たちエスタブールの民も、含ふくまれているのでしょうか？」


　その言葉に、クラウが慌あわてて背はい後ごを振り返る。


　するとそこにいたのは……


　ローランド帝国内ではあまり見かけることのない、紺こん青じようの長い髪を持った、一人の美女だった。


　毅き然ぜんとした青みがかった瞳。たおやかな美び貌ぼう。気品ただよう凛りんとしたその聡そう明めいな眼まな差ざしは、十七という彼女の年ねん齢れいをうかがわせない力強さを持っている。


　彼女こそが、いま話題に上のぼっている、ノア・エン元エスタブール公主、その人だった。


　彼女は、エスタブールの最後の反乱において、民衆を人質にとり、暴走するエスタブールの貴族たちの行いに心を痛いため……


　たった一人でそれに立ち向かって貴族たちを倒し、降こう伏ふくすることによって、被ひ害がいを最小限に抑えることに成功し、民を救った救国の英雄として、ローランドの貴族として迎むかえられた才女……


　表向きには、そういう経けい歴れきだが……


　しかし、実情は違う。


　彼女は、フロワードがエスタブールに対して行った数々の計けい略りやくから、人質を守り、そして、批ひ難なんを浴びることを承しよう知ちの上で、それでも、エスタブールの民たちを守るために、ローランドの貴族になったのだ。


　だからこそ、いまの彼女の表情は、真剣だった。


　シオンを真まっ直すぐ見つめ、


「お答えください、陛下。その、陛下が守りたいというローランドの国民には、エスタブールの民も、含まれているのでしょうか？」


　それに。


　シオンは大きくうなずいて返し、


「当然です、エン嬢。エスタブールの復興がありえないと言ったからには、私にとっての敵が、エスタブールにはなりえない。あなたがたは、私の大切な国民です」


　だが、それでもノアはシオンから目を離さない。こちらへと近づいてきながら、


「その言葉を、信用せよと？　一度はエスタブールの国民のみならず、自国、ローランドの民まで人質にとっておいて……」


　そこでフロワードが、


「いえ、それは私が独断で……」


　が、シオンはその言葉も遮った。


「いい、フロワード。彼女の言葉は、事実だ。いくらおまえが独断でやったことだろうと、ローランドがエスタブールに対してやったこと。それはローランドの王である、私の責せき任にんだ。だが、それでもできるなら、私の気持ちを、信じてもらいたい。私がエスタブールの民を守りたいという気持ちを……二度とこの両国に争いが起きないようにと願う気持ちを。そうじゃなくても、いままで多くの犠牲が出過ぎた。長い戦乱のせいで、両国は狂くるってしまった」


　言ってからシオンは、まるで遠いなにかを思い出すかのように、目を、閉とじた。


　そして、


「エン嬢。私にはかつて、キファ・ノールズという仲間がいました。これはまだ、私がこの国の王となる、ずっと前の話です。とにかく私の仲間にはキファという名の女の子がいて……彼女は活発で、聡明な子だった。彼女はもう一人の私の仲間に恋こいをしていて……私はその彼と、彼女と、その仲間たちの笑顔を見るのが、好きだった。みんな、この戦乱が続く狂ったローランドの中でも、それなりに楽しく、幸せにやっているように見えて……私も彼らといるときは、多くの悩なやみを忘わすれて……」


　そう言いながら、シオンは薄うすく、微ほほ笑えみが顔に漏もれるのを感じた。


　かつての仲間たちの姿を思い出して。


　キファや、ライナや、タイル、トニー、ファル……あの仲間たちで過ごした日々のことを思い出して……


　シオンはそのまま、続ける。


「そしてそのときは……こう思ったのです。もしかしたら、このままでもいいのかもしれないと……この国は、なにも変わる必要はないのかもしれないと。私だけが馬ば鹿かみたいに悩み苦しんで、この国を、腐くさったこの国を変えなければ、などと考えているだけで……本当は、そんな必要はないんじゃないか？　誰も、そんなことを望んでいないんじゃないか？　そう思った。それほどあのとき、本当にみんな、楽しそうに笑っていたんだ。自分が大切だと思っている仲間たちが、これほど笑って暮らせているのだから……なにが変わる必要があるだろう？　そう思ったんだ。それぞれの幸せを見つけて、これほど笑っていられるのだから。それなら、いま目に見えるその笑顔だけを守れれば……それでいいんじゃないか？　仲間たちを守れるだけの力さえあればそれで……そう、思ったんだ。だが……」


　そこで、目を開いた。


　そしてそのまま、クラウの横に立つ、ノアの瞳を見つめて……


「……仲間たちは、ほとんど死にました。キファ・ノールズの裏切りで。いや、エスタブールの間スパ者イだった、キファの裏切りで……」


　するとノアが顔を怪け訝げんそうな表情になって、


「では陛下は、エスタブールの人間を、恨うらんでいると？」


　が、シオンは首を振った。


「まさか。キファは、いまでも私の大切な仲間です。いまは遠く、離れた場所にいますが……彼女が私にとって、大切な仲間だったことには、変わりはありません。それに、仲間が死んだ原げん因いんは、確かに彼女の裏切りのせいだったかもしれない。だがそれは、彼女にはどうにもできないことだった。エスタブールからローランドへ、姉妹三人で間スパ者イとして送り込まれ……しかしローランドの魔法騎士団に姉を殺され、妹を人質にとられて……彼女は二重の間者となった。常つねに彼女は妹の死に怯おびえ……そしてローランドの貴族……いや、私の兄弟たちの命令を受けて、兄弟たちにとっては邪じや魔まだった私を殺すため、そしてエスタブールの兵を騙だますために動いていた。だけど、彼女が仲間を思う気持ちに、噓うそがあったとは思えない。あんなに私たちと一いつ緒しよに笑っていたんだ……あの笑顔が、噓だったとは思えない。祖そ国こくを裏切り、仲間だった私たちをも裏切って……きっと何度も、何度も、私たちに助けを求めたに違いない。ずっと笑顔のままで、でも、助けを求めてたに違いない。だが俺は…………それに気づかなかった!!　その上彼女の妹は、すでに殺されていた。彼女は泣きながら俺たちを裏切って、仲間を殺され、その上妹まで殺されて……腐ってる……この国は、腐りきっている。卑ひ劣れつな貴き族ぞくに、低てい俗ぞくな我わが父王……そして、狂った戦争……


　だから、もうエスタブールが復興することはない。俺が………………」


　そこで一度言葉を止めてから、


「…………いえ、私が、王である限り、ローランドとエスタブールはもう、争いあわない。私にとっては、エスタブールの民も、守りたいものの一つだ。だから、あなたの協力が欲しい。これからくる動乱から……外敵から、この国を守るために……


　私は、あなたがたエスタブールの協力が欲ほしいのです、エン嬢」


　そこでシオンはノアへと、深く頭を下げて、


「これで、信じてはもらえないだろうか？」


　そう、言った。


　すると彼女はそれに慌てて、


「そんな……陛下にそこまでされては……それも部下であるクロム元帥やフロワード中将の前でそこまでされて……私が許すもなにも、ありません。陛下のお気持ちはよくわかりました。私ができることなら、なんでもいたしましょう」


　その言葉に、シオンは頭を上げて、


「……そのせいで、あなたは裏切り者と……」


　が、ノアは微び笑しようを浮うかべ、


「もう、呼ばれています。それにどうしても辛つらくなったときはきっとまた、クロム元帥がさっきのように私のことをかばってくださいますので……」


　それにクラウが顔を歪ゆがめて、


「へ？　って……おまえ、そんな最初っから聞いてたのか……？」


　するとノアはさらにうれしげに笑い、クラウを見つめて、


「元帥は、お声が大きいですから……」


　そして再びシオンのほうを向き、


「陛下、ご安心ください。エスタブールの精せい鋭えいを、クロム元帥にご紹しよう介かいしてさしあげます」


　それにシオンは微笑み、


「よろしく、お願いします」


　そう、言った。


　そして、彼女ならきっと大だい丈じよう夫ぶ。


　そう、思った。


　彼女は聡明で、強く……


　そして……


　彼女がクラウを見るときの瞳に映うつる色……


　この二人なら、大丈夫だと、そう思った。ローランドの元帥と、エスタブールの姫がこれほど仲良くなれるのなら……


　両国は、きっとうまくやっていける。


　シオンはそのまま笑って、


「ま、そういうわけで、クラウ。今後エスタブールの軍も統合されてローランドの軍はその力を増ます。それにあたって元帥であるおまえの仕事も、大幅に増ふえて……」


　そこで、クラウは慌てて、


「はぁ？　ちょ、待てって……だからなんでそうなるんだよ？　無理だって。いま以上忙しくなったら、俺死ぬぞ？　といって、他の貴族の元帥どもは、ろくな仕事しねぇし……」


　それにシオンはうなずいてから、ノアのほうへと向き、


「ということで、クラウが死なないように、エスタブールから、もっともあなたが信しん頼らいできて、そして、優秀なものを私の元へ推すい挙きよしてもらえないだろうか？　その者を、この国の、四人目の元帥に任じようと思うから」


　そう、言った瞬しゆん間かん、ノアが驚きよう愕がくの表情になって、


「な……え、元帥、ですか？　エスタブールの人間を？」


　それにシオンはあっさりうなずいて、


「ああ。クラウ、異い存ぞんがあるか？」


　しかしクラウは首を振り、なぜか、どこか楽しげに、


「いんや、俺の仕事をそいつが半分肩代わりしてくれるってんなら、俺にはなんの異存もねぇよ」


　が、それでもノアが、


「し、しかし……」


　だが、それをシオンは遮さえぎって、


「これは決定事項だ。ローランド軍の重要職に、エスタブールの人間や、いままで虐しいたげられてきていたローランドの優秀な人間を据すえる。やるなら、貴族たちがおとなしい、いましかないだろう？　ということで、時間はそうない。早さつ急きゆうに取りかかってくれ。いますぐにでも、二人はエスタブール領内へ」


　するとクラウはにやにや笑いながら、


「おうよ。そうとなったら、さっさといくぞ、ノア。ったくシオン、おまえの考えることは、いつもおもしれぇなぁ……」


　言いながらノアの腕を引っ張って広間を出ていこうとし、それにノアが、


「ちょ、待ってください元帥……そんな……」


　が、クラウは聞かない。


「いいんだって。あいつがそうしろって言ってるんだから、間違いねぇんだよ。んじゃ、シオン、いってくるぞ？　すげえのいっぱい連れてくるから、驚おどろくなよ？　んで、俺はそいつらに元帥の仕事任せて、ガスタークへいくんだ」


　なんてことを言って、無理矢理ノアを連れて広間を出ていく。


　それにシオンは苦笑しながら、フロワードのほうを向き、


「あいつ、本気で自分が元帥やめられるとでも、思ってるのかな？」


　が、フロワードはそれに答えなかった。答えずに、シオンを見つめて、


「いまの話は、本気でございますか？」


「ん？　なにがだ？」


「エスタブールの者を、軍の元帥にするという話です。少し、早過ぎるのではありませんか？　確かにエスタブールの者たちをローランドの将校へ取りたてるというのは……今後のエスタブールの反乱を抑おさえるという意味でも、効果はあります。しかし、軍部のトップとは……いささか、大きな力を持たせ過ぎでは……」


　しかし、シオンは首を振って、


「おまえも言っただろう？　時間が、ないと。大国ストオル、それを滅ほろぼしかねない力を持ったガスターク、その他列強からこの国を守るためには、力がいる。ローランドは、力を蓄たくわえる必要があるんだ。それも、短期間でな。より強い国。より豊ゆたかな国。人々が、向上する意欲を持つことができる法を整せい備びし……誰もが笑って暮くらせるような国。他国に攻せめられる前に、この国がそうなっていれば……俺たちの勝ちだ。そうなれば戦争などしなくても……」


　それにフロワードは目を細めて、


「……我々の国の仕組みが優れていれば、それだけで、他国を侵しん略りやくしていく……優秀な人材がこの国に集まり、他国は内部から瓦が解かいしていくでしょう。なるほど。あくまで極力最少の被ひ害がいで……それが、あなたの選せん択たくですか」


「気に食わないか？」


　が、フロワードは首を振って、


「いいえ。極力最少の被害で……そう言いながら、しかし、陛下は、必要ならば平然と危険もおかす。エスタブールの人間を元帥の地位に据え、それがうまく機能すれば、それは絶大な効果となって現れる。その事実は、本当に、他国を侵略してしまうほどに……」


　その通りだった。


　エスタブールの人間をローランドの元帥に据える、それは、それほど価か値ちのあることだった。


　ローランドの元帥に、他国の人間でもつくことができる。それも、ローランドに負けた国、敗戦国でもつくことができる……


　その事実は、他国の軍の、戦意を削そぐ。もし負けても、ローランドなら、公正な態たい度どで迎えてくれる。もし負けても、ローランドが相手なら、平和な暮らしが待っているかもしれない。


　もし負けても……


　ローランドのためになら、戦ってもいいかもしれない……


　他国の軍に、一瞬でもそう思わせることができたなら、こちらの勝ちだ。


　しかし……


　フロワードは続けた。


「そしてあなたはエスタブールの人間をこの国の元帥に据え、もしもその人間が反乱を起こそうとすれば、ためらいなく殺す……あなたは、それができる人だ。覇は道どうを最短の道のりで進む。極力最少の被害で……大を救うためなら、小を切り捨てる。あなたはそれができる人だ。ならば私はあなたの命に従いましょう。私は……これからルーナ帝国へと向かおうと思います」


　それにシオンはフロワードを見つめ、


「ルーナへ？」


「はい。陛下が思い描えがいているこの国の形を作るには、まだ、時間がかかりましょう。その時間を稼かせぐための楔くさびを、ルーナに打ち込んでまいります」


　その言葉に、シオンはうなずき、


「確かに、隣国のネルファ皇こう国こくやルーナ帝国とは、いま争うわけにはいかないからな。俺が王についてからネルファには訪ほう問もんし、友好な関係を築きずくことができたが……ルーナとの同盟関係は、前王が結んだもの……もう一度、その意思を確かく認にんしにいく必要はあると思っていたが……」


「それに、私が殺したステアリード公爵によれば、ルーナの力を借り、陛下を謀ぼう殺さつしようとしていたのだそうです。これが、ルーナのどの程てい度どの力を持った貴族の手によるものか……それとも、ルーナの王の意によるものだったのか……それはわかりませんが……ここは一度、いまのローランドに手を出せば、高くつくということを教えにいかなければなりません」


　フロワードはそう言って……


　しかし、それにシオンは少し思案するように考え込んでから、


「かなり、危険な仕事だな。ヘタをすれば、命の保ほ証しようはないぞ？」


　するとフロワードはあっさり、


「陛下の命さえ無事ならば、ローランドにはなんの支し障しようも……」


　だが、シオンはその言葉をすぐに遮り、


「さっきも言っただろう。おまえはまだ、この国には必要な人間だ。いま死なれるのは、困こまる」


　それに、フロワードは一瞬驚いたような表情になった。


　それから、


「………………それも、心得ておきましょう」


　胸に手をあて、頭を下げた。


　それにシオンは笑ってうなずき、


「ああ、心得ておいてくれ。じゃあ、おまえはルーナへ……そして……」


　とそこで、


「陛下。シルウェルト家、ご要よう請せいに応こたえ、ただいま到とう着ちやくいたしました」


　広間の入り口から、ノアとはまた違う、落ちついたよく通る女性の声がかかり……


　その声にフロワードが振り向く。


「シルウェルト……？　といえば確か、その武ぶ芸げいの腕うでを認みとめられ貴族になったという、剣の一族エリス家と並び称される旧きゆう家か……前王に嫌きらわれたせいで、僻へき地ちへと追いやられていたと聞いておりましたが……」


　すると声の主が、姿すがたを現した。


　ピンと伸ばした背筋。後ろに綺麗にまとめられている黒い髪。シオンより少し上……二十歳はたちを超えたばかりというくらいの年齢だろうか？　しかし、そんな若わかさには見えない風格が、彼女にはただよっていた。


　自信に溢あふれた笑み。落ちついていて、それでいて鋭い双そう眸ぼう。その動き、一つ一つに目を奪うばわれる。


　黒い、スーツのような、それでいてところどころ硬こう質しつの鎧よろいのようなものが組み合わされた特とく殊しゆな服に、細身の体を包み……


　背後には、むき身の巨きよ大だいな槍やり。


　この王の間には、武器を持って入ることはできないはずなのに……彼女は平然とその槍を携たずさえ、しかし、武器を持ちながらも、広間の入り口で平へい伏ふくして……


「この度たびは、ご挨あい拶さつが遅おくれましたことをお許ゆるしください。シオン・アスタール陛下、ご即そく位いおめでとうございます」


　それにシオンは笑みを浮かべ、


「待ってたよ。確か君は……槍の一族……シルウェルト家の現当主、ティールナウェスト・シルウェルトだよね？」


　すると彼女は平伏したままの姿で、


「は。ティール、そう、お呼びください」


　それにシオンはうなずいて、


「ではティール。君を、待ってたよ。それでどうだい？　前王に僻地へ追いやられて数年……その間、君たちはよりいっそう、その力に磨みがきをかけたのかい？」


　するとティールは顔を上げ……そのままシオンではなく、どこか……遠いどこかを見つめるようにして……


「もちろんでございます。いまそこで、陛下をお守りしている、エリス家の者にも負けないほどに……そのために、槍も携えました……」


　その言葉に、シオンも笑みを浮かべて、


「だってさ、ルシル。聞いてるんだろう？」


　が、答えは返ってこない。


　それにシオンは肩をすくめ、


「まあ、おまえが答えなくても……」


　それからティールを見つめ、言う。


「なら、その力を、私に見せてくれ」


　するとティールは薄く微び笑しようした。


「なるほど。その器うつわ……その胆たん力りよく……本当にローランドは、よき王に恵めぐまれた……ルシル、あなたが彼を選ばれた理由が、よくわかる。では……」


　瞬間、彼女の姿が、弾はじけた。


　巨大な槍が、たわむ。


　それほどの勢いで彼女は動いたのだ。


　一気にシオンとの距きよ離りを詰つめ……その槍を一直線に突き出して……


　だが……


「まだ、遅いよティール」


　突とつ如じよ、彼女の背後に、一人の男が現れていた。
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　金色の髪に、人間とは思えないほど整った容姿。閉じられたままの目。


　それは、ひどく美しい男だった。


　人間離れした、いっそ不気味と言ってもいいような怪あやしい美しさ……


　彼はティールを背後から抱だきかかえるかのように手を伸ばし、そして、槍をそっと、押さえ込む。


　そして笑みを浮かべ……


「まだだ。まだ、君の槍は、私には届とどかない……」


　ティールの耳元に、口付けるかのようにして、囁ささやく。まるでそれは、初めからその場にいたかのような、静かな動きだった。


　いや、いたのだ。


　この男……代々ローランドの王を護ご衛えいする役目を担になっている、剣の一族エリス家の当主、ルシル・エリスは、最初からそこにいて……


　しかし、この男が見られたくない、そう思ったから、誰にもその姿は映うつらなかった。


　この男にとっては、それだけのことなのだ。


　完全に気け配はいを消し……


　そしてそれは、人の意い識しきからすら、その姿を消してしまう……


　化ばけ物ものだった。


　いつ見ても、ルシルは圧倒的な化物だった。こんな化物を相手に、戦う気力など保たもてるはずが……


　しかしティールは、


「その油断が……今度こそあなたを敗北へと導くのです……」


　言って、ルシルの腕をぎゅっとつかむ。


　瞬間だった。


　ルシルの、さらに背後から、ティールによく似た男が二人、槍を突き出して一気に迫せまってきていて……


『死ね、ルシル・エリスっ!!』


　男たちは、叫んだ。


　凄すさまじい速さだった。その動きは、この国最強の兵とうたわれた魔法騎士団のそれを、大きく上回るだろう。


　だが、ルシルは振り向かない。


　いや、まるでそれを相手にしていないかのようで……


　ただそっと、薄うすく笑うだけ。そしてティールの耳元へともう一度口を近づけて、


「へぇ、君の弟たちかい？　なかなか、素す晴ばらしい動きだ。で……」


　刹せつ那な。


　広間に、巨きよ大だいな気配が広がった。


　いままで、まるで存在しなかった気配が、急激に広がり……


　シオンはそれに、息が詰つまるかと思った。


　ルシルから発せられる強烈な圧あつ迫ぱく感かんに、言葉が出なくなる。


　それは到底、人間が発する類たぐいの気配だとは、思えなかった。


　獣けもの……


　いや、そんな半はん端ぱなものじゃない。


　悪あく魔まだ……


　その、悪魔が呟つぶやく。


「…………あヽれヽ、壊こわしていいのかい？」


　瞬間、ティールの顔が、歪ゆがむ。


　そして、


「……あ、う……と、止まれっ!?　ウェン！　シル！」


　叫さけんだ。


　その声に反はん応のうするように、ティールの二人の弟たちは、ルシルに槍を突き立てる直前で動きを止めて……


　しかし、攻撃しようとしていた二人のほうが、蒼そう白はくな顔をしていた。全身から汗あせを流し、恐きよう怖ふに怯おびえるような表情で……


　それにルシルが楽しげに笑ったまま、


「命拾い、おめでとう。いい判断だったよ、ティール。確かに君は、以前よりだいぶ、強くなったようだね。弟たちも、優ゆう秀しゆうだ。まあ、それでもまだ、私の妹よりは劣おとるけど……参考になったかい？　シオン？」


　その言葉に、シオンはうなずいて、


「ああ。彼女たちが、素晴らしく優秀だということはわかったよ……」


　するとルシルの姿が再び、かすんでいき、


「それはよかった。とくにティールは、私のお気に入りなんだ。彼女はきっと、君の役に立つだろう。仲良くしてやってくれ」


　言って、完全に姿を消した。


　そんな異い様ような、しかし見なれた光景を、シオンは見送ってから、


「なんだ、君たちは、知り合いなのか？」


　が、それにティールの背後にいた、シルと呼ばれた男……というよりも青年と呼んだほうがいいだろうか？　ティールによく似た……黒髪の青年が、


「知り合いなんかじゃありません！　あんな、槍よりも性能の劣おとる剣などを使って、最強だなんて名乗る輩やからなどと……」


　が、そこでティールが、


「黙りなさい、シル！　陛下の御ご前ぜんですよ」


「あ、は……す、すみません、お姉……」


　が、そこでさらに、横の、シルよりも少し年上くらいのウェンと呼ばれた男に、


「お姉様ではない、シル。当主様だ」


「そ、そうでした、お姉さ……当主様。申もうし訳わけございません」


　それにティールは困こまったように少し頭を押さえて、


「みっともないところを、お見せしました……弟のシルは、まだまだ未み熟じゆく者ものにて……」


　しかしシオンはそれに苦笑して、


「未熟者でその動きか……心強いよ。君たちの力は、よくわかった。で、さっきの話だけど……ルシルと君は？」


　するとティールは少しだけ困ったような表情になって、


「……かつて一度だけ、手合わせをしたことがあります。いえ、それはまだ私が十二のころの話なのですが……」


　その結果は？


　シオンは、そう聞く気にはならなかった。


　結果は、見えている。


　剣の一族エリス家……


　しかしいまのルシルは、その剣すら使わなかった。いやそれどころか、シオンはまだ、ルシルが剣を使う姿すら見たことがないのだ。


　どれほど強大な敵が現れても、彼の手が少し揺ゆらいだだけ……それだけで敵の首は、胴どうを離れ、宙ちゆうを舞まっていて。


　ティールが、


「弟たちや……我がシルウェルト一族の者たちがどう思っているかはさておき、私にとってルシル殿どのは、常つねに目もく標ひようの方なのです……」


　そう言った。


　まあ、当然といえば当然かもしれなかった。


　武の道を志こころざした者がルシルに会えば、皆、彼に憧あこがれるか、恐おそれるか、その二通りしかないだろう。


　ただ、ルシルの戦い方を見ると、恐れられるほうを好んでいるようだが……


　それにシオンは、


「ふむ……ルシルが目標か……しかし、それは困るなぁ。あんな化物ばかりに周りを囲まれたら、息が詰つまる」


　するとティールは微笑し、


「ご安心を……私などがあの方の場所にたどり着くことなど、かないませんから……」


　なぜかそう、嬉うれしそうに言う。


　そしてその言葉に、背後で弟のシルとか呼ばれたほうが、くやしそうに顔をしかめ……


　その横のウェンと呼ばれたほうの表情は、淡たん々たんと落ちついている。


　どうやら本当にシルは未熟者のようだった。それも、ひどくエリス家を嫌っている。


　それはそれで、ちょっとおもしろく……


　とそこで、シオンは急に悪いた戯ずらを思いついた少年のような表情になって、


「あ……ま～た一つ、あいつへの嫌がらせ思いついた……」


　なんてことを小さく言って、それにティールが顔を上げ、


「は？　あの、なんでしょうか？」


　が、それにシオンは慌あわてて首を振り、


「ああ、いやいや、なんでもない。こっちの話だ。それよりも……君たちの力は、よくわかった。私は前の王とは違う。優秀な者は、優秀なほど、これでもかとこき使うけど……覚かく悟ごはできてるかい？」


　するとティール、そしてウェン、シルは再び平伏し、


「は。そのような主を、シルウェルト家は待ち望んでおりました」


　それにシオンはうなずいて、


「じゃ、顔を上げてくれ。形式ばった挨あい拶さつなど、もうしている暇ひまはない。これから、忙しくなるぞ」


　本当に、時間はもうほとんど残っていなかった。


　国中に散らばった優秀な人材の獲かく得とく。


　エスタブール軍だけでなく、エスタブール全国民からの支持の獲得。


　いまだ姿を見せない、ローランドの暗部、貴族たちの統とう制せい……


　その、貴族たちばかりを優ゆう遇ぐうしている制度、法、すべてを改正していかなければならない。


　この国を、根底から変えていかなければならないのだ。


　それも、他国から攻せめ入られる前に。


　ローランドが、動乱に巻まき込まれる前に。


　そのための準じゆん備びが、国内だけでも、それこそ数え切れないほどやらなければならないことがあって……


　さらに他国にも目を光らせる必要がある。


　とそこで、シオンはフロワードのほうを見て……


　すると彼はもう、シオンの考えがわかっているのか、うなずいて、


「よい、お考えだと思います。それでは私は……そろそろルーナへ向かう準備を始めましょう」


　言って、シオンにもう一度頭を下げてから、広間を出ていく。


　それを見送ってから、


「じゃあ、さっそく始めようか」


　言ってから、シオンは再びティールを、そしてシルウェルトの兄きよう弟だいたちを見た。


　そして……


「これから君たちには、国外の任務についてもらう。君たちを選んだ理由の第一は、当然君たちの高い能力を信頼しているからというのもある。しかし、君たちが適てき任にんだと思った本当の理由は、君たちが魔法を使えないということだ。もしも国外で、君たちが捕とらえられたとしても、この国の魔法の秘ひ密みつは、その国に漏もれることはない……裏を返せば、君たちを人質に取られたとしても、君たちを私は助けないということだ。その国に、弱みを見せたくはない」


　するとそれに、ティールは少しだけ顔を上げ、


「なるほど。その国と……私たちローランド帝国は、争うことになるのですね？」


　争う……


　その言葉に、シオンは少し目を細めた。


　争う……


「……おそらく、そうなるだろうな。俺は望んでないんだが」


　世界はその方向ですでに、動き始めてしまっているのだ。


　望んでいないのに……


　世界はその方向へと、進みたがっているのだ。


　そしてもう……


　逃げ場などどこにも、ありはしないのだ。





　シオンは、ティールを再び見つめて、


「君たちは、ガスタークという国を、知っているかい？」


　そう、言った。
























　　第二章　夢を見ない










　彼女は、どうして？


　そう言った。


　だって、おかしいのだ。


　自分は裏うら切ぎり者で。


　自分のせいで、みんな死んでしまった。


　みんな、死んでしまったのだ。


　彼を騙だまし、シオンを騙し、タイルを、トニーを、ファルを、みんなみんな騙して……


　だからそんな私が、彼に優やさしくしてもらえるはずなんて、ないのに。


　なのに……


　彼はこちらを見て、いつもの眠ねむそうな顔で、でも、優しい顔で笑う。


　それも、彼女の身み代がわりに、牢ろうに入って。


　その、鉄てつ格ごう子しの向こうで、ライナはいつもの気けだるい表情で、笑う。


　くだらない冗じよう談だんを言って、笑う。


　わけがわからなかった。


　どうして？　どうして？　どうして？


　私が……


　私がみんなを殺したのに……


　彼女は震ふるえる声こわ音ねで、


「な、なんで……？　なんでライナは私にそんなことしてくれるの……？　そんなに優しくしてくれるの？　私……私がタイルや、トニー、ファル……みんなを裏切って殺……」


　でも、そこで彼は、彼女の言葉を遮さえぎって、


「違ちがうね」


　そう言った。


　そのまま、やはり相変わらず眠そうな、気だるい表情で彼女を見つめて、


「人を殺すのは人じゃない。化ばけ物ものだよキファ。戦争は化物。国は化物。欲よくも化物。そして俺も……」


　そこで一度言葉を止め、それから彼女に微ほほ笑えみかけてくる。


　その微笑みに、泣なきたくなる。


　なんでそんな顔で、私を見つめてくれるの？


　裏切り者なのに。


　大好きな友達を裏切って。


　大好きな仲間を裏切って。


　大好きな人を裏切って。


　その上……そんな犠ぎ牲せいを出してまで助けたかった妹いもうとは、もう殺されてて……


　姉あねだって、むざむざ目の前で殺されて……


　私に、なんの価か値ちがあるというのだろう？


　なんの意味もない。


　生きる価値もなにもない。誰も助けられないのに、なんの意味もなく仲間を裏切って、殺してしまった、最悪の人間なのに……


　なのに彼は、本当に優しい顔で彼女を見つめて、


「んでもって、キファは人間。だからキファは悩なやむ必要ないんだ。わかったか？」


　そう言った。


　その瞬しゆん間かん、彼女はすべてを理り解かいした。


　どうして彼のことが、こんなにも好きなのか。


　どうして彼のことが、こんなにも愛いとしくて仕方がないのか。


　彼は、信じられないほど、優しいから。


　ずっと、勘かん違ちがいしていた。やる気がないから、警けい戒かいする必要がないほどやる気がなくて、安らげるから、だから彼のことが好きなんだと、そう思ってたけど……


　違った。


　彼は、信じられないほど、優しいから。


　そして……


　その優しい微ほほ笑えみの奥おくに……


　深い傷きずを抱かかえてるから……


　彼は言った。


「そして俺も……」


　化物だと。


　そう言ったときの彼は、本当に優しく笑っていて……


　でもそれは……


　本当に優しく、そして、悲しい微笑みだった。


　すべてをあきらめている微笑み。


　彼の言った言葉。


「んでもって、キファは人間」


　キファは、人間っ!!


　涙が出そうになった。


　彼の孤こ独どくを感じて、涙が出そうになった。


　彼は信じられない闇やみの奥底にいて……なのに、微笑む。


　微笑みかけてくる。


　自分は化物だから……


　自分は化物だから……


　彼のこの微笑みを、彼女は何度も見たことがあった。


　初めて彼に好きと言ったとき、彼はあきらめたような表情で、微笑んだ。


　シオンが彼を仲間に誘さそったとき、彼はあきらめたような表情で、微笑んだ。


　自分は化物だから……


　すべてをあきらめ、深い暗闇に一人でこもって、世界を拒きよ絶ぜつする。


　もう、誰だれも傷つけないために。


　大切な人たちをもう、誰も傷つけないために。


　彼はあきらめたように、微笑む。


　それは、どれほどの苦く痛つうだろう？


　それは、どれほどの悲しみだろう？


　裏切り者だから……誰も愛しちゃいけない、誰とも仲良くなっちゃいけない、彼女はそう思っていて……


　だけど彼は、生まれながらに誰とも触ふれ合うことができないと、そう思っていた。


　殺したくないから、誰とも、触れ合うことが……


　だから彼女は鉄格子の中に手を出し、彼の服をぎゅっとつかんで、引き寄せた。


　そして無理矢理、彼の唇くちびるに、自分の唇を重ねる。


　それは、約やく束そくだった。


　誰とも触れ合わないと誓ちかっている彼を、こちらへつなぎとめる約束。


　もう、彼を一人にはしないという、約束。


　もし彼が独ひとり閉とじこもって、出てこなくなったとしても……


　こちらへ必ず引き戻もどすという約束。


　彼女の中だけで作った、約束。


　彼女は彼を見つめて、言った。


「ライナは化物なんかじゃない。少なくとも私は、化物だなんて思わない。私は生きるね。ありがとうライナ。そして……必ず……」


　そこで、言葉を止めた。


　それは、いまは言う必要がない。


　だが、彼女は誓ちかった。


　必ず彼を救すくうと。


　あの暗闇から……


　あの暗闇の中から、彼を救うと……





　とそこで……





　　　　◆





「キファ!!　キファ・ノールズ！」


　そう怒ど鳴なりつけられて、彼女は我われに返った。


　目を、見開く。


　すると、目の前には、ライナと共に過ごした二年前の光こう景けいではなく……


　現い実まの光景が、広がる。


　光が弾はじける。


　続いて轟ごう音おん。


　そして……


　人が、死ぬ。


　魔ま法ほうの光が輝かがやくたびに、人が次々と死んでいく。


　人が、死ぬ。


　人が、死ぬ。


　それをキファは、見つめた。


　彼女がいる場所から、少し離れた場所で交戦している兵たちが、まるで、冗じよう談だんかなにかのように、次々と、そしてあっさりと、死んでいく。


　前にも見たことがある光景だった。


　仲間が……


　仲間たちの首や胴どうが、次々とはね跳とんでいく光景……


　その光景は、まさに地じ獄ごくだった。


　もう二度と、あんな光景は見たくない。そう思っていたのに、彼女はまた、その場にいた。


　戦場。


　血が舞まい、魔法が唸うなり、人が死ぬ。


　人が……死ぬ。


　それを見て、彼女は顔をしかめた。


　目の前に迫せまってきているのは、新しん興こう国家、ガスタークの軍だった。しかし、その強さは、まだできたばかりの新しい国とは思えないほどで……


　いや、異い常じようだと言ってもいい。


　なんせ、このメノリス大陸の北部では、最強かつ、最大の軍隊を持つといわれていた軍事国家、ストオルの兵たちが、いまは完全に戦意を喪そう失しつして、逃にげ惑まどうばかりで……


　圧あつ倒とう的てきだった。


　そんな光景を……


　彼女は、赤い瞳ひとみで真まっ直すぐ見つめる。


　この二年で、もう肩かたまで伸のびている、やはり瞳と同色の赤い髪かみ。しなやかなその体には、いまは軍事国家ストオル皇こう国こくに所しよ属ぞくしている者が身につける軽けい鎧がいを着込んでいて……


　とそこでさらに、


「キファ!?　おまえも逃げろ！　ここはもうもたない!!」


　そう叫んで、彼女が所属している部隊の隊長が逃げ出そうとしていて。


　それにキファは、


「……しかし、我われ々われが先に逃げてはこの村は……民間人の避ひ難なんを優先するべきでは……」


　が、隊長はその言葉に顔を歪ゆがめ、


「こんな村など、どうだっていい!!　もう、我が軍の本隊もこちらに向かってるんだ！　魔法騎士団も、すぐにでも到着する。ヘタすればガスターク軍と魔法騎士団との戦闘に俺おれたちも巻き込まれるぞ！　そうなれば……」


　しかし、そこでキファは、言葉を聞くのをやめた。


　彼が言いたいことは、すぐにわかったから。


　そうなれば、こんな村など一瞬で消え去る。さっさと逃げなければ、巻まき添ぞえになると……彼はそう言いたいのだ。


　隊長は蒼そう白はくの表情で駆かけ去さっていく。さらに他の仲間たちも隊長の後を追うように一いつ斉せいに逃げ出していて……


　キファはそれにため息をついて、


「まぁ、逃げたくなる気持ちも、わからないではないけどね……」


　そう、小さく呟つぶやいた。


　そもそも、キファたちが所属している部隊は、あまりきちんとした戦せん闘とう訓くん練れんも受けていないのだ。というのも、ここは前線とは程ほど遠とおいはずの、ストオル国内へだいぶ入り込んだ場所にある村で……


　こんなところまで、ガスタークの兵が攻めてこられるわけがないはずだった。だからこそここは、キファが所属していた補ほ給きゆう部ぶ隊たいの駐ちゆう留りゆう地ちになっており……おまけに、民間人も多数残っていた。本当に、前線はまだ、遥はるか彼か方なたにあるはずだったのだ。


　だが、ガスタークの勢いきおいが、あまりにも凄すさまじかった。一気に前線を突とつ破ぱし、ここまでやってきていて……


　ありえないはずだった。


　ここメノリス大陸北部では、並ならぶ者のない強国ストオルを打ち破って、一気に進軍してくることなど、できるはずがなかった。


　彼女の仲間たちが驚きよう愕がくして、逃げ出す気持ちもわかる。


　しかし、キファは落ちついた表情でそれを眺める。


「…………予想、通りね」


　そう。彼女にとっては、予想通りだった。


　状じよう況きようを見れば、わかる。


　前線からは程遠いといっても、前線へ物ぶつ資しを送る重要な任務を担っている補給部隊の人間に、まるで戦闘訓練が施ほどこされていない。その事実だけでも……こうなることは予想ができた。


　もう、ストオルは補給部隊に割さける人員すら、残っていないのだ。少しでも戦力になる者は、次々と戦場へ送り出され……


　そして、殺されている。


　彼女はぺろっと舌したを出して、言った。


「う～ん、まずったぁ。所属する国、間ま違ちがったわねぇ……北では一番大きい国のストオルなら……少しはライナの……『複アルフア写・ステイ眼グマ』のことについて、調べられるかもしれないと思ったんだけど……」


　それが、彼女がいま、ここにいる理由だった。


『複アルフア写・ステイ眼グマ』


　それがいったい、なんなのか？


　彼女がストオルに所属している理由は、それだけだった。


　いや、ライナをあの、地下牢から救い出すことをシオンに任まかせ、ローランドを出て以来……彼女は、それを調べるためだけに、生きてきたのだ。


　ライナを、救うために。


　彼を……あの暗闇から、外へ出すために……


　ローランドを出て北上し、ルーナ、カッスラー、ヴェイオール、いくつもの国に所属し、そしてその中でも一番の大国ストオル皇国に入り込み……


　情報を調べようとした、矢先だった。


　とそこで、彼女は再び砂さ塵じんを上げ、攻めこんでくるガスタークの軍を、困ったような表情で見る。


「やっぱり、所属する国、間違えたわよね……」


　ストオルほどの大国が、まさかこんな戦火に巻き込まれるとは思っていなかったのだ。それももう、滅ほろぼされかねない状況で。


　ストオルを抜ぬけるなら、いまだった。


『キファ・ノールズ二等兵、フォイズ村での戦いで、戦死……』


　そういう扱あつかいになれば、国を抜けることは容た易やすいだろう。


　逃げるなら、いまだ。


　周囲では村の人間たちが、泣き、叫び、村を逃げ出そうとしていた。ストオルの鎧を脱ぬいで、その村の人たちと一緒に逃げれば……


　とそこで、後方少し離れた場所からも、角つの笛ぶえが鳴らされ、その音に彼女は振ふり向く。すると、いつのまにかそこにはストオルの軍が現あらわれていて……


「…………」


　それに思わず、彼女は言葉を失った。


　信じられないほどの、大軍。


　横一線に展てん開かいした軍勢の数は、十万を超こえるだろう。


　これが北の雄ゆう、ストオル皇国の力だった。


　さらにさっきの隊長の話では、あの軍勢の中に、一部隊で万の敵を相手にすることもできると言われている、魔法騎士団が参加しているのだ。


　その力は、尋じん常じようなものじゃない。


　一方ガスターク側の軍勢は、三万程てい度ど。


　正面からぶつかれば、ガスタークは一瞬にして潰つぶされてしまうだろう。


　村の人間たちは、歓かん喜きの声を上げた。


「きてくれた!!　ストオル軍が、助けにきて……」


　が、しかし、言葉はそこまでだった。


　叫さけんだ男の頭に、矢が突つき刺ささり……倒たおれる。それもその矢は、ストオルの軍勢側から放たれたもので……


　次の瞬間、ストオル側から、おびただしい量の矢が放たれた。


　それも、魔法の力で風を操あやつり、大おお幅はばに射しや程てい距きよ離りを伸ばした矢が、撃うち出される。


　ほとんどは村の上空を越え、ガスターク軍へと向けて飛んでいくが……


　それでも数百の矢は、村へと落ちてくる。


　キファはその矢をひょいひょいとかわしながら、


「…………ほんとに、入る国、間違えたわ」


　周囲の、悲鳴を上げながら矢の犠ぎ牲せいになる村の人間たちを見て、顔をしかめる。


　しかし、こうなってしまってはもう、助けようがなかった。自分の身の安全を守るだけで、精せい一いつ杯ぱいで……


　キファは駆かけ出した。


　村から離れようと……


　矢が降ふり注そそぐ。


　そのたびに、人が死んでいく。


　女が、男が、老人が……


　それを、助けることができない。そんな余よ裕ゆうはなかった。気を抜けば、自分もすぐに死んでしまう。そんな状況で……


　しかし、それでもキファは泣きそうな表情で、


「……ごめんね。でも私は、ここで死ぬわけにはいかないの。約やく束そくを、守らな……」


　が、そこで……


　前方から、矢が、飛んでくる。


　その矢を避さけるようにして、キファは身を横にずらす。とっさに矢が向かう先へと目を向け……


　瞬間、背後の光景が、目に入った。


　彼女が矢を避けた、先にある光景。


　矢の先には、子供が、二人いた。少女だ。まだ幼おさない、少女が二人。


　姉し妹まいだろうか？


　姉らしき女の子が、必死に妹の手を引っ張って駆けているが……


　その足あし下もとはおぼつかない。


　矢が、飛んでくる。


　矢が、飛んでくる。


　彼女たちの足下に、いくつもの矢が刺さって……


　それでも二人は必死で駆ける。


　それにキファは、


「ごめん。いまは、あなたたちを助けられ……」


　しかし。


　妹が、転ぶ。


　矢が、飛んでくる。


　姉もそれに気づいたようだった。その矢は、妹に当たる。


　しかしそれに、姉はとっさに、妹の前に立ち塞ふさがって……


　刹せつ那な。


「我われ・契けい約やく文ぶんを捧ささげ・大地に眠ねむる悪意の精せい獣じゆうを宿す」


　キファは魔ま法ほうを唱となえていた。脳のうの抑リミ制ツトを外し、彼女の体は、加速する。


　かつて、彼女の姉が、彼女と、そして彼女の妹を守るために使った魔法。


　その魔法を使えるようになったのは、つい最近だった。十三の年にはすでにこの魔法が使えた姉から遅おくれること、何年だろう？　やはり、姉は天才だった。それに、魔法の効こう力りよくも、遠く及およばない。


　だが、彼女は加速した動きで、姉妹へと向かって飛び出していた。


　妹をかばうようにして立ち塞がった姉の体に飛びつき、さらに妹の体もつかんで、矢を避よけ……


　が。


「う……」


　右足に、衝しよう撃げきが走った。


　そのまま、姉妹を抱きかかえた格かつ好こうで、地面を転がって、止まる。


　すぐさま顔を上げ、


「二人とも、怪け我がは!?」


　しかし二人は動転していて、いまにも泣き出しそうで……


　だが、キファはもう一度大きな声で、


「怪我はしてないのか、聞いてるの！　答えなさい!!」


　それに、少女たちはびくっと震ふるえてから、慌あわてて首を振ふる。それにキファはうなずいて、


「よし！　じゃ、逃げるわよ!!」


　そう言って、立ち上がろうとしたところで……再び右足に激痛が走って……


「あ……く」


　足を見る。足には矢が刺さっており……


　傷は、それほど深くない。幸い筋きん肉にくや筋すじは傷いためてないようだったが……少女たちを連つれてこの場から逃げるのは、かなり厳きびしい。


　逃げられないとなれば、早さつ急きゆうにこのストオルの鎧を脱ぬぎ捨すて、どこかに隠かくれなければならない。


　矢が届とどかない場所。


　戦闘に巻まき込こまれない場所……


　それでも、命の保ほ証しようはない。


「ああもう、ほんとにまずっちゃったなぁ……私ったら、なんでこんなことしてるんだろ。姉妹愛とか、弱いのよねぇ……」


　言いながら周まわりを見まわす。隠れられる場所を探さがして。まずは、民家を盾たてにしながら、少しでも補給物資が置かれている村の中心部から離れないと……


　が、その思考も、そこで止まる。


「…………っと……」


　キファは空を見上げて、呆ぼう然ぜんと言葉を失う。


　突然、降り注ぐ日の光が遮さえぎられ……


　闇やみが堕おちてくる。


　そして空が、絶望に埋うめ尽つくされた。


　矢が……


　数千本の矢が、視界いっぱいの空を埋め尽くして……


「うそでしょ」


　彼女はうめくように言った。


　逃げようにも、盾になる民家までは、間に合わない。自分だけなら、逃げられる。魔法で動きを加速させた自分だけならなんとか……だが、少女たちを連れては……


　それに、キファは目を細めた。


「……あらら、ほんとに、まずっちゃった……」


　もう一度、降り注ぐ矢を見る。


　すぐそばに、死が迫っていた。


　圧倒的な死。


　だが、彼女は動かない。ただ、小さくため息をついて……


「……約束は、守れそうに、ないなぁ」
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　結局いつも、こうなのだ。


　そう思った。


　自分が本当に守りたいと思ったものは、いつも全然守れなくて……


　姉も、妹も、みんなも……


　そしてライナも……


　助けられる！　そう思った途と端たん、手からすり抜けていく。


　あきらめるから。片かた方ほうを助けたら、もう片方は助けられないと、あきらめるから。


　妹を助けるためには、ライナやシオンを犠ぎ牲せいにしなくちゃいけないと、すぐにあきらめるから。


　それで結局、誰も助けられない。


　いつもだ。


　私には、誰も助けられない。


　いつも、いつも、いつも、いつも……


「もう、うんざりなのよね……」


　そう、言った。


　弱い自分に、うんざりだった。


　姉なら、こんな状況でも、きっとなにか手を考えて、切り抜けるだろう。


　学院では、天才と呼ばれていたシオンなら、もしかしたら……


　いや、ライナなら……


　なら、


「やれる！」


　キファは叫んだ。


「私もやれる！　こんなとこで死ぬようじゃ、ライナを助けることなんか、できない！　やれる！　やれる！　やれるっ!!」


　それから一度後ろを向き、


「二人とも、私の後ろに一列に隠れて！　たぶん、全部は防ふせぎ切れない。だから、なるべく一列に……私が着てる鎧の陰かげに！」


　命じてから、再び矢の方を見て、空間に指を踊おどらせて、光の文字を描えがき込んでいく。


　エスタブールの魔法だった。


　彼女の祖そ国こく、エスタブール王国の魔法。


「我・契約文を捧げ……」


　それは、彼女が使える最上級の攻撃魔法だった。


　しかし、この魔法で、何本の矢を焼き落とせるだろう？


　あの、数千本の矢を……どれだけ落とせるだろう？


　でも、やるしかないのだ。


　矢を、少しでも引きつける。一発の魔法で、なるべく多くの矢を打ち落とすために……


　矢が目前まで迫ってきた瞬間、彼女は唱えた。


「……天空を踊る光の魔獣を放つ!!」


　刹せつ那な。


　彼女の頭上に、光で象かたどられた、いまいち不定形な犬のような獣けものが現れ……


　それが放たれる。


　矢へ向けて、一直線に！


　が……


　矢は……


　魔法の力によって力を付与されている矢は、彼女の魔法の火を、突き破る。


「んな……」


　一本も、落とせなかった。


　すべての矢が、彼女たちに降り注いで……


　彼女はとっさに、両手を広げた。矢が、一本でも後ろにいる少女たちに届とどかないように。


　彼女は両手をめいっぱい広げ……


　矢が唸うなりをあげて、彼女の全身に突き立とうとした……


　そのときだった。


　突とつ如じよ、目の前の視界が、遮さえぎられた。


　見知らぬ男が、彼女のさらに前へと立ち塞がり、


「いーよっとっ！」


　剣けんを振るう。


　それも、ただの剣じゃない。キファの身長の、三倍はあるんじゃないかと思われる、とんでもなく長い、長剣。


　いや、これを長剣と呼んでいいのだろうか？　人間が扱あつかえるとは到とう底てい思えないほどの長さ……そして、刃の部分は黒く、その黒い刀身には、いくつもの紫むらさきの筋が走り、異様な、しかしどこか規則的な模も様ようを描いている。


　そして男は、そんな長剣を軽々と振るい……


　瞬間。


　キファたちを串くし刺ざしにしようとしていた矢を、数十……いや、その周囲に飛来してきていた、数百の矢を、一気に斬きり落としてしまって……


　魔法の力が加えられた、彼女の魔法すら受け付けなかった矢を……


「………………」


　キファは、そんな奇き妙みような光景に、呆ぼう然ぜんとしてしまっていた。


　いや、違う。


　その男の姿に、呆然としてしまっていた。


　肩かたに担かつぐように構かまえた異様に長い剣。しかし、そんな長い剣を扱えるとは到底思えない、引き締しまってはいるが、細身の体。


　長い、ウェーブのかかった、茶……というよりは、若じやつ干かん桃もも色いろがかっているような独どく特とくの色の髪。


　そして、一番目を引くのは、鋭するどく、自信の溢あふれている瞳。


　吸すいこまれるような、瞳だった。


　強い意い志し、強い野望……


　その瞳で男はキファを見つめ、それから周りを見まわし、


「その鎧……おまえ、ストオルの兵か？　だがそれにしたら、他の兵がいないな。ストオルは、村の人間を避ひ難なんさせてないのに、矢を放ってるのか？」


　その言葉に、キファも男を見つめて……


「その口ぶりからすると、あなたは、ガスタークの兵ってわけ？」


　すると男はそれに適てき当とうにうなずいて、


「ああ、まあ、そんなようなもんだ」


　それからさらに周囲を見まわし、


「伏ふく兵へいが潜ひそんでるって雰ふん囲い気きでもないしな……ってことは、ストオルの兵たちは、ほんとに民間人を見捨てて逃げたわけだ。なのにおまえは、ここで一人でその女の子たちを守ってたと………………おまえ、馬ば鹿かだろ？」


　なんてことを突とつ然ぜん言われて……


「え？　って……ば、馬鹿？　な、なんであんたにそんなこと……」


　が、キファの言葉はさらに遮さえぎられて、


「だって、ストオルはこの村を見放したんだぞ？　なのに、おまえ一人が残って、なにができる？　無む駄だ死じにするだけじゃないか？　おまえは、誰も助けられやしない」


　その言葉に、キファは顔をしかめた。


　確かに男が言ってることは正せい論ろんだった。


　でも、正論だったからこそ……


「…………あんたに、なにがわかるのよ。だから、戦争って嫌きらい」


　彼女は吐はき捨てるように言った。


　多くを救うために、小さな犠ぎ牲せいは仕方がない。


　確たしかにそうかもしれない。


　でも、だからって姉が死んだことは仕方がなかったと私は言えない。


　妹が死んだことが、仕方がなかったと、私は言えない。


　だから……


「……だから戦争は嫌いなのよ……あんたたちみたいに、人の生き死にを数でしか考えられない奴やつらが我が物顔で偉えらそうにして……」


「なんだおまえ、軍事国家ストオルの兵のくせに、戦争が嫌いなのか？」


　それに、


「当たり前でしょう!!　戦争が好きな人間が、どこにいるのよ！」


　キファは、思わず怒ど鳴なっていた。


　しかし男は淡たん々たんと、


「ふぅん。いいな、おまえ。そうやって怒鳴って会話を続けながら、俺おれが隙すきを見せるのを待ってるだろう？　で、子こ供どもたちを連れて逃げようと……なかなか優秀そうだ。おまけにさっき使ってたおまえの魔法……あれ、ストオルの魔法形式とは、だいぶ違うよなぁ。ってことは、おまえはストオルの兵ですらない」


「な……って、あんた、それ知ってて……」


　が、さらに男は言葉を遮って、


「じゃ、いったいおまえは誰なのか？　ストオルの兵でもないのに、こんなストオルとガスタークの戦場のど真ん中にいて……民間人をたった一人で救おうとして死にかけてる……俺が出した結論は、ただの馬鹿だ。他人を守るために、平気で自分の命を粗そ末まつにするなんて、馬鹿のやることだ……」


　なんてことを言われて……


　それにキファは、男をにらみつけた。


　いまの言葉は、最悪だった。


　他人のために、命を投げ出して、なにが悪い？　自分の命を犠牲にしても、人を助けたいと思ってなにが悪い？


　姉は私を守って死んだ。


　ライナは私のかわりに牢ろうに入った。


　こんな奴がいるから……


　さらにキファは男をにらみ据すえる。


　こんな、自分のことしか考えない奴がいるから、戦争なんかが……


　が、しかしそこで、急に男が楽しげに笑って……


「で、俺は、そんな馬鹿が大好きなんだ」


　なんてことを言ってきて……


　その、突然の言葉に、


「へ？」


　キファは、思わずそんな声を上げてしまう。


　すると男は笑ったまま、


「俺も、戦争なんか大っ嫌いだ。血も、涙も、悲しいことは、全部嫌いだ。だが……」


　とそこで突とつ如じよ、黒いマントを身にまとった男たち数人が、キファと、そして男の周囲に現れて……


　音も、気け配はいもなかった。


　それは信じられないことだった。


　キファは、男が隙を見せたらすぐにでも逃げ出そうと、周囲に気を張はっていたのだ。


　なのに、黒マントの男たちに取り囲まれるまで、その存そん在ざいに気づきもしなかったのだ。


　化ばけ物もの……


　そう思った。


　こんな感覚は、初めてじゃなかった。


　魔法騎士団……


　かつてローランドの魔法騎士団に取り囲まれたとき。


　エスタブールの魔法騎士団が襲いかかってきたとき。


　それと同じような感覚だった。


　しかし、その魔法騎士団たちが、目の前の男に平伏している。


　そして……


「準じゆん備びが整いました、陛へい下か」


　それに……


「へ、陛下!?　って、あんた……」


　が、男はそれに肩かたをすくめるだけで応こたえて、それから黒マントの男たちに向かって、


「民間人の保ほ護ごは？」


「すでに、完かん了りようしました。残るはそちらのお三方だけです」


「で、状じよう況きようは？」


「ストオル側の魔ま弓きゆう兵へいは下がりました。もうすぐ大だい規き模ぼ魔法がきます」


　その言葉に、キファは震えた。


　大規模魔法というのは、戦争用に開発された、魔ま導どう兵へい数十人を要して発動する破は壊かいの魔法だ。


　その威い力りよくたるや尋じん常じようなものではなく、一いち撃げきで数百の人間が死ぬこともある。


　ただこの魔法はたいていどこの国のものでも発動に時間がかかり、両軍が激げき突とつするまでの間に、魔導兵一部隊につき、一、二発ぐらいしか放つことができないし、通常は大規模魔法には大規模魔法を当てることで相そう殺さいして、被ひ害がいを減へらすのが普ふ通つうなのだが……


　ストオルとガスタークでは、兵の数が違う。


　いくつかの大規模魔法は相殺されずに、こちらへ届とどくだろう。そうなれば、こんな小さな村など、一発で消しよう滅めつしてしまう。


　そこで、黒マントの男が言う。


「ですから陛下はお下がりください。陛下自らこのような前線へ出られては……」


　が、男は首を振ってから、


「いや、ここでは最初からあヽれヽを使うつもりだったから、いいんだよ」


　そう言った瞬間だった。


　平伏していた周囲の黒マントの男たちが慌あわてて、


「な……陛下、それは……」


「なにとぞお踏ふみとどまりください!?　あヽれヽを使われては……」


　が、


「やだ。使う」


　男はまるで、子供のような、無む邪じや気きな表情で笑って言った。


「しかし……」


　さらに黒マントの男が言おうとすると、そこで、


「これ以上意見するな。これは最初から決めていたことだと言っただろう。ここでこれをすることが、後々大きな意味を持ってくる。それはおまえらもわかってるだろう？」


　それで……


『…………』


　黒マントの男たちは、なぜか辛つらそうな表情になって、黙だまりこんだ。


　しかし、わけがわからなかった。いったい、なにをしようとしているのか？


　キファはそれに、


「…………ねぇ、ちょっと、話が見えないんだけど……いったい、あヽれヽってなんなの？」


　すると男は彼女のほうを振り返って、


「……ああ、ごめんごめん。話の途と中ちゆうだったよな。だから俺は戦争が嫌いで……」


「いやその話じゃなくて！」


　が、やはりこの男は、キファの言葉など聞かずに、黒マントの男たちを指さして、


「仲間が死ぬのも嫌いやだし」


　さらにキファの背後にいる少女二人を指して、


「子供が死ぬのを見るのも嫌きらいだし」


　最後に、キファを指差し、


「おまえみたいな美人が死ぬのなんて、もったいなくてもう、絶対嫌だね……だから俺は戦争が嫌いだ」


　そこまで言ってから、しかし、男は悲しげに目を細める。彼の表情は、ころころと変わる。まるで子供のように無邪気に笑ったり、詐さ欺ぎ師しのような不ふ敵てきな笑えみを浮うかべたり……


　そして、いまのように、本当に悲しげに目を細めたり……


　そのまま男は言った。


「だが……国が存そん在ざいする限かぎり、戦争は起きる。国という枠わく組ぐみが存在する限り、争いは起きる。なら、その犠牲をどうやったら少しでも減らせるか？　どうやったら、不幸になる奴らを、少しでも減らせるのか？　俺はいつも、それを考える。俺はいつも、それで苦く悩のうする」


　そう言って、今度は本当に苦しげな、苦悩しているように男は顔をしかめ、再びキファを見つめて、


「……おまえは人の生き死にを数でしか考えられない奴は、嫌いだと言ったな？　だが、じゃあ、どうやって人を救すくう？　数ではなく、なにを指し針しんに人を救う？」


　その問いに……


「…………」


　キファは、答えられなかった。


　なにを指針に……


　そこで、男はさらに、


「人によってはこう言うかもしれない。目に映うつる者たちだけでも救いたいと……それだけで、十分だと。目に映る、大切な人たちだけを守ることができれば、それでいいと……だが、俺は目に映らない者たちも、救いたいんだ。ガスタークの民だけでなく、ストオル……いや、それどころか、メノリス大陸すべての民を救い、この世界から、戦争を無くす。それが、俺の夢ゆめだ」


　そう、言った。


　彼の言葉は、とても魅み力りよく的てきなものだった。


　彼が目指すのは、この大陸すべてを統すべる王になり、戦争のない、平和な世界を作ること。


　だが……


　キファは、男を、このガスタークの王を見つめて、言った。


「で、あなたは戦争を無くすために、戦争をすると……でもそれって、ちょっと矛む盾じゆんしてない？　あなたの夢は、多くの人間を殺し、その屍しかばねの上に成り立つ夢。さらに言えばあなたは王で、戦うのは、兵であり、苦しむのは、民。王は安全な場所でのうのうとふんぞり返ってればいい。そういうの、ちょっと虫が良よ過すぎるわよね？」


　しかし。


　それに男は、あっさりうなずいた。


「ああ、そうだな。だから俺は、これをここで使うんだ……」


　言って、肩にかけていた剣を掲かかげ、その刃に、手の平をそっとあてる。


　手からは血が流れだし……


　その血が、剣の刀身に描かれている、紫むらさき色いろの筋へと入る。


　すると、紫の筋が、まるでその血を吸いこむかのようにどんどんと赤く染まっていき……


　突とつ如じよ、脈みやく打うつ。


　どくんっと、まるで生きているかのようにそれは、大きく脈打って……


「な、なんなの……」


　キファがそう呟つぶやいた瞬間、それは起きた。


　目の前の空間が、歪ゆがむ。


　目の前の空間が、歪む。


　剣の周囲には、まるで剣を中心に渦うずを巻くかのようにぐるぐると光が集まり……


　その、周囲の景け色しきが歪んでいく。


　そして……


　突然、空から……





『契けい約やく者しやよ……そなたの呼び声に、再び応こたえよう』





　空から、声が堕おちてくる……


　静かな、静かな、静かな……


　しかし、ひどく威い圧あつ感かんのある声。


　直接頭に響ひびき渡わたる、その声……


　それに、


「そ、そんな……」


　キファは震ふるえた。


　前にもこれと同じ経けい験けんをしたことがあったから……


　これは……


　ライナの、『複アルフア写・ステイ眼グマ』が暴ぼう走そうしたときと、まるで同じ……


　声が響く。


　声が響く。


　どこからか、声が堕ちてくる。


　直接頭の中で、反はん響きようする声。


　だが、その声は、ライナのものとは少し違った。ライナが放った声は、不安がかきたてるような、声。


　しかしこの声はどこか厳おごそかで、無む理り矢や理り畏い怖ふの念を抱いだかせるような、声だった……


　声が言った。





『応えよう。応えよう。さあ、代だい償しようを差し出せ。さすれば力を、解かい放ほうせん』





　それに、男は笑みを浮かべ、


「俺の左目を喰くらえ。力が必要だ」


　その言葉に、キファは、


「って……え？　どういうこと？　左目って……」


　が、それに、彼女のすぐ横にいた黒マントの男が、顔を歪めて答えた。


「あの剣は……あの、勇ゆう者しやの末まつ裔えいのみが使うことを許ゆるされた聖せい剣けんは……強大な力を陛下に与える代わりに、陛下の能力を、一つずつ奪うばっていくんです」


「能力？　それって……」


　すると黒マントの男はうなずいて、


「すでに、陛下は二度、あの剣を使い、嗅きゆう覚かくと、そして右足を生いけ贄にえに捧げています。あなたは先ほど陛下に、『王は安全な場所でふんぞり返っていればいい。そういうのは、虫がいいんじゃないか？』そう仰おつしやいましたね……しかし、そのような王には、我われ々われは従いません。陛下は、自分の命を生贄にして……世界を救おうと……」


　が、そこで剣を掲かかげたまま、男が、


「それは、綺き麗れいごとだ。俺はこれから、信じられない数の命を奪うばう。その代償が、左目一つだけ……安過ぎるよ。だが、それでも、ここで俺は、この剣を使う必要がある。いまから奪う命よりも、より、多くの命を救うために。


　俺が世界の王になって……


　この世界、すべてを救うために！」


　そう、言った。


　その言葉には、強い意志が感じられた。


　王の意志。


　この男は、間違いなく、ガスタークの王なのだ。


　そして王は、さらに高く剣を掲げて、


「さあ、力をよこせ、『グロウヴィル』。放つぞ」


　すると、またあの声が堕ちてきて……





『……契約は完了した。力を解放する』





　剣が輝かがやく。


　それも、赤く……赤く……


　まるで血のように赤い光を放って……


　とそこで、前方のストオルの軍勢がいる方向にも、巨きよ大だいな光が、いくつも灯ともる。


　大規模魔法が完成したのだ。


　そして、それが放たれる。


　信じられない破壊の力が、いくつもこちらへと迫ってきていて……


　あの、一発でも命中すれば、数百の命が消えるだろう。いや、この村ごと消滅してしまいかねない威い力りよくを持っているのだ。


　なのに、周囲にいる黒マントの男たちは、まるで怯ひるまない。


　ただ、目の前に立つ、王の姿を見つめている。


　王は前方をただ見つめる。


　鋭い瞳で……


　前方から迫せまってくる大規模魔法の、さらにその先にいる軍勢を見つめ……


　まるで、目の前の光景を、目に焼き付けるかのように、強く見つめて……


「…………この犠牲は、絶対に無む駄だにしない。この光景を、俺は絶対に忘れない。俺の罪つみは、絶対に消えない。俺は殺さつ戮りく者しやだ。殺戮の王だ。呪のろえるものなら、呪ってくれ。


　だが、それでも。


　それでも俺は、前に進むぞ……


　さあ……」


　言って、剣を大きく振りかぶり、一歩前へ踏ふみ出す。


　そして。


「すべてを、薙なぎ払はらえ！」


　剣を振るった。


　直後。


　信じられないことが起こった。


　世界の光景が、一変する。


　消える。


　すべてが消えていく。


　強大な力に、破壊が撒まき散ちらされ……


　村が、大地が、魔法が、そして命が、蹂じゆう躙りんされていく。


　十万はいたはずのストオルの軍勢のうち、数万が、消え去ってしまう。


　勝敗は、それだけで決してしまった。


　爆発的な力だった。


　大規模魔法など、まるで意味をなさない。


　あのときと同じ。


　ライナの瞳が暴走し……魔法騎士団が、まるでおもちゃかなにかのように、あっさり壊されていった、あのとき。


　あの、絶望感……


　それはあたかも、神の力を連想させた……


　キファの祖国エスタブールには、神という概がい念ねんはなかった。ローランドにも、ストオルにもなかった。


　なのに、その強大な力に、すぐに神の力を連想した。


　激しい畏おそれ。


　激しい恐おそれ。


　激しい怖おそれ。


　神か……


　もしくは、悪あく魔まか……


　人間の力じゃない。


　だからこそ……


　代償が求められる。


　ライナには、深い闇が……


　そして、ガスタークの王には……


　彼の目から、どんっという奇き妙みような音とともに、血が噴ふき出す。


「ぐあ……」


　小さくうめいて、目を押さえる王に、黒マントの男たちがあわてて、


「陛下!?」


　駆かけ寄よろうとして……


　しかし、王はそれを制せいする。


「大だい丈じよう夫ぶだ。それよりも、誰かストオルに伝えろ。もう一度いまの攻撃を受けたくなければ、降こう伏ふくしろと。これでストオルとの戦争は終わりだ。いや、終わらせなければ、いまの数万の命が、無む駄だになる」


　その命令で、黒マントたちは一いつ斉せいに動き出した。


　それを確かく認にんしてから、王は振り返って……


　キファは、彼の顔を見る。


　瞳からは、血が止めど無く溢あふれ出していて……


　だが、口くち許もとは笑っている。


　痛みなど感じていないかのように、口許は笑っている。


　まるで自分を嘲あざ笑わらうかのような、悲しげな笑み。
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　それにキファは、


「後こう悔かいを……してるの？」


　すると王はまた、最初と同じとぼけた雰ふん囲い気きで肩をすくめてから、


「人を殺して、後悔をしないような奴やつは、クズだ」


　その言葉は、胸に響ひびく。


　この男の言葉は、胸に響く。


　すべてが真まっ直すぐで、単たん純じゆんで、噓うそがないから……


　ガスタークが強い理由が、わかった気がした。


　この剣の力……


　違う。そんなものじゃない。この剣は代償が大きすぎる。そう何度も使えるものじゃない。


　この国の本当の強さは、この王の、魅み力りよくにある。


　キファはそう思った。


　強く、迷まよわない王が統すべる国。


　人の痛みを理解し、さらにそれを乗り越える王が統べる国。


　男が言った。


　キファを見つめて、


「で、さっきも言ったんだが……俺はおまえみたいな馬鹿は、嫌いじゃない。目の前に見えてる人間も救えない人間が、誰を救える？　誰か……自分にとって大切な人間だけでも救えれば、それでもいいかもしれない。だが、それでも、もしもおまえが、もっと多くの人間を救いたいと思うのなら、俺のところへこい。この、レファル・エディアのもとへ……」


　そう言って、こちらへ手を差し伸ばしてきたところで……


　再び黒マントの男が現れ、王……エディアに、


「陛下、ストオル皇国が降こう伏ふくしました。ストオルの王が、こちらへ投降してきます……」


　それにエディアはうなずいて、


「会おう。早急にストオル国内の平定を始める。無駄な争いは極力避けて、一気にいくぞ」


　言ってから、再びキファのほうを見て……


「おまえも一いつ緒しよにこい。その足の傷の手当てもさせよう」


　が、そこでキファは、首を振った。


　そして、


「せっかくの陛下のお言葉ですが……いまは、まだ……ストオルでやることが残っていますから……しかし、いずれ陛下の元へ参りましょう」


　そう、さっきまでとは違う、丁てい寧ねいな言葉で言った。


　するとエディアは残った右目を少しだけ細め、


「ストオルでやること……か。う～ん、おまえは何者なんだろうな？　気になるところだが……いずれ俺のところへくるっていうなら、まあ、いまはいいだろう。じゃ、またな」


　そう言って、あっさり去っていく。


　それをキファは見送ってから、彼女は、背後で、いまだ震えている少女たちの頭をなで、戦争が終わったことを教えてから……


　歩き出した。


　ガスタークとも、ストオルとも違う方角へ。


　まずは、近きん隣りんの国で、ガスタークという国が、どういう国なのかを調べる必要があった。


　これからガスタークへ入るにあたって、この国のことをなにも知らないのは、あまりに不利に過ぎる。


　いったい、ガスタークはどういう国なのか？


　あのエディアという男は、どういう生まれで、どういう人間なのか？


　そして……あの剣は？


　すでにいくつか、重要そうなキーワードは出てきていた。


　勇者の末まつ裔えい。


　契けい約やく。


　堕おちてくる、声。


　あの、ライナが発したものと同じ、声。


　キファは、笑みを浮かべる。


　手がかりを、つかんだ。


　そう思った。


　きっと答えは、ここにある。


　ライナを救う答えが。


　彼女は一度足を止め……そして、足に刺さった矢を引き抜いて、その矢を見つめる。


　自分の血がついた、矢。


　エディアに救われなければ、あのときに、死んでいたはずだった。ライナを救うどころか、さっきの戦場で、死んでいたはずだったのだ。


　それに、キファは目を細め、エディアの言葉を思い出す。


『もっと多くの人を救いたいと思うなら……』


　だが……


　そこで彼女は首を振って、


「…………世界を救う…………か。すごく、魅力的な響きね。魅力的な王に、魅力的な国………………でも、いまの私には、世界なんかより、ライナを救うほうが、よっぽど大事なのよねぇ。だから……」


　そこで、矢を放ほうり投げると、一度振り返り……


「…………悪いけど、利用させてもらうわよ、レファル・エディア……」


　そう呟つぶやいてから、再び彼女は歩き始める。





　　　　◆





　戦場には、信じられないほどの血と……


　信じられないほどの屍しかばねが遺のこされた……





　それが、彼女と彼が、初めて出会った場所だった。


　裏切り者と呼ばれ続けた彼女と……


　後に、『隻せき眼がんの勇者王』と呼ばれるようになる、ガスタークの王が、最初に出会った場所。





　そしてそれは……








　　　　◆





　場所と時間は大きく移うつり……


　そこは、ルーナ帝てい国こく。


　ネルファ皇こう国こくとの国こつ境きよう近くにある、レジット村の中にあるとある民家の、さらにその斜ななめ向かい、少し離はなれた場所にある草むら……


　ライナとフェリス……そして、相変わらず目を覚さまさないまま、ライナに担かつがれている少年アルアは、その草むらの中にいて……


　ライナは、草むらから村をそっとのぞきながら、顔をしかめて言った。


「うっわ～……やっぱ思った通り、ルーナの兵の奴ら、待ち伏ぶせしてるよ……」


　村の光景は、異い様ようだった。


　前にきたときと同じで、村人はまるで外を歩いておらず、そのかわり、武ぶ装そうした兵が何人も村の中をうろついている。


　おまけにその中には、通常の鎧よろいとは違う……触ふれれば切れそうなほど鋭するどい、円月のような形の輪がいくつも組み合わされた、奇き妙みような鎧を着こんだ者も、二人いて……


　それが、ルーナの魔ま法ほう騎き士しが着る鎧だということは、もうわかっている。


　その二人は、ライナたちが見つめている民家を、まるで守るかのように立っていて……


　それにライナはさらにこれでもかと嫌いやそうな顔で、


「あれってば、俺たちを待ち伏せしちゃってんだよな……？　これじゃ、クク助けるのも、相当めんどくさそうだぞ……」


　彼らがここにきた目的は、それだった。


　アルアの幼おさななじみである、ククの救きゆう出しゆつ。


　これまでのルーナの汚きたないやり口からすれば、ククをこのまま放っておけば、殺されかねない。


　そうなれば……


　と、そこでライナは目を細め、背せ負おっていたアルアの顔を見る。


　あどけない寝顔。


　この顔が、また、悲しみに歪ゆがむのだ。目の前で両親を殺され……それでもまだ足りずに、悲しみと、絶ぜつ望ぼうに歪むのだ。


　かつての自分と、同じように……


「…………」


　ライナの表情が、さらに疲つかれたような、気けだるいものに変わる。


　すると、彼の表情の変化に気づいたのか、フェリスもうなずいて、


「ん。確かにククを助けるのは、困こん難なんがともなうだろう。しかし、このままククをここに放置するわけにもいくまい？　ククが殺されてしまえば、アルアの命を助けた礼金を、もらえなくなる。そうなればその礼金をすべて使って、豪ごう勢せいなだんごパーティーを開こうと画かく策さくしていた我ヽ々ヽの壮そう大だいな夢は……」


「いや、そういう問題なのかよ……ってかさらにその前に、我われ々われ？　……なんでおまえの夢が、あたかも俺の夢かのようになってんだ？」


　するとそれにフェリスはあっさり、


「なにを言っている？　おまえは常つね日ひ頃ごろ口くち癖ぐせのように言っているではないか。『お仕つかえしている姫ひめ様さまの願いはあっしの願い。あっしは、姫様の喜ぶ顔さえ見られれば、死んでもいんでやんす』」


「だから誰だれなんだよそりゃ!!　ってああもう、おまえと話してるとほんとに話が進まねぇよなぁ……もう、ンなたわ言は置いといて……だからどうするよ？　一いつ般ぱん兵はどうにでもなるとしても、魔法騎士団はちょっと、しんどいと思うんだが……」


　いや、しんどいどころの話ではなかった。


　魔法騎士団という名前が冠かんされているということは……その国の最強の部隊の一員であるということを意味している。


　その戦せん闘とう能のう力りよくは、凄すさまじい。そんな化ばけ物ものを相手にしようと思う者など、普通はいないだろう。


　だが……


　それにフェリスは、


「ふむ。しかし、いま確かく認にんした魔法騎士の数は二人。そしておそらく、ここにいるすべての魔法騎士の数も、二人のはずだ。他の魔法騎士たちは、アルアと、そしてアルアをさらった私たちの捜そう索さくにあたっていると見ていい。となれば……いまいるのはあの魔法騎士二人だけ……敵ではないだろう？」


　あっさりそんなことを言ってきて……


　しかし、それにライナは肩をすくめ、


「いや、魔法騎士団を前にして、そんな強気な発言ができるのは、おまえくらいのもんだって。おまけに俺はアルアを背負って……」


　が、そこでフェリスが言葉を遮さえぎって、


「背負っていても、おまえなら魔法騎士団の二、三人ぐらいは、足止めできるだろう」


　しかしそれにライナはさらに、


「いや、できるかもしれないけどさ……でも、ほら、なんていうか、俺ってば最近かなり寝不足気味だったりするしさ……あんま、動きたくないっていうか……」


　という言葉に、フェリスは首を傾かしげて、


「…………うん？　おまえはいったい、なにを言いたいんだ？」


　するとそれにライナは、待ってましたとばかりに大きくうなずいて、


「だからさ、ほら、なんていうかそのぉ……魔法騎士団なんてまるでものともしないフェリスが一人でククを救出してきてくれれば、俺もアルア背負ったまま走らなくてすんで、楽かなぁとか思ったりしたり……」


　が、彼の言葉は、そこで止まった。


　フェリスが腰こしの剣をゆっくりと抜ぬき放はなちながら、


「で？」


　なんて聞いてきて……


　そんないつもの展てん開かいに、ライナはため息をついて、


「…………なんて、思ったりしたりしたけど……死にたくないから、頑がん張ばります」


　言ってから、再び村の中を、眠ねむ気けと疲ひ労ろうでちょっと充じゆう血けつ気ぎ味みの瞳ひとみで見つめる。


　確かに警けい戒かいは厳げん重じゆうだが……だからといって、突とつ破ぱできないほどではなかった。


　ざっと見ただけで、魔法騎士が二人。


　一般兵が、五人。


　ライナたちほどの力があれば、人質を助けることは、


「ま、楽勝だろ」


　そう言って、彼は首を一度大きく回した。


　それから鋭するどく、魔法騎士たちとルーナの兵たちを見み据すえて、


「……ククが、生きて、あの家の中にいてくれればな」


　それが、問題だった。


　もしもククが人質として大きな価か値ちがあるとルーナ側が知っていれば……


　ククの家には、魔法騎士を配し、罠わなだけを張り、しかし、ククは別の場所に監かん禁きんされるだろう。


　いや、監禁されているなら、まだいい。すでに殺されている可能性も、あるのだ。ルーナはククを殺し……しかし、ライナたちにはこう言う。


『幼なじみを助けたければ、我々の言うことを聞け』


　貴族たちのお得意の手法だった。


　かつて、キファの妹が、すでに殺されていたように……


　しかしそこで、フェリスが、


「それも問題ない。ククがいなければいないで、あそこにいる魔法騎士でも、一般兵でも、適当に拷ごう問もんして、居い場所を吐はかせればいいだけのことだ」


　なんてことを言ってきて……


　それにライナはフェリスを見て、苦笑した。


「拷問って……心強いなぁ。ま、確かにそうだな。貴族の奴らがやりたい放題やるなら、俺たちだって、やり方を考えなきゃな。いつまでもやられっぱなしってわけじゃねぇってところを見せてやらないと。んじゃま、いくか」


　言って、ライナは立ち上がった。


　するとその動きだけで、魔法騎士が反応して……


「お、さすが。で、どういう作戦でいく？」


　が、フェリスはそれに、


「あの程てい度どの敵に、作戦はいらない。いくぞ」


　言って、信じられない速はやさで飛び出していく。


　一気に魔法騎士との間合いを詰め、剣を振るって……


　魔法騎士たちも慌あわてて剣を引き抜き、それに対応する。しかし、あきらかにフェリスの動きについていけてない。


　魔法騎士の一人が、そこでやっと、


「敵……」


　そう叫びかけたところで、フェリスの剣に頭を殴なぐられ、止まる。そのまま地面を転がって……気絶こそしなかったが、ダメージは大きい。動きがにぶる。


　もう一人の魔法騎士も、フェリスからなんとか距きよ離りをとろうと後方へ大きく退しりぞくが、しかし、その退く速さに倍する速さでフェリスが追いかけていき……


　剣を振るう。


　信じられないほどの動きで二人は二度、三度と剣を合わせ……


　しかしフェリスの圧あつ倒とう的てきな剣技に魔法騎士は徐じよ々じよに押され、後退し、ククの家の壁かべを背にするところまで下がってから……


「く……ここまでか……一般兵！　援えん軍ぐんを！　ここは俺たちが食い止める！　だから、他の魔法騎士たちを……」


　必死の形ぎよう相そうで叫さけぶ。


　が、その言葉は、一般兵には届とどかない。


　五人いた一般兵は全員、すでに地面に倒たおれ伏ふしてしまっており……


「あ、悪りぃ、もう全員やっつけちゃったよ……」


　ライナはとぼけた表情で言って……そのまま、さらにフェリスの背後に倒れたままの姿で、魔法を唱となえようとしていた魔法騎士の首くび筋すじにも手しゆ刀とうを入れて気絶させてから……


「ほい、これで終わり。おーいフェリス、こっちは全部片付いたぞ。そっちもやっちゃって」


　するとフェリスはうなずいて、


「では、本気でいくぞ？」


　その言葉に、魔法騎士が、


「へ？」


　なんて、いまいち間ま抜ぬけな声を上げた途と端たん、フェリスの動きが、さらに速くなる。


　さっきまでの動きがまるで噓うそだったかのように、物もの凄すごい勢いきおいで剣を振って……


　魔法騎士はとっさに剣を構かまえる。


　しかし。


　その剣は、あっさり切せつ断だんされてしまう。


　実力が、違い過ぎた。


　フェリスはその動きの間、自分の鎧に焼きつけられたローランドの紋もん章しようを、相手に見せないよう、うまく隠しながら動いてるのだ。


　それでも、これほどの差……


　そのままフェリスは剣を流れるように動かし、魔法騎士の首筋へと突き付けてから……


「と、いうわけで、おまえは私の敵ではない。後ろのあの男も、おまえよりは遥はるかに強い。おまけにあの男は、幼よう女じよから男まで、見み境さかいなく手を出す変へん態たい色しき情じよう狂きようだ。命と貞てい操そうが惜おしくば、ククの居場所を教えてもらおうか……？」


　なんてことを言って……


　すると魔法騎士は、顔を引きつらせてライナのほうを見て……


　それにライナは、


「って、信じるのかよ!?　だいたいなんで俺はいっつもそんな変態の役ばっかり……………………って、まあ、それが脅おどしの効こう果かがあるなら、いいけどさぁ……」


　と、いまいち不満げに小さく呟つぶやく。


　とそこで、魔法騎士は顔を引きつらせたまま、


「その、家の中に……」


　が、それにフェリスはあっさり、


「噓だな。気け配はいを感じない。その家には、誰もいない」


　その言葉は、確かだった。ライナも、家に近づいて、すぐにわかった。ククの家には、まるで気配が感じられなかった。家はあまり大きくない。ククは、ここにはいないのだろう。


　フェリスが続ける。


「噓を言い、隙すきを見て逃げようなどと考えてるのなら、無む駄だだぞ。それどころか、噓をつけばつくほど、おまえの状況は悪くなる。ライナ、こい。この男は、おまえと遊びたいようだ」


　すると再び、魔法騎士の男は恐怖に顔を歪ませて、ライナを見つめてきて……


　それにライナは、


「……だから……俺はおまえなんかと全然遊びたくないって……」


　と、言うわけにもいかず……


　ライナはもう、泣きそうな表情で、


「く……あーえっとその……どれどれ、じゃあ、ちょっと遊んでもらおうかね……」


　言った瞬間、いつもは無表情なフェリスが、少しだけ笑みを浮かべたのに気づいてしまい……


　ライナはなにか、大切なものを失くしてしまったような気がして、心の中で泣いた。


　まあ、そんなやりとりはさておき……


　ライナもフェリスのほうへと近づいていって、言った。


「ま、さっさと吐いたほうが身のためだぞ。別におまえを殺して、他の一般兵に聞いてもいいんだし。魔法騎士のおまえが、拷問に屈くつすることがないよう訓くん練れんされているのはわかるけど……でも、どうせ一般兵は情報を漏もらすよ。なのに、おまえはここで無駄死にするか？　ここではとりあえず生き残っておいて、あとで再起をはかったら……」


　が、その言葉の途中で、突然……


　首が飛んだ。


　それに、ライナは目を、大きく見開く。


「な……」


　が、さらに言葉は遮られる。


　魔法騎士の背後、ククの家の壁を斬きり裂さいて、なにか、得え体たいの知れない物が飛び出し、魔法騎士の首を飛ばしたあと……


　さらにそれは、ライナの首へと……


「まず……って……」


　ライナはそれを、避よけようとした。


　しかし、それは、凄まじい速さで彼の首へと伸びてきて……


　ライナは体をそらすが、間に合わない。


　一直線にライナののどへと……


　死ぬ……


　そう思った。


　このまま首を、はね飛ばされ……


　が、そこで、背後からフェリスがライナの髪の毛をつかみ、引き倒してくれて、なんとか避ける。


　その、次の瞬間。


　目の前で、信じられないことが起こった。


　ククの家の壁が、大きく一直線に裂けてから……急激に凍こおりつき、割れる。


　凍った家の破は片へんが飛び散り、日の光を反射してきらきらときらめいて……


　異常な光景だった。


　宙ちゆうを首が舞まう。


　魔法騎士の首が……


　しかし、血は飛び散らない。


　斬り裂かれた首の切断面も、いや、全身が凍り付いてしまっているから、血は飛び散らない……


　ライナは、その光景を、以前にも見ていた。


　それに、


「最悪……」


　彼はうめくように言って、それからそのまま背中で眠るアルアを支え、フェリスと一緒に後方へと大きく飛び退のいて……再び、前方を見つめる。


　すると、破壊された家の壁の中から、二人の男女が出てきて……


　一人は、スイという名の、長身の男だった。といっても、ライナよりも少しだけ長身という程てい度どだが。どこか気弱そうな、にこにことした穏おだやかな風ふう貌ぼうの男だった。


　一番特とく徴ちよう的てきなのは、その髪……


　茶……というよりは、若じやつ干かん桃色がかっているような、珍めずらしい色合いの髪……


　さらにその横には、やはり同じ、珍しい桃色の長い髪を持った、スイの妹、クゥが立っていて……


　年の頃ころは、十三、四くらいだろうか？


　髪は眉まゆのところで切りそろえられ、真っ黒いドレスのような、スーツのような服を着こんでいる。整った顔立ちに、切れ長の瞳、楚そ々そとした美少女だった。


　しかしその手には、鎌かまがたずさえられており……


　それも、ただの鎌じゃなかった。なにせこの鎌が、さっきの魔法騎士の首をはね、さらに、家の壁を凍りつかせて、あっさり破壊してしまったのだから。


　その、巨大な鎌は、よくわからない、真まっ青さおな金きん属ぞくで構成されていて……


　それは……ライナたちが勇ゆう者しやの遺い物ぶつと呼んでいるものの一つだった。


　人知の及およばない、強大な力を秘めた道具。


　かつてライナとフェリスは、この一本の鎌の力だけに、圧倒され、殺されかけてしまったのだ。


　いや、まるで太た刀ち打うちできなかった。


　それほどの力が、この鎌にはあって……


　とそこで、スイが、


「いやぁ、これはこれはライナさんにフェリスさん、こんなところでお会いするとは……僕たち、縁えんがありますね」


　気弱そうな声こわ音ねでそんなことを言ってくる。


　しかしそれに、ライナはスイをにらみつけて、


「俺は別に、おまえらには会いたくなかったけどな……」
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　が、そこでスイはライナを、いまいち開いてるのか閉じているのかわからない、細い目で見つめてから、


「そうですか？　つれないですね。でも、僕はあなたに、興きよう味みがありますよライナさん。特殊な『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者……いままで、いくつか『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者を狩かって、その瞳を結けつ晶しよう化かして奪うばってきましたが……あきらかにあなたは他の『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者とは別物だ……力も、強大過ぎる……僕の忘ルー却ル欠フラ片グメ、『エレミーオの櫛くし』すら、まるで太刀打ちできずに、このざまですから……」


　言って、左手を掲かかげてくる。いや、彼の左手は、すでに消しよう滅めつしてしまって、失なくなっているはずだった。


　ライナの『複アルフア写・ステイ眼グマ』が暴走し、『エレミーオの櫛』とかいう勇者の遺物とともに消し去ってしまったのだ。


　だが、スイは左腕を上げる。


　しかしそれは、生身の腕じゃない。義手だった。精せい巧こうに作られた、鉄てつ製せいの義手。そしてその義手には、これまたなんの物質でできているのかわからない、奇妙な宝ほう玉ぎよくがいくつか埋うめこまれており……


　どういう構造なのか、まるで、本当の腕かのように、その義手を、スイは自由に動かして、掲げて見せてくる。


　そのままさらに、


「……おまけに、あなたは覚かく醒せいし、暴走したあとも、こうして再び意い識しきを取り戻している。こんな例は、初めてです。いったい、あなたは何者なんですか？」


　なんてことを聞いてきて……


　しかし、それにライナは目を細めて、


「それがわかりゃ、苦労しねぇんだよ」


　吐き捨てるように言った。


　自分が何者なのか？


　そんな問いかけは、もう、何度も何度も、それこそ腐くさるほどしているのだ。


　自分は何者なのか？


　人間なのか？


　化物なのか？





　そして……





　なんのために、生まれてきたのか……？


　自分に、なんの意味があるのか？


　しかしスイは怪け訝げんそうな表情で、


「……本当ですか？　でも、あなたが背負っている子供……そヽれヽ、『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者でしょう？　他の『複アルフア写・ステイ眼グマ』の瞳の力を、結晶化して奪うでもなく、そうして保ほ護ごをしているのには、なにか意味があるのでは？　あなたは、瞳の本当の使い方を知ったとか……」


　それにライナが答える前に、フェリスが言った。


「ほう。いまの発言は、おもしろいな。アルアが『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者だということを、知っているとは……」


　するとそれにスイは、


「当然でしょう？　僕たちはここに、『複アルフア写・ステイ眼グマ』を狩りにきているのですから……しかしまさか、その『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者の子供を、ライナさんたちが連つれてくるのは、ちょっと予想外でしたが。これは少し、まいりましたね……」


　そう言って、眉まゆをひそめる。


「あなたがそばにいては……その子供の『複アルフア写・ステイ眼グマ』を無理矢理覚醒させて奪うことが、できない。覚醒したあなたの瞳の力には、正直いまの僕たちでは、かないませんし……」


　とそこで、さらにフェリスが、


「その上……ルーナ帝国が、裏でおまえたちの国とつながっているということも、ローランドの我々には、知られたくない、と。アルアが『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者だという情報は、ルーナからもらったのだろう？」


　するとその言葉に、スイは笑みを浮かべ、


「その、通りです。ですから、これは非ひ常じようにまずい。ライナさんの『複アルフア写・ステイ眼グマ』にはとても興味があったのですが……残ざん念ねんなことに、あなた方には死んでもらわなければならないことになった……」


　そう言って、さらに笑う。


　そして、笑ったままの表情で、


「クゥ」


　そう言った。


　するとクゥは、こくりと、小さくうなずいて、


「…………うん」


　鎌を高く掲げ……


　が、そこでフェリスが、


「ライナ！」


「わかってる！」


　それにライナは大きくうなずいて、走りだす。それも、走りながら空間に指を走らせ、光の文字を描いていき……


「我・契約文を捧ささげ・大地に眠ねむる悪意の精せい獣じゆうを宿す」


　そう魔法を唱となえた瞬間、彼の体が、加速する。


　一気にその場を離れ……


　だが、背後でスイが言う。


「クゥからは、逃げられませんよ」


　楽しげに言う。


　その言葉通り、クゥは、魔法で加速しているライナの動きに、平然とついてきて……


　それも、鎌の力だった。この鎌は、持ち主に驚きよう異い的てきな身体能力を与あたえるようで……


　ライナへ向けて、凄すさまじい勢いで鎌を振り下ろしてきて……


　また、避けられない。


　避けられないが……


　そこで、ライナは振り返る。


　するとその瞬間、彼の前へと、フェリスが割り込んできて……


　それに、ライナは笑みを浮かべた。


「おっけ、考えてることは、一緒だな」


　しかしフェリスはそれに答えず、剣を構え……クゥの斬ざん撃げきを受け止める。


　が、受けとめきれずに、彼女の体は、一気に吹っ飛ぶ。いや、相手の攻こう撃げきの勢いを利用して、自分から跳とんだと言ったほうがいいだろうか？


　クゥの力は、異常だった。その異常な力に吹っ飛ばされるように、フェリスは跳んで……


　ライナもそのフェリスの肩の鎧の部分につかまって、跳ちよう躍やくする。


　それで、一瞬にして、クゥとの距きよ離りを大きく開ける。そのまま着地し、しかし、止まらない。


「ライナ、二手に別れるぞ。奴らを攪かく乱らんする。落ち合う場所は……」


「馬車隠した場所で」


「ん」


　言って、フェリスは村を出て、右の森の中へ消えていく。


　そのフェリスを、クゥが追っていく。ライナはそれを確認してから、今度は背後を振り向き……


　しかし、スイは追ってきていなかった。


　いや、そもそも追いかけてくるつもりは、ないようだった。当然だろう。ライナたちとスイたちの動きの速さは、それほどかわらないのだ。これだけ離されれば、到底追いつけないと、あきらめたのだろう。


　おそらくクゥも、フェリスには追いつかない。


　大丈夫。


　このまま、逃げ切れる。


　そう思った。


　ライナは再び、走りだそうとして……


　しかしそこで、もうすでに、かなり離れたところにいたスイが、突然大きく声を張り上げて、


「あーライナさん！　お別れの前に、教えておきますね！　その少年の幼なじみの少女はいま、この領りよう地ちの、貴き族ぞくの館やかたに監かん禁きんされています！」


　それに、ライナは振り返り……


　スイのほうを見る。


　もう、その表情は見えなかったが……ライナにはスイが、どんな表情をしているのか、わかった。


　相変わらずの穏おだやかな、いつもへらへらと笑っているような表情。まるで、ライナたちのことを見み透すかすかのように、笑っているような……


　するとスイはさらに、


「そこで、お待ちしております」


　その言葉にライナは、顔をしかめ……


「…………くそったれ」


　うめくように言ってから、再び走り始めたのだった。
























　　第三章　呪のろわれた夢を見る










　暖あたたかい陽ひが差してきていた。


　街かい道どうから大きく離はなれた、草原。


　空には雲が流れ、柔やわらかい風が草をなでる。


　そんな平和な景け色しきを眺ながめながら……


「いや、こんな光こう景けいを見せられても、眠ねむくなるだけだから……」


　などと、最近めっきり寝ね不ぶ足そくなライナは、独ひとり目の前の景色に突つっ込こんだ。


　そのままさらに、


「ってか、そうじゃなくても俺ってば、一日二十四時間のうち、二百時間くらいは寝てたい、なんていう、時間をもあっさり超ちよう越えつしてくような壮そう大だいな夢を見てたりするんだぜ？　なのに二百時間どころか、ここ数日一いつ睡すいもしてないって、どう思うよ？」


　なんてことを、今度は目の前の草の上で、気持ちよさそうに眠る少年に向かって、言ってみる。


　当然、答えは返ってこないが……


　それに肩かたをすくめ、それから周囲を見まわす。


　しかし、やはり平和な景色が広がっているばかりで。


「…………」


　ライナは一度沈ちん黙もくしてから、


「……フェリスの奴やつ、遅おそいな。まさかクゥに追いつかれたなんてことは……」


　だが、首を振ふって、


「いや、あいつに限かぎって、ンなヘマはやらないか……」


　そう言った。


　いや、もし追いつかれていれば……


　が、そこでライナは考えるのをやめた。


　考えても、仕方のないことだから。


　もう一度アルアのほうを見て、ライナは顔をしかめる。


　状じよう況きようは、かなり悪かった。


　スイとクゥは、ルーナと手を組み、アルアを狙ねらっている。さっきだって、もしライナがアルアのそばにいなければ……


　アルアは『複アルフア写・ステイ眼グマ』を無む理り矢や理り暴ぼう走そうさせられて、その目を、えぐられていただろう……


　前にスイとクゥと戦ったときに、スイが言っていた言葉を思い出す。


『せっかくの『複アルフア写・ステイ眼グマ』。それはなかなか貴き重ちようなものですからね。逃にがしませんよ。ちゃんと結けつ晶しようにして、奪うばわせていただきます』


　スイは、そう言っていた。


　ここでの結晶というのは、ライナの瞳ひとみや、アルアの瞳がその力を解放し、暴走することらしくて……


　さらにスイは、ライナに宝石のようなものを取りだし見せてきて、こうも言った。


『この、結晶のことも知らない？』


　そのときの結晶というのは、宝石のようなもののことらしくて……


　そして、その結晶を放り投げ、共きよう鳴めいしろ、そう、スイが言った瞬しゆん間かん……


　ライナの瞳は、暴走を始めた。


　そのときのことを、ライナは思い出す。


　あのとき、彼はまた、すべてを壊こわそうとした。


　すべての物を。


　すべての生物を。


　そして、そばにいた、フェリスまでも……


　まただった。


　またこの瞳は……


　奪おうとする。


　彼にとって……


　と、ライナはそこで、


「…………」


　無言で自分の瞳を、手で押さえた。


　強く、強く押さえつけ……


　しかし、気けだるい声音で……


「…………ったく、いったいこいつは、なんなんだよ？　結晶って言ってたが……じゃあ、この目は、あの宝石なのか？　俺からえぐり取ったら、ああいう宝石になんのか？　でもじゃあ、えぐり取ったとき、俺はどうなる？　まあさすがに、目は見えなくなりそうだけど……でも、えぐり取ることで、俺は普ふ通つうの人間に……」


　そこで、さらにライナの手の力が、強くなる。ぐぐっと、強く右目を押さえつけて……


「…………そんな簡かん単たんなことで解放されるなら…………」


　だが、そこでライナは手を止めた。それから小さく、疲つかれたように笑ってから、空を見上げる。


「ほんとに、そんなんで楽になれるんだったら……簡単だよなぁ……ンなこと、何度も試ためしたっての」


　そう呟つぶやく。


　だが、どんなに目を潰つぶそうとしても、えぐろうとしても、まるで目だけは、傷つかないのだ。


　どういう原理でそうなっているのかはまるでわからないが、目だけは、なにか見えない力で守られているように、傷がつかない……


　じゃあ、スイとクゥは、それをどうやって奪うのか？


　その答えも、彼らは言っていた。


　暴走させて、奪うのだ。暴走すれば、えぐり取ることができるらしい。


　暴走させて……


　そこで、ライナは目の前で眠っているアルアのほうを見る。


　そして、


「……それで……おまえは救すくわれるのかな？　それとも、死ぬのか？　そこんとこ、聞いときゃよかったな。もし救われるんなら、おまえが誰だれかを傷つける前に…………それでおまえの心が傷つく前に、えぐってやるのに……」


　そうじゃなくても、嫌いやなことばかりだったのだ。


　こんな瞳に生まれてきてしまったというだけで……化ばけ物ものだと蔑さげすまれ、目の前で親を殺されて……さらにいまは、幼おさななじみまで人質に取られて……


　そこでライナはさらに顔をしかめ、


「しかし、まじでめんどくせぇことになってきたなぁ。ククは助けなきゃまずいだろうが……スイとクゥがそれを守ってるとなると……作戦を立てるにしても、力に差がありすぎ……」


　が、そこで……


「……ん」


　突とつ然ぜん、少年が小さくうめいて……


　それにライナは、


「お？　やっと目め覚ざめんのか？」


　すると少年は目を開けようとして、しかし、日の光をまともに見てしまったのか、まぶしそうに再び目を閉じ……


　それから、もう一度、今度はゆっくりと目を開く。


　ライナはその瞳を、見た。


　いまは薄うすく、本当によく見なければわからないのだが……それでもそこには、それがあった。


　朱しゆの、五ご方ぼう星せい。


　ライナの瞳と同じ、誰もに忌いみ嫌きらわれる、呪のろいの刻こく印いんが……


　と──


　少年は起き上がり、まわりを見まわす。それから、


「……あ、あれ……ここは、いったい……僕は…………父さんと、母さんは……？」


　なんてことを言って……


　しかしライナはそれに答えずに、


「よし、完全に目が覚めたみたいだな。んじゃ、まず質しつ問もん。どっか、痛いたいとことかあるか？」


　するとその言葉にアルアはびくりと震ふるえてから、ライナをにらみつけ……


「……お、おまえは、誰だれだ！　父さんと、母さんは……父さんと……父……」


　が、そこで言葉が止まる。


　そして、急に、顔を歪ゆがめて……


「あ、う、あ……そんあ」


　震ふるえる。


　その理由も、ライナは知っている。


　思い出したのだろう。


　目の前で、父親の首が……


「う、うあああああああああああああああああああああああ!?　こ、殺され……殺……あああああああああああああああああ!!」


　悲ひ鳴めいを上げる。


　狂くるったように、悲鳴を上げる。


　当然の反はん応のうだ。


　目の前で、親が殺されたのだ。それも、両親とも。


　だが、ライナはそれを、興きよう味みなさそうに半はん眼がんで見つめる。


　アルアはさらに叫ぶ。涙を流しながら、狂ったように叫んで……


「ぼ、僕ぼくのせいで……僕のせいで父さんと母さんが……死……あ、う……嫌だ……嫌だ……嫌だ……みんな……僕は……」


　そこで、ライナをにらみつけて……


「…………お、おまえが……おまえらが父さんと母さんを……殺し……殺してやる」


　言って、突然立ち上がり手を組んで、魔ま法ほうを唱となえようとして……


　しかし、


「遅せぇよ」


　ライナはすぐさまアルアの腕をつかんで、地面に引き倒たおしてしまう。それで魔法はあっさり中断してしまい、そのまま、


「あう……」


　アルアは地面を転がって、倒れ伏す……


　それから、悔くやしそうにライナを見上げると……


「……な、なんで……なんでこんなことするんだ……僕が……僕がなにをしたっていうんだ！」


　そう怒ど鳴なりつけてきて……


　しかし、それにライナは肩をすくめるだけで、なにも言わない。


　アルアが続ける。その場で、泣きじゃくりながら、


「もう、やめてよ……もう、嫌だよ……なんで、こんな……僕のせいで、僕のせいで父さんと母さんが…………なんでこんなことに……僕は…………もう嫌だ……もう……もう……」


　そのまま地面に顔をうずめ、ひくひくと嗚お咽えつを漏もらす。


　が、やはりライナは、それにつまらなそうに顔をしかめ、


「で、もう逃げたい？　だが、どこへ逃げる？　死んでみるか？　それなら別に、俺は止めないぞ。好きにすりゃいい。それでおまえが救われるってんなら、それでもいいんじゃないか？」


　そう、突き放すように言った。


　するとアルアは、顔を上げ、再びライナをにらみつけて、


「おまえらが……おまえらが僕を殺したいんだろう!!　おまえらが……僕が化物だから……だから、父さんも、母さんも死んで…………殺せばいいじゃないか！　僕は、化物なんだ！　だったら、さっさと殺せばいいじゃないか！　僕なんか…………化物の僕なんか、生きてる意味……」


　が、ライナはさらにその言葉を遮さえぎって、


「……ああ、そうだな。本当に、生きてる意味なんか、ないのかもな。だけど……」


　そこで、ライナは、自分の右目のまぶたを、指で少し上げた……


　その瞬しゆん間かん。


　彼の瞳の中に、朱しゆの五ご方ぼう星せいが、強く光を放って浮かび上がって……


　アルアが、それに驚おどろきの表情を浮かべ、なにか言おうとする。


　しかし、ライナはそれも遮さえぎって、


「……俺も、おまえがいま考えてるようなことは、何度も考えたよ。生きる意味なんて、ないんじゃないか？　俺が生きてるだけで、大切なものがたくさん傷ついて……殺されて……おまけに化物だと、忌いみ嫌きらわれて……


　どうして俺なんかがここにいるんだ？


　どうして俺なんかを作った？


　泣いて、叫んで、でも、答えがでない。


　なのに……」


　そこで、目から手を離し、その目を悲しげに細めて、


「なのに俺は……それでもここまで生きてきた。馬ば鹿かみたいだろう？　死ねばいいんだ。生きる意味なんて、俺だってまだ、見つけてないんだ。だったらなんで、生きてる必要がある？　誰にも望まれてない。生きてるだけで嫌われて、人を傷つけ続けるんだ。それならいっそ、死ねばいいんだ。


　何度も、何度も、何度もそう思ったのに……」


　が、ライナはそこで、めんどくさそうに顔を歪めて、


「でも、その度たびに、生きてくれって言ってくる奴やつがいるんだよなぁ。俺が『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者の化物だってこと知ってて欲しがる物好きなどこぞの王様やら、俺が化物なんかじゃないって、無む理り矢や理り俺を説せつ得とくしたがってる奴らやら……それどころか最近じゃ、俺のことを奴ど隷れいだのなんだの言っていじめるのが趣しゆ味みな奴までいて……


　その度たびに俺は、気持ちが弱くなる。


　もしかしたら、俺にも意味があるのかもしれないって……


　生きてて、いいのかもしれないって……


　だったら……だったら俺は、自分が見える、自分が大切だと思えた奴らが……もう、なにも失わない世界を作ろうとか、そんなことを……」


　とそこで、さらに顔をしかめ、頭をかいて、


「って、ああ、なんか俺、馬鹿なこと言い始めたな。ま、まあなんていうか、俺が言いたいのは……」


　が、そこでアルアが呆ぼう然ぜんとライナを見つめたまま、


「お、お兄さんも、僕と……同じ…………じゃ、お兄さんが僕を助けて……」


　そう呟つぶやいてから、


「で、でも、僕にはもう誰も……誰も僕に生きてて欲しい人なんか……」


　しかし、それにライナは、


「おまえの父親、死ぬ前に、なんて言ってた？」


　瞬間、


「あ……」


　と、アルアが声を上げる。


　アルアの父親は、死ぬ前に、懸けん命めいに叫んでいた。


　アルアに生きてくれと……


　自分が死ぬのは、おまえのせいじゃないからと……


　アルアはその言葉を思い出したのか、再び顔を歪ませ、その瞳から、涙をこぼして……


　だが、さらにライナは続ける。


「おまけにおまえをルーナの貴き族ぞくたちから助けて欲しいって俺に頼たのんだのは、おまえの幼おさななじみの、ククって女の子だしな」


　それに、さらにアルアは目を大きく見開いて、


「クク!?　ククがここに……」


　が、それにライナは首を振り、


「ここには、いない。おまえをおびき寄せるエサとして、ルーナの貴族の館やかたにいま、監かん禁きんされてるらしい。で、俺はそれを助けにいかなきゃならないんだが……おまえはどうする？」


　するとアルアは大きな声で、


「ぼ、僕も助けにいく！」


　なんてことを言って……


　それにライナは、笑って、


「んじゃ、ここで死ぬわけにはいかないなぁ。ほらな？　死ぬのって、結けつ構こう大変なんだよ。いざ死のうと思うと、やっとかなきゃいけないことが、けっこうあってさぁ……めんどくせえよなぁ。そうじゃなくても、俺ってばここんところ全然寝てなくて、死ぬほど眠いのに……ってなわけで、おまえがやっと起きたから、見張りは任まかせた。俺はちょっともう限げん界かいだから、寝まーす」


　と、そのまま、一気に草にばたりと横になって……


　それにアルアは慌あわてて、


「え？　え？　ちょ……ククを助けにいくんじゃ……」


　が、ライナは横になったまま、


「いやいや、その前に、相あい棒ぼうと待ち合わせしてんだよ。だから、そいつがきたら起こしてくれ。クク救出はそれから……」


　しかし、そこで言葉を止める。


　一瞬、ククを救出する計画に頭が回って……


　再び、問題を思い出す。


　スイとクゥが、アルアを狙ねらっているということ。


　ライナと離れれば、アルアはあっさり暴走させられて、『複アルフア写・ステイ眼グマ』を奪われる可か能のう性せいがあるということ。


　となれば、あの二人に狙われている限かぎり、ライナとアルアは離れるわけにはいかないわけで……


　となると、ククを助けにいくのにも、アルアを連れていくことになるわけで……


　でも、あの二人を相手にしながら、アルアを守るわけにも……


　というより正直なところ、いまのライナとフェリスだけでは、スイとクゥを相手に戦うのは、厳きびしいのだ。


　せめてもう一人、大きな戦力があれば……


　とそこで、ライナは起き上がってアルアを見つめて、


「…………大きな、戦力？　うわぁ……いまから鍛きたえて、どんくらいかかるかなぁ……」


　なんて言葉に、アルアはさらに目を丸くして、


「え？　え？　なに？」


　が、ライナはそれも完全に無視して、腕組みして考えこむ。


「ああ、まあ、『複アルフア写・ステイ眼グマ』があるから、ある程てい度どの魔法なら、すぐに使えるようになるだろうし……援えん護ごぐらいなら任せても……いやでも……」


　それに、アルアが怪け訝げんそうな表情で、


「その……お兄……」


　そこで、


「ライナ・リュート。ライナでいいよ」


「じゃ、じゃあ、ライ……」


　が、さらにライナはそれも遮さえぎって、


「あ、いや、やっぱ先生にしとけ。時間がないから、そういう気持ちの問題も、大切だしな」


「へ？　せん……せい？　それって……」


　するとそこで、ライナは立ち上がってからアルアを見下ろし、


「よし、じゃあ始めるぞ」


　なんて言葉に、今度こそアルアはわけがわからないという表情で、


「いえ、だからあの、なにを……」


　それにライナは、


「あーえっと、時間がないから、手短に説明するぞ？　おまえさっき、ククを助けたいって言ったよな？」


「え？　あ、はい。言いましたけど……」


「じゃ、ククを助けるの、手伝うよな？　でも、おまえは弱い。まるで役に立たないどころか…………えーと、あれ、こういうとき、なんて言ったかな。昔、ジェルメに……あ、ジェルメってのは、俺の師し匠しようね？　そのジェルメに言われたんだよなぁ。えっと確か……」


　そこで、ライナは遠い昔に言われたことを、思い出すように空を見上げて、どこか棒ぼう読よみな口く調ちようで、


「……えー……『たいした力もないのに人を守るだ？　くだらないことをガキが吐ぬかすんじゃない！　これからおまえらは、人のことを考える余よ裕ゆうなんてまったくないほどの地じ獄ごくに送りこまれるんだ。これからは、自分の命の心配だけしろ。ここから逃のがれたいなら、せいぜい、私に殺されないだけの力をつけてからにしろっ！』……だったかな？」


　するとそれに、アルアが、


「な、なんか恐こわい先生だったんですね……」


　その瞬間ライナは、さらになにか嫌な過去を思い出したのか、顔を大きく歪めて……


「そりゃおまえ、恐いなんてもんじゃなかったって。なんせ最初に会ったときなんか……最初の自じ己こ紹しよう介かいで……


『私はジェルメ・クレイスロール。これから一年、あなたたちの神になる者の名前よ。よく覚おぼえておいて。私の命令は絶対で、私の命令にそむけば、すぐに殺すから』とか言ってくんだぜ？」


　それにアルアも震えて、


「こ、殺す……ですか？　それって脅おどしにしても……」


　しかし、ライナは真顔でぶんぶんと首を振って、


「あれは、絶対脅しじゃなかった。絶対言ってるときは本気だったって。フェリスも……あ、フェリスってのは、これからここにもくると思うけど……俺の相あい棒ぼうな？　あいつも、剣を俺の首につきつけて『よっぽど死にたいらしいな？』なぁんて言ってるときの目は、完全に本気だしなぁ……まじで女は恐こわいよなぁ……」


　と、悲ひ壮そう感かんたっぷりの表情で言う。


　すると、そのライナの疲つかれ果はてた表情を、なぜかアルアは尊そん敬けいの眼まな差ざしで見つめて、


「ライナさ……じゃなかった。先生は、なんかこれまで、すごく辛つらい思いをなさってきたんですね。それなのに僕は弱よわ音ねを吐はいて……勝手に死ぬなんて言って……すいませんでした。で、でも、これからは僕、がんばりますから。先生は、僕を鍛きたえてくれるんでしょう？　ククを助けるために……僕、先生の期き待たいに応こたえられるよう、がんばりますから、そんな悲しい顔を、しないでください」


　なんてことを言ってきて……


　さらにアルアは、ライナをじっと見つめてくる。その眼差しは、本当に尊敬の念を抱いだいてるような瞳で……


　それにライナは……


「いや……あの……そんなことで尊敬されちゃうの？　…………ま、まあいいや。んじゃ、とりあえず魔法の基き礎そについて話すから、聞いちゃって……」


　するとアルアは大きくうなずいて、


「はい！」


　真しん剣けんな眼差しでさらにライナを見つめて……


　ライナはそれに、


「…………いや、なんか、弟で子しってちょっといいかも……」


　まんざらでもないようだった。


　そうして、


「んじゃ、始めようか」


　教師ライナ・リュートによる、第一回基礎魔法講こう義ぎは、草原のど真ん中で、ノリノリで始まったのだった。


「あーまずさ、普通に軍やなんかで魔法を教えるときはたぶん、こんな説明から始めると思うんだけど……あ、でも子供でもわかるように説明するとなると……」


　とそこで、ライナは一度考えこんでから……アルアの頭をぽんっと軽くたたいて、


「おまえはなにか考えごとするときって、どこを使う？」


　するとその問いにアルアは首をかしげてから、


「考えごと……ですか？　えと、たぶん、頭を使うと……」


「だろ？　頭を使うよな？　というか、実際はこの頭ん中にある脳のうを使って、俺たちは普ふ段だん、考えたり、体動かすための命令を出したりしてるんだけどさ……でも実じつ際さいには、この脳って奴は怠なまけ者な奴でさぁ、ほんとの力を発はつ揮きしないで、眠ってるんだよ。それで、その眠ってる脳のいくつかの部分を起こしてやると、なんてーか、世の中の気の流れとか言われてる奴が見えてくるんだ」


　そう言うと、アルアは周囲を見まわしてから……


「あ、それって、目をこらすと見える、そこら中を飛んでる、金色でキラキラでフワフワしてる奴ですか？」


　なんてことを言って……


　それにライナは指をぱちんっと鳴らして、


「当たり。その通り。ま、普通はさ、そのキラキラとかフワフワとかいうやつが見えるようになるのに、結構時間がかかるらしいんだよ。脳を起こすために、瞑めい想そうやらなんやらの修しゆ行ぎようがあって……それに一年以上かかるのかな？　でも俺たちは、この特とく殊しゆな『瞳め』のせいで……簡単に見えちゃってるわけだ。ってことで、一いつ般ぱん魔ま導どう兵へいの訓くん練れんを、一年分ぶっ飛ばしましたー。優ゆう秀しゆう優秀。じゃ、気の流れのおおまかな概がい念ねんをつかんだところで、二年目に入りまーす」


　なんて、授じゆ業ぎようは通常じゃ考えられない早さで進んでいく。


　それが、この『瞳め』を持つ者の、力だった。


　その力を……アルアの力を他の者が見れば……天才と呼ぶかもしれない。


　人よりも優すぐれた、大きな力だと……


　だが……


　ライナはそうは呼ばない。


　そんなふうに呼ばれたいと思ったことは、一度もなかったから。


　かつてのローランドで、天才という名を欲ほしいままにした彼は、一度たりとも、そう呼ばれたいと望んだことはなかったから……


　しかし、ライナはやはり、どこかノリノリで続ける。


「んじゃ、そのキラキラのフワフワが実際のところいったいなんなのかって話になるんだけど……これはさっきも言ったように、気の流れだとか……研究者によっては精せい霊れいだとか言う奴もいるな……」


　するとそこで、アルアは目を輝かがやかせて、


「え？　え？　これって、精霊さんなの!?」


　が、ライナは肩をすくめ、


「いや、あくまでそういう説もあるってだけで、いまいちなんだかはわかってないんだよ。だけど、このキラキラのフワフワは、ある法則に従って命令を出すと、それに従ってくれるってことは、わかってる。って、ちょっと言い方が難むずかしいかな？　ま、簡単に言や、このキラキラは並ならべ方次し第だいで、いろんな現げん象しよう……つまり、炎ほのおやら稲いな妻ずまやらを生み出すことができるってことなんだが……」


　言ってから、指を踊おどらせて見せる。


　すると、魔法が使えない一般人には、ライナが光の文字を生み出し、空中に書き並べていっているように見える。


　しかし……


　実際のところは、違う。


　魔法が使える者が見れば、こう見える。


　空中、いや、世界すべてを埋うめ尽つくすように存そん在ざいしている気の流れ……金色の粒りゆう子しに指先で干かん渉しようして、それを精せい密みつに並べかえていっているのが……


　だが……


『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者がそれを見ると……


　アルアは自然に指を動かし始めていた……


　呆ぼう然ぜんとした表情で、ライナの魔法を見つめながら、それを真ま似ねするように指先で、世界に干渉を始める……


　さらに。


　ライナが指を止めても、その先へと干渉を続ける。まるで、パズルの形があらかじめわかっているかのように、光の文字を描えがききって……


「我われ・契けい約やく文ぶんを捧ささげ・天空を踊る光の魔ま獣じゆうを放つ」


　そう唱となえた途と端たん、アルアの頭上に光で象かたどられた、小ぢんまりとした犬のような獣けものが……


　が、それにライナがさらに高速で、しかし、適当に指を空間に踊らせて……


「我・契約文を捧げ・えーなんだかとりあえず、光を闇やみが覆おおっちゃう」


　なんて、呪じゆ文もんなのか呪文じゃないのかよくわからない発言をすると……


　今度はライナの頭上に液えき体たい状の黒い塊かたまりが現あらわれ、それがアルアの頭上に現れた獣へと放たれる。


　そして……


　獣は、黒に塗ぬり潰つぶされて、消えてしまい……


　それにアルアは、驚おどろきの表情で言った。


「あ……い、いまの、すごい……先生、いま、魔法作ったでしょ？」


　するとライナは笑顔になって、


「おまえを教えるのは、ほんとに楽だなぁ。それも、当たり。いまの魔法は、俺が即そく席せきで作ったやつ。でまぁ、いまのやりとりでだいたいわかったと思うけど……魔法ってのは、こういう形式で作られてんだよ。おまえが言うところの、キラキラでフワフワな奴をいい感じに並べかえてやると、力が生まれる。さらに最後に呪文を唱えることで、より強く、これから起こそうとする現象を、思イメ念ージする。この思イメ念ージの力が、魔力って呼ばれてる力で……これが強いほど、起きる現象が強く、大きくなる」


　そんな、ちょっと難しい話にも、アルアはちゃんとうなずいて、


「なるほど。だから僕の魔法は、弱いんですね。思イメ念ージの力が弱いから……」


「ああ。さらにそれに付け加えると……キラキラのフワフワの並べ方も、まだちょっと甘あまいな。ま、とにかく魔法の力ってのは、思イメ念ージの強さと、その並べ方次し第だいで決るから……だからこそ、各国の軍の魔導学者たちは、その研究に命をかけてるんだ。キラキラの並べ方はそれこそ無限にあってさ……最初の並べ方の法則を変えるだけで、すべての模も様よう、記号、命令の意味が変わってくるから……だからこそ国ごとに魔法の形式が違ってたりするんだが……でもまあ、逆に言えば、その法則さえわかれば、即そつ興きようでもさっきの俺みたいに、魔法は作れるんだよ」


　するとそこでアルアが、


「でも、学者さんが時間をかけて作った魔法には……」


「うん。まるで及およばない。それどころか、自じ己こ流りゆうの魔法なんかじゃ、実戦で使えるような魔法は、まるで生み出せないよ。ちなみにおまえがいま、俺から写し取った魔法は、エスタブール王国って国のものなんだけど……出来がいいの、わかったろう？」


「はい。すごく綺き麗れいに、効こう率りつよく、キラキラが並んでますよね」


「ああ。かなり完成度の高い魔法だと思う。完かん璧ぺきな効率で描き上げ、より少ない手順で、より大きな力を……さらにこの並べ方に対応した呪文も、思イメ念ージをより強く思い描けるようにと考え尽つくされた言葉が使われてる。ま、ローランドの魔法と同等か……もしかしたら、それ以上かもなぁ……『稲いづ光ち』なんかは並べ方に綻ほころびがあるから、俺なんかちょっといじって使ってるしなぁ……」


　なんて言葉に、アルアが、


「え？　いづち……？　って、なんですかそれは？」


「いやいや、こっちの話。ま、そんだけわかれば、三年分はぶっ飛ばしたんじゃないかな。あとは……実戦訓練と……とにかく魔法の修しゆう得とくだな。それはまあ、俺が使うのを見れば、おまえは簡単に覚えちゃうだろうし……これは思ったより役に……」


　ライナが言いかけた、瞬間だった。


「危あぶないっ!!」


　どこからともなく声が上がって、アルアの姿が、突とつ然ぜん、ライナの視界から消える。


　いや、消えたんじゃない。


　消えた、と思えるほどの圧倒的な速さで何者かに連れ去られていて……


　いつのまにか背後にまわっていたアルアが、悲鳴を上げる。


「え、え!?　なに？　……せ、先生!?　た、助けて!!」


　しかし、それにライナはまるで反応しなかった。ただ、半眼になるだけで……


「………………いや、なにが危ないのかはまるでわかんねぇんだが……とりあえず、おかえりフェリス」


　振り返る。するとそこには、アルアを小こ脇わきに抱かかえた絶ぜつ世せいの美女がいて……
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　その美女が、


「アルア、騙だまされてはいけない。あの男からどんな変へん態たい的てきな思想を教わったかは知らないが……信用するな。あれは悪い大人の見本のような男だからな。働かずに寝てばかりで、酒に溺おぼれ、女たちを不幸にし、そして夜な夜な街まちにくりだしては…………」


　とそこで。なぜか彼女は急に少し顔を赤らめたりして、


「…………うう、これ以上は子供の前ではとても言えない……」


　なんていつもの展てん開かいに、アルアがライナを見て、


「そ、そうなんですか先生!?」


「信じんなって！　あーだからその、あれだよ。そいつが、さっき言った俺の相棒の、フェリスだ……」


　そう言うと、アルアは、今度はフェリスのほうを見上げる。そして、不ふ思し議ぎそうな表情になって、


「え……この人が……？　で、でも、こんな綺き麗れいな人が……」


「騙されんな。美人なのは外見だけで、性格はもう、世界を滅ほろぼしかねないほどの極ごく悪あく……」


　が、案あんの定じようフェリスは剣を抜き放ち、とんっとライナの肩におくと……


　妙みように据すわっている瞳でライナを見つめ、


「ん？　なんだって？」


　それに……


　ライナは何度か無言でぱくぱく口を動かしてから、


「……あーその、えっと……まあなんていうか、世界を救いまくる、美少女天使………………らしいよ？　うん」


　なぜか後半は、半泣きで……


　しかし、アルアはそれに、笑った。うれしそうに交こう互ごに二人を見てから、


「あはは。なんか、すごく仲がいいみたいですね。お二人は本当は、恋こい人びと同士なんでしょう？」


　なんて言葉にライナは思わず、


「いや、どこをどう見れば、そう見える？」


　続いてフェリスも鮮あざやかな手て並なみで剣を腰こしに収おさめながらうなずいて、


「うむ。あきらかに高たか嶺ねの花の超ちよう絶ぜつ雪なだ崩れ爆ばく発はつ美人である私に憧あこがれ、しかしかなわない恋に地べたをのたうちまわる、ナメクジのような関係だろう」


「っておいおい、なんか新しい言葉がえらい出てきたな……ナメクジ？　雪崩爆発？　……いや、まあでも、なんか、確かにその恋はかなわなそうだよなぁ。雪崩が起きるような場所じゃ、ナメクジはちょっと生きられそうもないもんな。憐あわれナメクジ。すでに自然災さい害がいレベルに達した極悪女にいじめ抜かれて……」


「死にたいと。よし、その願いを」


「あーうそうそ！　かなえなくていいから……ってかおまえ、いま剣収めたばっかなのに、もう抜くのかよ！」


「愚ぐ民みんの夢をかなえるのが美少女天使である私の務つとめだからな。仕事熱心だろう？　ほめろ」


　言いながら、また剣を抜くフェリスに、ライナはため息をついてからアルアを見て、


「…………これでほめろって、どう思うよ？」


　するとアルアはまた笑って、


「やっぱり、すごく仲がいいじゃないですか」


「だぁから、どこをどう見たらそう見えんだよ」


「え？　でも、なんか、僕とククみたいですよ？」


「……へ？　そ、そうなのか？　……」


　そこで、ライナは一度沈ちん黙もくしてから、


「その、じゃあ、俺ってば、なんか勘かん違ちがいしてたかな？　あの……いまさらだが、クク助けにいくの、やめ……ぐわ!?」


　そこで、ライナはふっとばされた。いつも通りの信じられない速さで放たれた剣で頭を殴なぐり倒たおされ、地面に転ころがる。


　その、向こう側ではフェリスが、


「なるほど。おまえもククを助けにいくつもりなのだな」


「あ、は、はい」


「はいじゃねぇよアルア！　先生の心配は？　いま俺、殴られたよー？」


　が、アルアは一いつ瞬しゆん、困こまったような表情でライナを見て、それからすぐにフェリスのほうを見てから、


「あ、あの、そういうわけなんで、これからよろしくお願いします……フェリス先生……」


　するとフェリスもうなずいて、


「うむ。いいだろう。私がおまえを強くしてやる」


　なんて言葉に、ライナは……


「………………あいつ、世よ渡わたりも上う手まそうだなぁ……」


　思わず、うめくように言ったのだった。


　それはさておき。


　フェリスはライナのほうを向いて、


「で、おまえたちのさっきの話からすると、アルアに援えん護ごをさせて、あのピンク髪がみの二人組と戦うつもりなんだろう？」


　ライナは頭を押さえて立ち上がりながら、


「…………ああ、ちょっと、無茶だとは思うけどな……でも、他に手はないだろう？　まあ他にも、あいつらが使ってるような勇ゆう者しやの遺い物ぶつを俺たちが見つけられれば、話はまた違ってくると思うんだが……」


「心当たりは、ないのか？　ルーナに残ってる勇者伝説やお伽とぎ噺ばなしは……」


　が、それにライナは首を振って、


「間に合わないよ。心当たりはないこともないけど……でもハズレの可能性のほうが高いだろう？　そうそう簡単に見つかるなら、はなから苦労なんてしない。おまけに前も言ったけど、ルーナの勇者伝説って、王族が関係するようなものばっかりだから、ルーナの帝都周辺の情報しか俺は持ってないし……いまから帝都まで出かけていって……遺物を探して、でもそれはハズレで……おまけにその間にスイとクゥに襲しゆう撃げきされたら、正直俺は、アルアを守る自信は……」


　とそこで、なにか思いついたのか、


「あ、じゃあ、こんな方法はどうだろ？　王シオンのやつにさ、援軍を出してもらうとか……」


「ルーナへか？　それは無理だ。ローランドの王が、同どう盟めい国こくであるルーナへ戦せん闘とう部ぶ隊たいを派は遣けんするなどということがあれば、ローランドに対する各国の評ひよう価かが下がる。悪くすれば、ルーナを他国が助け、ローランドは滅ぼされかねないぞ。おまけに、誰がローランドに援軍の要よう請せいをする？　それこそ、その援軍を待っている間に、スイとクゥに襲おそわれたら、どうする？　さらに言えば、アルアを独ひとりにしておくこともできない。スイとクゥだけでなく、ルーナの兵たちもアルアを狙ねらっているのだからな」


　そこで、ライナは困ったような表情で腕組みをして、


「だよなぁ……あんま時間かけてたら、ククも殺されちゃうだろうし……やっぱアルアを強くする必要があるか……」


　するとアルアがそれに、


「あの、僕のために、すいません……」


「いや、謝あやまる必要なんかねぇよ。ってか、まじで時間がないから、修行、厳きびしくなるだろうなぁ……逆にすぐにもうやめさせてくださいって謝りたくなるから、謝るのはそれまでとっとけ……ってなわけでフェリス、一週間だ……とりあえず一週間でアルアを、作戦に組みこめる程てい度どまで仕上げるぞ……」


「ふむ。一週間か。わかった」


「じゃ、そんなこんなで俺、まじでそろそろ寝不足過ぎて死し亡ぼうなんていうありえない死し因いんで死にそうだから、ちょっと寝るわ。だからフェリス、先、体術教えてやって……体術は俺が教えるより、おまえが教えたほうが、いいだろ」


「ん？　おまえ、眠いから私に任まかせようと……」


「違う違う。本心だって。俺は、剣士としてのおまえは、理想的な完成形だと思ってんだからさ……」


　しかしライナのその言葉に、フェリスはまだ怪け訝げんな表情のまま、


「……ふむ。私をほめて、おまえがなにを企たくらんでいるかは知らないが……まあ、いいだろう。よしアルア、いくぞ」


　なんて言いながら、アルアを連れてその場を離れていくフェリスに、


「いや、ほんとなんだけどなぁ……まあ、理想形っていっても……性格は別だけど……」


　という言葉は、なるべく聞こえないように、小声で言った。


　しかし、彼の理想形という言葉は、本心だった。


　なにせフェリスの動きは、魔法の力で脳のうの抑リミ制ツトを外して、無理矢理加速したライナの動きよりも、さらに速いのだ。


　それははっきりいって、人間業わざじゃない領りよう域いきに達している。


　ライナの動きだって、決して遅おそいほうじゃないのだ。いや、彼が本気になれば、魔法など使わなくても、気け配はいを絶たち、相手が気づく前に、その命を奪うばうことができるほどの力を持っている。


　彼はそう教育され、そして、その中で、天才と呼ばれていたのだから。


　だが、その彼でさえ、フェリスの動きにはついていけない。彼女の反応速度、剣術の技量、格かく闘とうのセンス……そのすべてが、ライナを遥はるかに上回っていて……


　正直なところ、魔法を駆く使ししたとしても、真剣にやりあえば勝てるかどうかわからないのだ。


　いや、だからこそ彼らは相あい性しようがいいといえる。


　ローランド帝国、最高の魔ま術じゆつ師しとまで呼ばれたライナと……


　剣術の力を極限まで高めたフェリス……


　二人が真剣に力を合わせれば、作戦次し第だいでは、遺物による圧倒的な力を持ったスイとクゥにも、勝つことは可能かもしれない。


　そこにさらに、もう一戦力あれば、作戦の幅はばは、大きく広がる。


　ライナは、寝っ転がったまま、フェリスに連れていかれるアルアを見て、


「ああ、あいつ、これからとんでもない遣つかい手になるかもなぁ……」


　そう呟つぶやいた。


　なにせ、フェリスに体術を習い、さらに、同じ『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者であるライナに魔法を習うのだ。


　もちろん短期間では無理だろうが……


　ライナは目を閉じて、


「でもまあ、一週間もあれば、そこそこ役に立つレベルまでは持って……」


　とそこで、


「ぎ、ぎゃあああああああああ!?　う、うそ？　うそでしょ？　って、ゆ、ゆ、許して……もう許して……ぎゃああああああああ!?」


　なんていうアルアの悲鳴が上がって……


　しかし、ライナはそれに目を開けずに、


「あ、ほら、やっぱり謝った……まあ最初はそうなるよなぁ……がんばれアルア～」


　そして彼が完全に眠りへと落ちるまでの間に、アルアの悲鳴は草原に、五回も響ひびき渡わたったのだった。





　　　　◆





　ルーナ帝国は、神への信しん仰こうを基き盤ばんにした国である。


　それこそ、人々の生活から、あらゆる行事、法にいたるまで反はん映えいしていて……


　例たとえば、ルーナでは女性が軍務につくことはない。というのも、ルーナの国民が信仰する宗教の、神が遺のこしたとされる教典に、


『神はまず国を守る力として、男をお創つくりになられました。そして次に、その男を癒いやし、支ささえるために、女をお創りになられました』


　などと書かれており……


　そのせいか、この国は、女が軍務につくことを許ゆるしていない。さらに他にも、その教典を基盤にした法が数多くあり……


「……非効率的ですね」


　フロワードは、まわりを見まわして、小さくそう呟いた。


　彼がいまいるのは、ルーナ帝国の中心……


　心しん臓ぞう部ぶといってもいい。


　帝都の、さらに中心部にそびえる、巨きよ大だいな城しろの中だった。


　ルーナの守しゆ護ご神しんを象かたどったとされている、十字に星があわさったような奇き妙みようなシンボルがそこかしこに配されており……


　そこにいる者たちは、さも、信心深そうな、慎つつましやかな表情をしている。


　本当は……


「……その、神の遺した教典自体、王族の者たちが自分の都つ合ごうがいいようにいじくりまわしたものだというのに……」


　そんなことを小さく呟きながら、フロワードは、正面を、見た。


　彼がいまいる場所は、謁えつ見けんの間まだった。


　そこには、信じられないほど白い肌はだをした、美女がいた。


　ルーナ帝国では有名な、美び姫き。


　エナ・アストー公主。


　本当にありえないほど白い、一度も外に出たことがないんではないかと思えるほどの、病的に白い肌。そして華きや奢しやな、たおやかな体。か細い首には、緋ひ色いろの宝ほう玉ぎよくが埋うめ込こまれた首くび飾かざりが下げられており……


　それにフロワードは目を細める。


（……民たみには慎ましやかな生活を……そして王族である自分たちは、きらびやかな生活を……どこの貴き族ぞくたちも、変わりませんね……）


　とそこで、アストーが言ってくる。


「あなたは、ローランドからの大使の方とか……」


　それにフロワードはゆっくりと胸に手をあて、頭を下げると、


「はい。ローランド軍所属、ミラン・フロワード中ちゆう将じようでございます、姫ひめ様さま。この度たびは、ルーナ帝国とローランド帝国の、さらなる親しん睦ぼくを深めようとこちらへまいりました。ご存ぞん知じのように、ローランド帝国にはこのたび、新たな王が立たれたので……」


　するとアストーはそれにやんわりとうなずき、


「ええ。聞き及んでおります。シオン・アスタール様でございましょう？　まだお若わかいのに、善ぜん政せいを敷しき、国民にも支し持じされている素す晴ばらしい王だと、我わが父王も申しておりました」


　それに再びフロワードは頭を下げる。


「我われらがローランドにとって、ルーナ帝国王のそのお言葉は、なにより心強い限りでございます。なにぶん、ルーナとローランドの同盟関係は、前ローランド王のころに交かわしたもの……しかし、ローランドに新たな王が立ったいま、その関係に綻ほころびが出てはと、我が王は心配なされております」


　いや……すでに綻びは、出ているのだが……ルーナに不ふ穏おんな動きがあることは、すでにわかっているのだ。


　フロワードは続ける。


「巷ちまたでは、あらぬ噂うわさも流れているようですし……例たとえば、ローランドとルーナの貴族たちが共きよう謀ぼうして、ローランド王の暗殺を企くわだてたとか……」


　その言葉は、脅おどしだった。


　計画はすべて露ろ見けんしているから、もしやめるのなら、いまのうちだという。


　だが、それにアストーは驚おどろいたような表情で、


「あら、本当にそんな噂が？」


　そう、言う。


　それにフロワードは、


「…………はい。いえ、もちろん陛へい下かはそのような噂は信じてはおられません。ただ、万が一ということがあります。まさかに、同盟関係にあるルーナとローランドが争うようなことがあってはと……」


　するとアストーもうなずいて、


「当然です。争いごとは極力回かい避ひするよう、わたくしたちの信しん仰こうする神の教えにもあります。ローランド帝国とのせっかくの良い関係を、崩くずすようなことがあってはなりません」


　そう言った。


　そしてフロワードはそれに、アストーの顔を、見つめる。しかし、彼女の表情は揺ゆらがない。彼女は、本心からそう言っているようだった。


　本心から……


　だが、その背後に並ぶ、数人の貴族たちの中には、顔を蒼そう白はくにしている者が何人かいて……


　それにフロワードは笑えみを浮うかべた。暗い、凍こおりつくような笑みを浮かべて……


「……姫様のそのお言葉……しかとローランド王に伝えましょう……しかし、できますれば、ルーナ帝国王ご自身のお言葉も賜たまわりたかったのですが……」


　が、それにアストーはすまなさそうな表情になって、


「それが……せっかくローランドの大使にお越しいただいたというのに……王と王おう妃ひはいま、国を出ておりまして……」


「ほう、国を……どちらへ？　ローランドにいらしているという話は聞いておりませんが……となると、北のカッスラーでしょうか？　それとも、ネルファ皇国でしょうか？」


　しかし、さらにアストーは困ったように眉まゆ根ねを寄よせて、


「すみません。それが、わたくしにもわからないのです。なにかのご公こう務むで出ているのだとは思うのですが……お恥はずかしい話、わたくしはそちらのお話には、どうもうといもので……」


　が、それにフロワードは首を振り、


「……いえ、私のほうこそ、立ち入ったことをお聞きしました。女性は政治には不ふ介かい入にゆう……それがこの国での淑しゆく女じよのありかたでしたね。にもかかわらず、大使である私を出で迎むかえてくださった姫様のお心こころ遣づかいに、感かん謝しやいたします」


　言って、胸に手をあて、もう一度頭を下げる。


　しかし、それになぜかアストーは、急に顔を赤らめて、


「ああ、いえ、そんな……わたくしこそ、フロワード様のような方にお会いできて、とてもうれしかったです……あ、あの、フロワード様は、今こ宵よいはどうなされるのでしょうか？　当地にご滞たい在ざいになられるのですか？　それならば、どうか今夜は、一いつ緒しよに会食など……」


　そんなことを言ってきて……


　それに、フロワードは目を細める。


　アストーの、少し照れたような、目をうるませた顔を見て……


「………………淑女が、聞いてあきれる。どこの貴族も、やはり同じだな。男も、女も……」


　そう、小さく呟つぶやいた。


　当然、その声が聞こえなかったのか、アストーが、


「え？　あの、いま、なんと……？」


　が、そこでフロワードは微び笑しようを浮かべた。


　そして、


「もちろん、ご一緒させていただきます、姫ひめ様さま」


　そう言ったのだった。





　　　　◆





　その夜のこと。


　もう、誰もが寝静まっているような、深夜……


　空には雲一つなく、月が輝かがやく、綺き麗れいな夜だった。


　ここは、ルーナの王おう城じようの中に作られた、庭園の中。


　フロワードは庭石の上に腰かけ、池に映うつる月を見つめてから、空を見上げ、言った。


「……今日は本当に、美しい、夜ですね。こんな美しい夜は、愛いとしい人と愛を語らうに相ふさ応わしいと、そう思いませんか……？」


　そう言った。


　しかし、その声をかけられた者は、


「…………」


　言葉を発さない。


　いや、発せなかった。


　奇妙な、化ばけ物もの……黒い、夜の闇よりもさらに暗い影かげでできた、獣けものたちに取り囲まれて……あまりの恐きよう怖ふに、指一本動かせなくなってしまっている。


　若い、男の貴族だ。名前はオンプローム・ビフィラ。ここルーナでは、侯こう爵しやくの地位にある男だった。


　そのビフィラのほうへとフロワードはゆっくりと目を向けて……


「そう恐こわがらなくても、大だい丈じよう夫ぶですよ。あなたが私の質問に答えてくれれば、手て荒あらな真ま似ねはいたしませんから……」


　が、それにビフィラは、やっと声を出す。


「……な、なんなんだこの化物たちは………だ、だいたい貴様……私にこんなことをして……ただですむと思ってないだろうな……わ、私は王家の血も引いているんだぞ？　王家の血を引いてるってことは、どういうことかわかるな？」


　が、フロワードは小さく首を傾かしげ、


「さて……どういうことでしょう？」


　するとビフィラは得意げな表情になって、


「神の、末まつ裔えいってことだ。このルーナ帝国をお守りになる、神のな……私にこんなことをしたら、神の罰ばつが下るぞ!!」


　そう叫さけぶ。


　するとフロワードは、


「それは、恐いですね。では、いま私があなたを殺すと、私には神の罰が下ると？」


「そうだ！　だからいますぐ……」


　しかし、フロワードはそれを遮さえぎって、


「では、試ためしてみましょうか。あなたを殺して、本当に神の罰が下るようならば、ルーナへ攻せめ込むことを、我が王に踏ふみとどまっていただかなければならなくなる。なにせ、神には勝てませんからね」


　なんて言葉に、ビフィラは驚おどろいたように目を見開き、


「な……なんだと？　貴様らローランドは、同盟を無む視ししてルーナに攻め込むつもりなのか!?」


　が、フロワードはそれに肩かたをすくめて、


「その言葉は少々、心外ですね。先に契けい約やくを破やぶったのは、あなた方でしょう？　さて、では、そろそろ聞きましょうか。あなた方はローランドの貴族と結び、我が王……シオン・アスタール王を謀ぼう殺さつしようと試こころみた。さて、ここで質問です。この計画は、どの程度の力を持った貴族の手によるものですか？」


　その問いにビフィラは慌あわてて、


「そ、そんな事実はない！　それはおまえらの勘かん違ちが……」


　しかし、フロワードはさらに続ける。


「ですが、この質問についての答えは、今日、アストー公主にお会いして、わかりました。今回の謀略は、あなた方の王……ルーナ帝国王の手によるものだと……


　ローランド王暗殺の失敗……その直後の、ルーナ王の不在。しかし、そのルーナ王は、国外へと出ているという……さて、では、ルーナ王は、どの国に救きゆう援えんを要よう請せいしているのでしょうか？　どの国と結んで、ローランドを滅ぼそうと画かく策さくしているのでしょうか？　どの国の者たちが……手を組めばローランドに勝てるなどと、そそのかしにきたのでしょうか……？」


　それに、


「だ、だからそんな事実は……」


　瞬間、ビフィラの首元へと、音もなく黒い獣が鋭するどい顎あぎ門とを開き、飛びかかって……


　しかし、そこで止まる。


　ビフィラはそれに、


「ひ……あ、う……」


　そのまま地面に、尻しりもちをついてしまって……


　フロワードが、言った。


「次は、喰くらい殺しますよ。別に、話を聞くのは、あなたじゃなくてもいいのです。あの謁えつ見けんの間まで、顔色を変えたのは、あなただけじゃありませんでしたから……」


　その言葉に、ビフィラは、今度こそ恐怖に歪んだ顔でフロワードを見て……


「こ、こんなことをして……もし、もし誰かにこの現場を見られたら……」


「ありえません」


　フロワードはすぐに答えた。


「直ちよく属ぞくの部下に、周囲を守らせています。ですから、誰かがきたら、それがあなたの最後だとお考え下さい。いまのこの状じよう況きようを誰かに見られると、少々やりにくくなりますので……あなたには、消えてもらうことになります。まあ、先ほども申しましたが、あなたが素す直なおに質問に答えてくれるというのなら、話は別ですが……」


　そこで、再び空を見上げる。


　空で変わらず輝く月を見て……


「それに……今日は本当に、いい月夜です。あなたも無事に、愛いとしい方の元へと、帰りたくはありませんか？」


　その言葉が、決め手だった。


　ビフィラは一度震え……


　それから、語り始めた。


　いま、ルーナがおかれている状況。そして、王がいる場所。


　聞き終わると、フロワードは微ほほ笑えみ、


「よく、話してくださいました」


　それにビフィラは、


「こ、これで全部だ。全部話した。これで、助けてくれるんだろう？　この、化物たちを……」


　が……


　言葉は、それまで。


　フロワードが指を……


　いや、その指にはめている、奇妙な黒い指輪を軽く振るうと……


　次の瞬間。


　庭園には、フロワードしか存在しなくなった。


　獣も、ビフィラも、すべて消えて……





「今日は本当に、いい月夜ですね」


　彼はまた、そう呟いたのだった。





　　　　◆








　それから、一週間と四日の月日が流れ……








　　　　◆





　夜。


　空を覆おおった雲のせいで、月明かりが完全に隠かくされてしまい、真っ暗な夜。


　しかしそこは、闇やみの中でも煌こう々こうと篝かがり火びが灯ともされ、明るかった。


　チェゾ・カルティという名前の、アルアが生まれたレジット村を含ふくむ、このあたりいったいの領りよう地ちを統すべる貴族の館やかた。その館は、貧まずしいレジット村にある建たて物ものとは比くらべ物にならないほど大きくて……


　しかし、ライナはその建物を、一度見ていた。というか……


「………………おい、フェリス…………ここって俺らがこないだ……」


　それにフェリスはうなずいて、


「うむ。馬車を拾った場所だな」


「いや、だからあれは拾った、じゃなくて、盗ぬすんだ、だから……」


　なんて突っ込んでから、ライナは真顔になって、


「ま、とにかくここに、ククが捕らえられてるわけだ。で、勇者アルアがそのクク姫を救いにいくっていうストーリーなんだが……そううまくいくかね？」


　言って、背後を見る。


　そこには、全身傷きずだらけのアルアの姿があって……


　それはもう、貴族に拷ごう問もんされていたときよりも、さらに悲痛な打だ撲ぼくやすり傷が増ふえていたが……


　しかし少年は、一週間前とは別人のように、気力に溢あふれた目をしていた。


　真まっ直すぐ貴族の館をにらみつけて、


「絶対に、ククを助けます。先生がたの足は、ひっぱりません」


　そう、言い切った。いや、そう言い切れるだけの力を、もう彼は、持っていた。


　ここ一週間とちょっとの間に、彼は通常では考えられないほどの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきたのだ。


　フェリスによる体術の訓くん練れんに、ライナの魔法講義、さらにその魔法を使った、戦闘訓練。


　週の後半には、定期的にルーナの一般兵や一般魔導兵に勝負を挑いどみ……いまではたった一人で、二人の一般魔導兵を相手にすることもできるようになっている。まあ、魔導兵クラスを二人相手にして、それを打ち破るまではいかなかったが……


　しかしこの調子で一年もすれば、もしかすれば、かつての、子供の頃ころのライナを超えることもできたかもしれない。


　それは、フェリスが体術を教えたせいかもしれない。もしくは、『複アルフア写・ステイ眼グマ』のことをよく知っているライナが魔法を教えたせいかもしれない……


　しかしなにより、昔のライナと、アルアが決定的に違うところは……


　やる気だった。アルアは、ククを救うという目的のために、本当に死に物狂いで訓練に励はげんだ。


　いまのアルアは、もう十分、今回の作戦に組み込んでもかまわないレベルに達していた。


　だが……


　それだけに……


　ライナはアルアを見つめて、聞く。


「まあ、じゃ、その救出作戦の前に、もう一度だけ確認するぞ？　おまえ、ほんとに一緒にいくか？　いまのおまえなら、俺たちが帰ってくるまでの間ぐらいは、ルーナの兵から隠れてられる力量はあるはずだ。見つかっても適当に目をくらませて逃げることもできる。さすがに魔法騎士団に見つかったら死んじまうだろうけど……だけど、いまから俺たちと一緒にこの先にいけば……」


　と、そこで貴族の館のほうへと再び目を移うつして、


「すぐにでも死ぬかもよ？」


　そう、あっさり言った。


「それでもおまえ、いくのか？」


　そして、もう一度、アルアのほうを見る。


　しかし、アルアの表情は、変わらない。真っ直ぐにライナを見つめて、


「もちろんいきます。そのために今日までがんばってきたんですから。というか、未み熟じゆくながらも、もう、僕にもわかってます。この一週間の訓練……あれは、先生たちが話してくれた、スイとクゥという人たちを相手にする戦い方でしたよね？　他の一般兵と戦ってみて、それはすぐにわかりました。一般兵を相手にしたときには、あきらかに必要のない動きや、魔法の使い方を教えてくれましたし……それに……ライナ先生とフェリス先生だけじゃ、勝てない相手なんでしょう？　だったら……」


「ンなことは、ガキは心配しなくていいの。確かに最初はそのつもりで特訓したけどさ……でもなぁ……やっぱ、かなり危あぶないんだよ。まあ、捕つかまってもすぐに殺されたりはしないと思うけど……おまえは俺たちへの人質になるからな……でも……」


　が、そこでアルアは、ライナの言葉を遮って、


「それでも……先生が止めても、僕は、いきます。それが、唯ゆい一いつの僕の生きる意味だから。父さんと母さんを殺しちゃった僕の……」


「おまえが殺したわけじゃねぇよ」


　すぐにライナはそう言って、アルアの言葉を止めた。


　しかし、それが慰なぐさめにならないことは、ライナが一番よく知っている。


　自分のせいで。


　自分のせいで。


　その『瞳め』を持っている限り、常にその言葉は、まとわりついてくる。


　アルアは、悲しげな笑みを浮かべただけで……


「でも僕は、いきたいんです。だって、先生たちがこなければ、僕はもう、あのときに死んでたはずなんです。それを、ククが助けてくれた。ククが僕を……」


「でも、おまえはククの命を、前に一度助けただろ？　ククが殺されそうになったときに、その目で、助けた。おあいこだよ。おまえがそんなに責任を感じる必要は……」


　しかし、


「いくんです。先生が連れていってくれなくても、僕は一人でもいきます。それだけの力も、もう、ある」


　なんてことを言いだして……


　それにライナは、顔をしかめた。そのままフェリスのほうを向いて、


「…………なんか、育て過ぎちゃったみたい……」


　するとフェリスはうなずいて、


「うむ。ずいぶんと立りつ派ぱに育ったものだ。母親に似たな。この一週間、あのロクデナシの父親に似にせまいと苦労したかいがあった」


　なんて発言に、ライナは半眼で、


「……ロクデナシの父親ってのは、まさか俺のことじゃないよな？」


「ん？　他に誰がいる？　ロクデナシ選手権世界第一位をここ数世紀ほしいままにして……」


「俺はそんな長く生きてねぇよ！」


　なんて軽口をたたいたところで……


　ライナはもう一度、貴族の館を見る。


　スイとクゥが、待ち構えているはずのその建物を見て……


　それから気けだるい声こわ音ねで、


「いや、まあ、いけるとは思うんだけどさ……作戦さえうまくいけば、勝てる。いざとなりゃ、俺とフェリスであいつらを足止めして、アルアだけを逃がすって手もあるし……」


　さらに言えば、スイとクゥは、ライナの『複アルフア写・ステイ眼グマ』に興きよう味みを持っているのだ。彼が大おと人なしく捕まれば、もしかしたらアルアとククは解放してくれるかもしれない。


　さすがにローランドに所しよ属ぞくしているフェリスまでは無理かもしれないが……


　そんなことを考えて、一人うなずいてから、


「んじゃま、せっかくここ数日で、一番月明かりが暗い夜を選んだんだ。日が昇る前に、ちょっくらいってみるか？」


　そう言った。


　それにフェリスと、アルアもうなずいて……


　そして、三人は動きはじめた。


　貴族の館へと向かって……





　　　　◆





　館の中には……衛えい兵へいがまるでいなかった。


　前に彼らがきたときには、馬車小屋にまで衛兵が何人もいたというのに……


　それにライナは表情を曇くもらせ、


「…………これは、うまくないぞフェリス。館の中に他の奴の気け配はいがないとなると、スイとクゥぐらいの使い手になると……」


　なんて言うわりには、まるで声をひそめていなかった。


　いや、それどころか彼らは、館の正門の鍵かぎを大きな音を立てて壊こわして、堂々と入ってきており……


　さらにフェリスも、やはりいつもの淡たん々たんとした声音で、


「うむ。気づかれるかもな。だが、それもおまえの作戦のうちなのだろう？」


　その言葉に、ライナは顔をしかめてから、


「いや、確かにそうなんだけどさ……でも俺としてはできれば、たまたまスイとクゥが留る守すのときに侵入できて……ちゃっちゃと衛兵やら馬ば鹿か貴族をやっつけてククを助けられりゃいいなぁとか思ってたんだよ。けど……その衛兵すらいやしない。おまけにここまで、罠わならしい罠もなかった。ってことは……あいつらはお待ちかねってわけだ。それも、俺らくらいの敵を相手にするなら、なんの準じゆん備びもいらないと……完全に、なめられてんな」


　とそこで、


「ご名答ぉー！　当然でしょー。あなたたちが生身で強いと言っても、あたしの『アイルクローノの鎌かま』にかなうわけないじゃなぁい」


　なんて、元気な声で登場したのは、クゥだった。このあいだ会ったときとはまるで別人のようにしゃべる彼女は、正門の入り口からすぐのところにある、幅の広い大きな階段の手すりに身を乗り出すようにして言ってきて……


　彼女は、例の鎌……彼女の言葉によると、『アイルクローノの鎌』を使用していないときは、口が閉じることがないんじゃないかと思えるほど饒じよう舌ぜつなのだ。


　その、閉じることのない口をさらに開いて、


「ってもう、スイ兄ちゃんってば、早くきてよね！　あたし一人に相手させるつもりぃ？　ま、あたし一人でもたぶん勝てると思うけどね……ほら、例のローランドの二人がきたよ」


　そう言うと、今度はその奥の廊ろう下かから、こちらはこの間会ったときとまるで変わらない、にこにこと穏おだやかな表情のスイがやってきて……


「これはこれは、お待ちしておりまし……」


　が、そこでクゥが、


「お待ちどころの騒ぎじゃないわよまったくもう！　一週間よ？　一週間!?　あなたたち、ちょっと薄はく情じようってもんじゃないの？　小さな女の子が監禁されてるって聞いてるのに、一週間もほっぽりっぱなしって、どういうことよ！　ほらもう、スイ兄ちゃんもさっきから黙だまってないで、言ってやってよ！」


　と、スイの言葉を自分が遮さえぎっておいて、平然とそんなことを言い放つ。


　それにスイは、


「ええ？　あ、うん、ごめん。そのぉ、まあだから、僕が言いたいのは……お待ちしてまし……」


　が、その言葉を今度はライナが遮って、


「いや、そりゃさっきも言ったから、もういいよ。それよりも……で、どうする？　結局、戦うんだろ？」


　するとスイは肩をすくめて、


「いえ……その必要が、ありますかね？　ライナさんたちは、ククというあの少女を助けにきたんでしょう？　あ、ちなみにククちゃんは僕たちの後ろの、廊下の一番奥の部屋で寝てますが……ここで問題。ククちゃんが寝ている部屋に、場所的に一番近いのは……」


　ライナがそれを遮る。


「回りくどいな。ようはククの命はおまえらが握にぎってるから、殺されたくなきゃ、投とう降こうしろって言いたいんだろ？」


　スイはそれに笑顔で、


「その通りです。本来はこういう形はとりたくなかったんですが……」


　クゥもうんうんうなずいて、


「あたしたちってば、卑ひ怯きようなこととか、嫌きらいだしね。だって、卑怯なことするのは、力のない奴らじゃない？　でも、あたしたちは、強いんだから、本当はこんなことする必要ないのに。でもでも、スイ兄ちゃんが今回はどうしてもこうしろって言うから……」


　それに、


「俺の『複アルフア写・ステイ眼グマ』を調べたいから……だろ？」


　ライナがそう言うと、スイが、ライナを……いや、ライナの瞳を見つめてくる。


　ライナの、『複アルフア写・ステイ眼グマ』を。


　そして、


「さすがはライナさん、その通りです。あなたの特とく殊しゆな瞳ひとみ……その力を失うのは、惜おしい……見た限りの形状は、他の『複アルフア写・ステイ眼グマ』とまるで変わらないというのに……暴走時の力は、桁けた違ちがいだ。おまけに、暴走しても……あなたは再び、人格を取り戻している。それが……あなたの意識の強さのせいなのか？　それとも、やはりあなたの『複アルフア写・ステイ眼グマ』だけが、特別なのか……？　いったい、あなたは何者なのか？　興きよう味みは尽つきませんね。僕らの王も、きっと、あなたを欲しがる。そこで僕らからの提てい案あんなんですが、このままおとなしく投降して……そして、あなたがたの力を、僕らの国のために使ってみませんか？　お二ふた方かたほどの力があれば、きっと、かなりよい待たい遇ぐうで迎むかえられると思うのですが……」


　しかし、その言葉にフェリスが、


「ふざけた話だな。自分たちの王の名も、国の名も名乗らずに……」


　が、そこで、


「ガスタークです、フェリスさん。僕らが所属する国は……ここから、遥はるか北に位置する、ガスターク帝国。王の名は、レファル・エディア。もう、隠す必要はないでしょう。ローランドには、僕たちがこうして各国で動いていることが、ばれ始めているようですし……」


　だが、その言葉もフェリスは遮り、


「違うな。おまえが自分の所属国を明かしたのは、ここで私たちを確実に殺すつもりだからだ。もし、私たちが投降しなければ……殺す。そうだろう？」


「…………いえ、まあ、そういう理由もありますが。しかし、正直な話、いまのうちに僕らのほうについたほうが、得だと思いますよ。すぐにとは言いませんが、世界はいずれ、僕らガスタークのものになります。優秀な王が統とう治ちする、平和な世界。差別のない、誰も傷つかない、誰も泣き叫ばない、誰もが笑って暮らせるような、そんな世界。ガスタークの王である、僕らの主あるじには、それを作るだけの器うつわがあります。だからこそ、僕らは彼のために働いている。ですから、あなたがたも……」


　が、そこでフェリスが、


「戯ざれ言ごとは……」


　しかし、さらにそれをライナは遮って、


「いやいやちょっと待てってフェリス。なんか聞いてるうちに、ちょっと魅み力りよく的な話なような気もしてきたぞ……」


　なんてことを言って、フェリスがそれにライナのほうを向き、


「な……おまえなにを……」


　が、ライナはフェリスの言葉を無視し、スイを見つめたまま、言う。


「平和な世界……差別のない、誰もが笑って暮らせるような、そんな世界……いいなぁそれ。おまえらの王は、本気でそういう国を目指してんのか？」


「もちろんです。というより陛下は、あまり裏表のない……いえ、悪く言えば、単純な方でして……本気で、それを実現しようとなさっています」


　そう言うスイの表情を見て、ライナはうなずき、


「ああ、なんか、聞けば聞くほど、ほんとに信頼のおける、いい王らしいなぁ。よっぽど魅力的なんだな。おまえの顔を見てればわかる。確かに……おまえらの王は、そんな世界を作れるのかもしれないなぁ。こんだけ部下に好かれてんだ。本当にいい王なんだろ。おまえらの仲間になれば、楽なのかもなぁ……」


　するとスイは笑顔で、


「では、僕らの国に……」


　が、そこでライナはさらに、相手の言葉を遮り……


　言う。


　スイをにらみつけて、


「……だが、ならなんで、おまえらは人を殺すんだよ？　なんでこんなに汚きたない真ま似ねばかりをする？　おまえらは……大勢人を殺してんだろうが。勇者の遺物…………いや、おまえらは遺物のことを忘ルー却ル欠フラ片グメって呼んでるんだっけか？　それを、おまえらの国は独どく占せんするために、事情を知った者……遺物の存在を知った者は、全員消してきたんだろう？　俺たち『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者の目も、えぐってるって言ってたな。えぐると……死ぬんだろ？　普通の『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者は、暴走すると、元に戻らない……おまえら、そう言ったよな？　元に、戻らない。人間にはもう、戻れない……だから、おまえらが、目をえぐって、殺す。殺す！　殺す!!　殺す!?


　うぜぇよてめぇら。そんなことをする奴らが、誰もが笑って暮らせる国だ？　どの口がそんなことをほざきやがる。てめぇらのやってることが、ガスタークとかいう国の王が命令してることなら、てめぇらの王もクソだ。俺の居場所は、そこにはねぇよ。少なくとも……『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者を人間だと思ってない、おまえらの国には」


　そう、吐き捨てるように言った。


　それにクゥが、


「な、なんなのあんた……あたしたちのこと……」


　が、それをスイが手を上げるだけで遮ってから……やはり、あくまで淡たん々たんとした穏おだやかな口く調ちようのまま言った。


「………………なるほど。確かにライナさんの言い分も、わからないではないですが……クゥ同様、僕も陛へい下かのことを悪く言われるのは少々、腹はらが立ちますね。あなたに、陛下のなにがわかります？　さきほどから聞いていれば、あなたの言っていることは、綺き麗れいごとばかりだ。なぜ、人を殺すですって？　必要だからです。必要だから、殺す。必要最低限の犠ぎ牲せいで国を治める。それが、間ま違ちがっていますか？　別に、好きでやってるわけじゃない。人を殺すとき、僕たちもそれなりの痛みを背せ負おって……」


「背負えねぇんだよンなもんは。人を殺して、それを夢や理想で片付けられるとでも思ってるのか？　大を救すくうためには、小を犠牲にするのは、仕方ないと？　それじゃ……」


　そこで、ライナは顔をしかめて、言葉を止めた。


　それじゃ……アルアはどうなる？


　そう、言おうとして……


『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者であるアルアは、どうなる？


　生きてるだけで、いつ、暴走するかわからない……


　いつ、大勢の人を殺すかわからない『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者は……全員殺すべきなんじゃないか？


　保持者一人を殺すことで、多くの人間が救えるなら、保持者はすぐにでも全員殺すべきなんじゃないか？


　スイや、ガスタークの王の考え方は、そういう考え方だった。


　そしてその考えが魅み力りよく的てきなことも、ライナにはわかった。人を殺すとき……それなりの痛みを背負っている……スイはそう言った。


　それは、本当だろう。ライナは知ってる。人を殺すとき……自分のせいで、人が死ぬとき……そのたびに、頭がおかしくなりそうになる。


　いくら理想を掲かかげても、いくら夢のためにと自分をごまかしても、その傷は、癒いえない。


　それでも、前へと進む王。


　自分が傷つきながらも……世界のために、多くの民を救うために……


　それは、確かに魅力的だとも思った。


　だが……


　ライナはスイを見つめたまま、続けた。


「………………俺は、いいと思ったんだ。ずっと、俺はいいと思ってたんだ。俺は…………人をもう、何人も殺してるから。この『瞳め』のせいで、俺のことを仲間だと言ってくれた奴らを……何人も殺してるから。だからおまえは生きてる価か値ちなんかないと、おまえらにそう言われれば……そうかもしれないって思う。いや、ずっとそう考えてきたよ。俺みたいな化ばけ物ものは、生きてる価値がないってな。だが……アルアは違う。あいつはまだ、誰も殺してない。そしてこれからも、誰も殺さないかもしれない。なのにおまえらは、あいつを殺そうとする。あいつには俺と違って……もう、戻れない俺と違って、まだ、未来が……」


「しかし、『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者を受け入れてくれる国など……」


「それがあいにく、ローランドは、違うんだよ。シオ……いや、俺らの王は、なんかいちいち俺のことをいじめまくる嫌いやな奴やつなんだが……それでもあいつは、おまえらの王とは、違う。おまえらがさっき言った、誰もが笑って暮らせる国……それを馬鹿正直に目指すような、本物の馬鹿なんだよ。あいつは大を救うついでに、小も救おうとするような欲よく張ばり野や郎ろうだからな。またそれを、自分ならできると勘かん違ちがいしちゃってんだよ。誰か人が死んだら、それは全部自分のせいだと思い込む自じ意い識しき過か剰じような奴でさ…………だけど……」


　そこで、ライナは笑みを浮かべる。


「……でも、だからこそ俺らは、あいつに手を貸かしてる。あいつが創つくる世界なら、住んでもいいと思えるから……」


　が、スイはそれに、


「…………なるほど。シオン・アスタール王ですか……情報では、優秀な方だとは聞いていますが……しかし、王として優秀だということは……さきほど僕が言った、大のために小を犠牲にする勇気を兼ね備えていることも含ふくまれています。確かにライナさんたちの王は、極力犠牲を出さないようにしている方かもしれない。ですが、その選せん択たくをすることによって、さらにより多くの犠牲者がでるとしたら、どうでしょう？　あなたの言っていることは、矛む盾じゆんしていませんか？」


　その問いに、しかし、ライナはあっさりうなずいて、


「ああ、してるかもな。だがそれでも、俺はあいつが創る国のほうがいいんだよ。人間は、神様じゃないんだ。そりゃ力には限界はあんだろうよ。だが、あいつはそれでも、その限界まで、少しの犠牲もださないようにする。俺はそんな王が創る国に……」


「ですが……ですがそれでも、その王が優秀ならば優秀なほど……選択を迫せまられます。いずれあなたの理想からは、外れていく……そのときあなたは、どうしますか？」


「そんときゃ俺が、王シオンの奴をぶん殴なぐって、元に戻してやるよ……」


　その言葉に、スイは一度、黙りこんだ。穏やかだった表情が、少しだけしかめられ、


「……ふぅん。そのような綺き麗れいごとだけで、僕らガスタークに、勝てるとでも……？」


　そこで、ライナはスイを見つめて……


「勝つつもりで、俺はここにきてるよ」


「ククちゃんは、どうします？」


「殺すなら、殺せよ。どうせ、俺らがここでおまえらに勝てなきゃ、殺すだろう？　事情を知った者は、皆みな殺ごろし。それがおまえらのやり方だ」


「では、交こう渉しよう決けつ裂れつですね」


「最初っから、おまえらと交渉なんかしてねぇよ」


　そう言ってから、ライナはフェリスのほうを向いて、小声で、


「ま、もうこの辺でいいだろ。時間は十分稼かせいだ。いくぞ」


　するとそれにフェリスが、


「ん。おまえの演えん説ぜつ、なかなかよかったぞ。私もその、おまえの考え方は、嫌いじゃない」


　なんて、突然そんなことを言ってきて、ライナはそれに驚いた表情で、


「はぁ？　っておまえ、なんだよいきなり……」


　が、フェリスはまるで表情を変えずに、まっすぐライナのほうを見つめて、


「うむ。ヘタをすれば、ここで死ぬかもしれないからな」


　そう、言った。


　死ぬかもしれないから……


　フェリスがそれを言うと、それはひどく、現実味を帯びて聞こえた。遺物の力を駆く使しするスイとクゥは、それほど強かった。


　まともにやりあえば、十回戦って、十回殺されるだろう。


　それほどの、絶望的な力の差があった。それもいまは、屋おく内ないだ。今回は逃げることもかなわないだろう。スイとクゥは、以前に一度ライナたちを逃がしている。だが、今回はもう、このあいだと同じ失敗は、しないはずだ。


　逃げることは、できない。


　倒せなければ、殺されるのだ。


　フェリスがそのまま、剣を抜き放ちながら、続ける。


「だから、さきに言っておこう……おまえを相あい棒ぼうにしてのこの数か月は、悪くなかった。最初におまえのあの、甘あまい戯ざれ言ごとばかりが書かれたレポートを読んだときは、どんなへなちょこ君がくるのかとも思ったが……」


　それにライナは苦笑して、


「へなちょこ君言うなって！」


　そう、言ってから、身構える。


　そのまま、スイとクゥのほうを見上げると……


「…………死ぬ、かな？」


「かもな」


「でも、やるしかねぇんだよな」


「ん」


　それからライナは、一度沈ちん黙もくして……


　そして、


「…………………………まあ、なんだ。俺も、悪くなかったよ。初めはなんだこの凶きよう暴ぼう性しよう悪わる娘むすめ………………っておいおい、おまえ、こんなときまで殴ろうとするなって……」


　半眼で、なぜか剣をライナのほうへと向けてくるフェリスに言ってから……


　彼は続けた。


「でも、悪くなかった。おまえがいてくれたおかげで、いろいろ救われてたよ。ったく、俺は救われてばっかりだなぁ。ミルク、ビオ、ジェルメ、ぺリア、ピア、キファ、シオン、タイル、トニー、ファル、他にもいろいろ……で、おまえに……そして、アルア。あいつを……殺させるわけにはいかない」


　するとフェリスはうなずいて、


「うむ。おまえが弄もてあそぶだけ弄んで、ボロクズのように捨てた女が産んだ少年が、極ごく悪あく非ひ道どうな父親を殺しにくる。その子供にせめて最後は父親らしいところを見せようと頑がん張ばるが……少年には通じず、刺し殺さつされる。なかなかに、感動的な展てん開かいだな……」


　それにライナはげんなりと、


「いや、それじゃ結局俺、死ぬじゃん……ってか、俺バッドエンドって嫌いなんだよね……」


「なら」


　そこでライナはもうなずいて、


「ああ。そういう展開にならないためにも、アルアにちょっといいところ見せてやるか……じゃ、フェリス」


　そう言って、さらに、身を低く構える。彼の瞳の中央には、朱しゆの五ご方ぼう星せいが浮き上がり……いつもの眠そうなものとはまるで別物の鋭するどさがたたえられる。


　頭のスイッチを、切り変える。


　相手を、殺すつもりで動けるように。


　瞬間、彼の全身から殺気が溢あふれだし……


　別人のようだった。


　いや、かつて天才と呼ばれていた頃ころのライナ・リュートに戻ったと言ったほうがいいだろうか？


　ローランド帝国、最高の魔ま術じゆつ師し。


　その称しよう号ごうは、単に魔術に優すぐれていたからという理由で与えられたものじゃない。あらゆる体術、格かく闘とう術、暗殺術……そのすべてを修おさめ……さらにその上に、信じられないほど高度な魔術を応用する、天才的な能力……


　誰もが彼を恐おそれた。


　誰もが彼を恐きよう怖ふした。


　彼は一人で、どんな任にん務むでもこなすことができた。


　彼は天才と呼ばれ……


　だからこそ、仲間など、いらなかった。


　むしろ邪じや魔まだと思った。そばにいられては、足手まといでしかないと。


　だから、仲間など、いらなかった。


　彼の能力があまりに高過ぎたから。仲間が必要だと思ったことは、一度たりともなかった。


　近づくな。誰も自分に近づくな。そう思った。


　邪魔だから。邪魔だから。邪魔だから……


　自分は、化物だから……





　好きなのに、傷つけてしまうから……





　だから……


　仲間が……大切だと思った誰かが自分に近づくのは、嫌いだった……


　なのに彼は……


　鋭い瞳のまま、振り返らずに、


「……なぁ」


　小さく、


「………………信しん頼らいしてるよ、相あい棒ぼう」


　そう、言った。


　しかしそれにフェリスはあっさり、


「ん。当然だ。勝つぞ」


　勝つぞ。


　その言葉にライナは笑みを浮かべ、


「ああ……当然だ！」


　弾はじけるように、動き出した。
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　スイがそれに、


「クゥ、鎌かまを構かまえて。残念ですが……彼らを、殺します」


「…………」


　するとクゥが、どこから取り出したのか、無言で鎌を構え……


　跳とぶ。


　そして、フェリスのほうへと突進していき……


　さらにスイも、以前にライナたちが見つけた勇者の遺物……短剣のような形をした遺物を取りだし、それを、左手……義手がついている肘ひじの上のあたりに、突き立てる。


　途と端たん……





　グァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!?





　耳をつんざかんばかりの咆ほう哮こうが上がった。直後、スイの腕うでが、腕じゃなくなる。顎あぎ門とが生まれ、鋭い牙きば、鱗うろこ、真しん紅くの瞳……


　竜りゆうだった。スイの腕が、竜に変へん貌ぼうする。


　それが、あの短剣状の遺物の力。


　あの竜は、クゥの、すべてのものを凍こおりつかせる鎌とは対照的に、自在に炎ほのおを操あやつり、相手を焼き尽くす、らしい。


「さて……消えてもらいましょうか」


　そう言って、スイは腕をライナたちへと向け……


　しかしそこで、ライナは手を踊らせる。光の文字を空間に描き込んでいき……


「我・契約文を捧ささげ・大地に眠ねむる悪意の精せい獣じゆうを宿す」


　唱となえた瞬間、彼の動きが、加速する。


　ものすごい勢いで彼は床を蹴けり、一気に竜の炎をさけてから壁かべ際ぎわまで逃げると、顔をしかめて、


「やば……やっぱ遺物の力は、すげぇわ……あの炎…………ってか、あれ、本当に炎なのか？『複アルフア写・ステイ眼グマ』で見ても、まるで構成が見えねぇ……」


　そして見えないということは、その炎を無効化する魔法も唱えられないということで……


「ああ、やっぱ、かなり分ぶが悪いなぁ……」


　するとスイが、


「あなたたちは、僕らには勝てませんよ。いまからでも遅くはありません。どうですか？　僕らの元へ……」


　が、ライナはそこで、再び腕を踊らせて、今度は高速で光の魔方陣を空間に描いていく。


　そして、


「だが、分が悪いから、負けるって決ったわけじゃない。俺らは、勝つよ……」


　言って、唱え始める。


「求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・……」


「ただの魔法で、忘ルー却ル欠フラ片グメを相手にできると思ってるのですか？」


　が、ライナはそれに答えずに、


『稲いづ光ち！』


　魔法を放つ。


　スイがそれをよけようと身構えるが……


　しかし、


「え？」


　次の瞬間、スイの表情が、驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。


　ライナの描いた光の魔ま方ほう陣じんから生み出された稲いな妻ずまは、スイのほうへは、放たれなかったから。


　しかし、違う稲妻が、スイの真横の壁かべを突き破るようにして飛び出してきて……


「ぐ……なにが……」


　スイはうめきながら身をひるがえし、倒れ込むようにしてその稲妻を、左の竜の顎門で、嚙かみ砕くだく。


　それで稲妻は、消えてしまうが……


　さらにライナの横で対たい峙じしていたフェリスとクゥのほうにも異変が起きていた。


　ライナが放った稲妻を、フェリスが剣で切り裂き、さらにそのまま、その剣をクゥへと斬り放つ。


　とっさにクゥはその雷らい撃げきを鎌で避けようとするが……


　同時に、フェリスが剣を突き出していって……


「………………か、壁」


　そう発した途と端たん、地面から突とつ如じよ、氷の壁が生み出される。


　しかし、その氷の壁に、フェリスは剣を突き立てずに、跳ぶ。氷の壁を足場にして、一気に二階へと跳び上がりながら、剣をスイへ向けて……


　それにスイは、


「く、この……焼き落として……」


　が、


「させねぇよ」


　そのときはすでにライナも二階への階かい段だんを駆かけ上がりながら、光の魔方陣を描き始めていた。


　そこで、スイも右手を踊らせる。上下左右へ指を動かし、光の格こう子しを描いていく。


　おそらくこれが、ガスタークの魔法の形式なのだろう。


「西せい、無む、陣じん、陽ようの向きから……」


「求めるは雷鳴〉〉〉・……」


　同時に魔法を唱え始め……


　しかし、魔法の完成は、ライナのほうが速い。


『稲いづ光ち！』


　稲妻が放たれる。


　同時にフェリスも斬きりかかり……


　スイはフェリスを竜の炎で迎げい撃げきする。フェリスはそれを避よけるために、


「ん」


　剣を止め、体のひねりだけで、それをよけ、地面に着地する。


　しかしライナの放った稲妻は、まだスイを襲う。


　直撃する直前、


「光こう輝きを生み出す！」


　スイが格子から生み出した光の槍やりを、稲妻にぶつけ……


　しかし、ライナの魔法が、勝つ。


　相そう殺さいしきれなかった余波がスイの体を直撃し……


「ぐう……くそ……」


　そのまま吹っ飛ばされる。


　が、まだ終わらない。


　さらに、もう一本の稲妻が、また、さっきとは別の壁を突き破ってスイへと襲いかかってきていて……


「そんな……まず……」


　必死にそれを竜の顎門で受け止めようと……


　しかし、間に合わない。一瞬、スイがあきらめたような顔になって……


「負け……」


　だが、そのスイの前にクゥが立ち塞ふさがり、鎌で稲妻を消し飛ばして、


「……………………もう一人、敵がいる」


　そう言った。


　それに、ライナは顔をしかめ、


「ああくそ！　まずった。いまので仕留めきれないと……」


　それに、フェリスもライナの横へと並んできて、


「うむ。少し、まずいな。奇き襲しゆう作戦は、失敗だ。呼よび戻もどせ」


　そこで、ライナが、


「アルア！　左の穴あな！」


　叫ぶと、館の外から、


「はい！」


　という声が返ってきて。


　ライナたちの背後……館に入って、最初の『稲いづ光ち』で開けられた穴からアルアが顔を出して……


「ど、どうでした？　一人、いまので減へらせましたか？」


　が、それにライナは顔をしかめて首を振り、


「それが、まずった。おまけにおまえの存在もバレた。これはちょーっと……」


　しかしフェリスがそれに、


「かなり、まずい状況だ。自分たちのほうが、圧倒的に強いという、相手のおごりにつけこむ作戦だったわけだからな。いまので一人潰つぶせなければ……」


　そこでスイが、クゥに助け起こされて立ち上がりながら、細い瞳を、さらに細め、笑った。


「……これは、すごい、ですね。やはりあなたがたを殺すのは、もったいないなぁ。陛下は、あなたたちみたいな人材は、絶対に欲しがると思うから。まったく、忘ルー却ル欠フラ片グメを使って戦うようになってから、これほど苦戦したのは、初めてですよ。おまけに……」


　感かん嘆たんするような声音で、彼は言う。


「いまのもただの奇襲じゃない。僕らだって、クゥとたった二人きりで、だてに他国に侵しん入にゆうしてるわけじゃありません。最初から、あなたがた以外の伏ふく兵へいの存在も、少しは意識して戦ってるつもりだったんですよ。ですが、その伏兵が、見える範はん囲いにいない限りは問題ないとも思ってました。だって普通、魔法は見える範囲しか、狙ねらえないでしょう？　しかし、外からの稲妻は、異常なほど正確に、僕を狙ってきました。


　さて、これはどういう仕組みなのか……？」


　そこで、ライナを見つめ、


「魔法の構成を、いじりましたね、ライナさん。そこの少年が放った稲妻が狙う方向を……あなたの魔方陣で指示出来るように……」


　その言葉にライナは肩をすくめて、


「あらら、たったいまの攻防だけで、そこまでわかっちゃったの？　すげぇなおい。やっぱ、おまえらとは戦いたくねぇなぁ……」


　が、スイはそれに、ライナからじっと目を離さないまま……


「…………それは、こっちのセリフですよ。いまの魔法、僕らを倒すためだけに創った魔法でしょう？　たったの一週間で、既き存ぞんの魔法をいじっただけとはいえ、実用レベルの新しい魔法を創ることができる魔ま導どう知ち識しき……いや、それだけなら驚かない……驚くべきは、その、新しい魔法を、すぐに使用できるようになる、あなたがた『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者だ……魔眼の中では、決してレベルの高くない代しろ物ものだと思っていたが……とんでもない。


　厄やつ介かいさは、最悪だ」


　そう、言った。


　それにライナは、


「ほめ言葉には、聞こえないな」


　するとスイは引きつったような表情で、


「それは、ほめてませんから……僕が感じてるのは、恐怖ですよ。はかり知れない、化物への恐怖……戦ってみて、初めてわかりました。人間が、あなたがたと相あい容いれない理由が、よく、わかる」


　その言葉に……


　ライナの表情は、変わらない。


　化物……


　そんな言葉は、もう、腐るほど聞いてきたから。


　恐怖し、忌み嫌う瞳。


　そんな瞳には、彼はもう、慣なれていたから。


　しかし、それは噓うそだ。


　本当は、慣れることなんて、ないのだ。


　化物とそう呼ばれれば、その度たびに、傷きずつく。


　ライナは、アルアを見る。


　アルアは、ライナの服を、まるで助けを求めるかのように、ぎゅっと握にぎって……


　それにライナは微ほほ笑えんで、アルアの頭を、ぽんっと軽くたたいた。そして、


「でも……」


　ライナは、アルアを見つめたまま、言った。


「でもそれでも、生きてんだよ。一番恐怖してるのは、俺たちだ。いつも恐怖して、いつも生きてることを後こう悔かいし続けて……いつも、いつも、いつも……自分が、誰かを傷つけるんじゃないか、殺すんじゃないかって震えて……」


　しかしそこでスイが、


「なら、死んだらどうですか？　いえ、死んでくれませんか？　……あなたたちは、邪魔です。少し、強過ぎる。僕らガスタークにとって、あなたたちは大きな障しよう害がいだ。これほどの恐怖を感じるのは、初めてです。正直、いまこれ以上戦っても……勝てる気がしない。さらにどんな作戦が用意されているのか……二対三では、分が悪くなってしまった」


　という言葉に、ライナは苦笑して、


「いんや、もう作戦はないよ」


　噓だった。


　さらにもう二つ、スイとクゥと相手取るための訓練を、この一週間でアルアに施ほどこしてある。


　確実に勝てる、とは言えないが……勝算は、あった。初めは、例の鎌と、そしてスイの腕に刺さった、短剣の能力の全ぜん貌ぼうがわからなかったから不安だったが……


　最初の作戦が、あれほどの効果をあらわせるのなら、うまくすれば、勝てるかもしれない。


　ライナはそう思っていた。


　そして、スイもそれに気づいたのだろう。


「できれば、もうこれ以上、戦いたくはないのですが……」


　そう、言った。


　それにライナは、


「でも、俺らをこのまま野放しにはできないと……？　じゃ、どうする？　さらにやるか？」


　が……


　スイはそれに首を振って、


「いえ……ですから、もっともやりたくなかったことを、やらざるを得なくなりました。クゥ」


　そう合図すると、クゥが物凄い速さで廊ろう下かの奥へと消えていき……


　それにライナは半眼で、


「ククを、人質にとるのか？　だが、そんなことをしても、効果はないぞ？　俺たちがここで死ねば、ククはどうせ殺される。なら、俺たちは……」


　が、それにもスイは首を振って、懐ふところから、例の、宝石のようなものを取り出し、それを見せてきて……


「これを、覚おぼえていますか？」


　その問いに……


「…………」


　ライナは、答えない。


　当然、覚えていたから。


　それのせいで以前、ライナの『複アルフア写・ステイ眼グマ』は、暴走させられてしまったのだから。


　どうも彼らは、『複アルフア写・ステイ眼グマ』を自由に暴走させる技術を持っているらしいのだ。


　だが……


「それをおまえは、使えないはずだ。暴走した俺の『複アルフア写・ステイ眼グマ』の力には、おまえたちは太た刀ち打うち……」


　それにスイはうなずいて、


「確かに、太刀打ちできません。しかし……」


　とそこで、


　クゥが、戻ってくる。


　それも、気絶したククを連れて……


　アルアはそれを見た瞬間、


「クク!?　お、おまえらククになにを……」


　が、それにスイは、


「なにも……なにもしてませんよ。ですがその反応を見ると……有効なようですね」


　そう、言った。


　有効。


　その言葉に、ライナは……


「な…………おまえら、まさか……」


「その、まさかです、ライナさん。結けつ晶しようを使ってあなたや、その少年を暴走状態にできないのなら……この娘こを殺して、その少年にだけ、自じ我がを崩ほう壊かいさせてもらいます」


　そしてスイは、ククを引き寄せ……


　アルアがそれに、


「や、やめて……」


　目が、見開く。


　最悪の状況だった。


　また、こんな……


　瞬間、


「くそっ！」


　ライナは飛び出していた。


　だが……


「もう、遅いですよ」


　そう言って、スイが左腕の、竜の顎あぎ門とを掲かかげ、そしてその顎門をククの頭へと……


「や、やめろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」


　アルアが、叫んだ。


　しかし、次の瞬間、ククの頭が……





　ドシュという、嫌な音がした。





　目の前で、血が噴ふき上がる。


　ライナはそれに、動きを止める。


　血が、噴き上がる。


　血が、噴き上がる。


　信じられないほどの血が……


　だが、その血は、ククのものじゃない。


　スイの肩かたから噴き上がる血だった。


　いや、肩どころの騒さわぎじゃない。


　肩から、胸にかけて、ざっくりえぐられてしまっている。


　それは、異様な光景だった。


　スイの後ろの闇やみが、急に膨ふくれ上がったかと思うと、獣けものの姿に変わり、ククを殺そうとしていたスイの肩を、喰くい千ち切ぎってしまったのだ。


　獣はすぐに再び、闇へと消えて……


　しかしスイは、それを、信じられないとばかりの表情で見て……


　それから、


「が、ぐ、あ、うああああああああああああああああああああああああああ!?」


　悲ひ鳴めいを上げた。


　クゥもそれを見て、震ふるえている。鎌を持つことで、まるで感情がすべて失われてしまったかのようになっていたクゥが、しかし、震えていた。


「……そんな……そんな……」


　すぐさま彼女は、鎌を振るう。スイへ向けて……


　するとスイの肩から溢あふれていた血が凍りつき、止まる。だが、血が止まったといっても、傷は、かなりひどかった。スイはその場に崩れ落ち……


「な、なんなんだ……い、いったい、なにが……いまのは……リル兄さんと同じ種類の忘ルー却ル欠フラ片グメじゃ……」


　しかし、ライナはその光景を、見たことがあった。


　スイの肩を喰らった、闇色の獣。


　それは……


　とそこで、館の入り口のほうから、声が響いてくる。冷たい、声音。


「…………忘ルー却ル欠フラ片グメ……それに、勇者の遺物……ですか。さきほどから、私の知らない言葉だらけですね……」


　ライナが声の方向を見ると、一人の男が立っていた。


　黒い……月明かりのない今日のような夜には、その夜闇に溶とけていきそうなダークスーツを身にまとった、男。


　ミラン・フロワード。それが、この男の名前だった。
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　以前に戦ったことがある。


　それもそのときは、ライナたちがともに過ごしていた、ネルファの王子の息むす子こである、トアレ・ネルフィと、さらにその兄弟たちを皆殺しにするためにきていて……


　おそらくは、どこかの国から放たれた、刺し客かく……


　ライナはそれに、顔をしかめた。


　ルーナ帝国ではスイとクゥが……


　そしてネルファ皇国ではフロワードが暗あん躍やくしていて……


　おまけにスイとクゥが、フロワードに攻撃されたところを見ると……


　こいつらは仲間じゃないらしい。


　ということは、少なくとも、二つ以上の国が……すでに動き始めているということだ。


　それに、


「…………ったく、平和はどこにいったんだよ……？」


　ライナは思わず、うめくように言った。


　フロワードの登場で、状況は、悪くなり続けていた。以前に戦ったときは、ライナとフェリス、二人がかりだったのにもかかわらず……フェリスは大きな傷を負わされ……さらにあのまま戦っていれば、確実に殺されていたはずだ。


　スイとクゥよりも、さらにこの男は性た質ちが悪かった。第一この男には、人を殺すということに、良心の呵か責しやくがまるでないのだ。


　その分……


　はかり知れないほど、強い……


　ライナは後あと退ずさりながら、


「フェリス」


　そう、言った。それだけで、フェリスもうなずく。


　逃げる必要があった。スイは、あの傷ではもう、動けないだろうが……しかし、まだ、クゥの鎌が残っている。


　その上さらにあの、闇の獣……『黒こく叡えいの指輪』を使うフロワードに攻撃されたら、アルアを守るどころの騒ぎじゃなくなる……


　フェリスもそっと、動き出す。スイとクゥの前で倒れているククを救おうと……


　しかし、そこで、


「…………お兄ちゃん……お兄ちゃん……」


　クゥが、スイへ覆おおい被かぶさって震えている。まるで、フロワードのほうに気を払わない。


　スイはといえば、血をなくし過ぎたか、視界が定まらないようで……


「く……クゥ……僕を置いて、逃げ、ろ。ここは、やばい。僕を連れてたら、あいつに……」


「…………でも……でも……」


　クゥは、感情が消え去った顔で、そう言い続ける。


　とそこで……


　フロワードが……


「さてと……で、あなたがたですか、ルーナをそそのかしているのは。少し、やり過ぎましたね。償つぐなってもらいましょうか」


　言って、手を、振るう。


　指輪のついた、手を。


　瞬間、再び黒い獣が膨ふくれ上がって……クゥへと……


　しかしクゥは、やはりそれに反応しない。ただ、スイの前で、呆然と座り込んでしまっていて……


　闇が、そのクゥへと、覆い被さろうと……


　とそこで、


「…………だぁあああもう！　なんなんだよ、ったく!!


　求めるは雷鳴〉〉〉・稲いづ光ち！」


　ライナは、思わず魔法を放っていた。


　稲妻は黒い獣に当たり……


　しかし、黒い獣には、まるで効きかないが……それでも、動きは止まる。


　その瞬間に、フェリスが動いて……


　ククを拾い、さらにスイと、クゥの体を蹴けり飛ばして、廊ろう下かの奥へと移動させる。


　それから、


「おい、ここは私たちが、食いとめておいてやる。その間に、スイを連れて、おまえは逃げろ」


　それに、スイが驚きの表情で、


「なぜ……助ける……？　僕はあなたがたを……」


　が、それにフェリスはスイのほうを見ずに、フロワードを警けい戒かいしながら、


「貸かしだ。この貸しは、いつか返してもらう」


「……また……そんな甘いことを……そんな挑ちよう発はつに乗って、後ろから斬られるのは……」


　が、それもさらにフェリスは遮さえぎって、


「私も、そう思う。ひどく、甘いな。これではなにも救えない。誰も、なにも……子供でもわかることだ。だが、それでもライナは……いや、あの男は、自分の前で人が死ぬのを、ひどく嫌うんだ。あいつは弱いからな。人が死ぬのも、殺すのも嫌いで……しかしそれでも、あいつはあいつなりに、世界を救おうとしている。おまえらと一緒だ。誰もがなにも失わない世界……そんなものを作りたいと、本気で思っているような、馬鹿なんだ……だから、さっさと消えろ。おまえらがいると、ライナは本気で、戦えない」


　そこで剣を、フロワードへと向けて、構え、


「あの影の男は……強いんだ。おまえらを守りながらでは、戦えない……」


　その言葉に、しかし、スイは顔を歪めて……


「………………あなたたちは、まさか本気で……」


　そこまでで言葉を止めた。そして、


「…………クゥ、今日は、引きます」


　それにクゥがうなずいて、スイを抱えて立ち上がり……


　しかし、フロワードがそれに、


「逃げられると……」


　が、それにライナが再び光の魔ま方ほう陣じんを描き始め……


　それに。


　フロワードは、目を細める。


　そして、


「…………ふむ。事情が……いまいち飲み込めませんね……私は、ルーナに潜せん入にゆうしているというガスタークからの間スパ者イを殺しに、ここへきました。そして、途中からでしたが、しばらくあなたがたの会話を立ち聞きさせてもらったのですが……あなたがたお二人は、ガスタークの人間ではないでしょう？　ローランドの人間のはずだ。なのに、なぜ、ガスタークの人間を、かばうのです？　あなたがたにとっても、その二人は、邪じや魔まな人間の……」


　が、その言葉にライナは、フロワードをにらみつけて、


「俺らは、おまえとは違うんだよ。邪魔だから、消す。それを繰くり返して、なにが残んだ？」


　しかし、それでもフロワードは、わからないという表情のまま、


「なにが、残る、ですか？　ふむ。戦争のない、平和な、世界……あなたがたは、そういう答えを期待するのでしょうか？　ならば、それでもいいですが……その、戦争のない平和な世界とやらのために、その二人は……」


「拷ごう問もんして、情報を聞くだけ聞き出し、殺す……だろ？　させねぇよ、そんなことは……」


　その間に、クゥはスイをかついで、廊下を走り出す。鎌を振るい、館の壁を斬り裂いて、そこから飛び出していき……


　しかし、フロワードはそれを追わない。


「…………」


　ただ、なにかを考えるかのように腕を組み、沈ちん黙もくして……


　まるで、身構えない。ライナが魔方陣を描き、フェリスが剣を構えているというのに……


　それどころか、小さい声で、


「………………この状況で……ガスタークの者を、逃がす……と。勇者の遺物……忘ルー却ル欠フラ片グメ……いったい、陛へい下かはなにを……」


　なんてことを言ってから、突然、ライナたちに背を向け、館の入り口から、再び出ていこうとして……


　それに思わずライナは、


「へ？　あ、ちょっと……なに？　おまえ、戦わないで帰んの？」


　その言葉に、フロワードは振り返り、


「あなたがたと戦う必要は、感じませんので。しかし、なるほど。あなたがたは、ローランドの方でしたか………………なるほど…………」


　そう、なぜか、少し困こまったような、苦く笑しようするような表情で言い……


　それにライナが、


「そういうおまえは、どこの国に雇やとわれた刺し客かくなんだよ？　戦わないってことは、俺らローランドとはあまり関わりがない国なんだろう？　教えてくれても、いいんじゃないか？」


　その言葉に……


　フロワードは、さらに、困ったような顔をする。そして……


「それは、いずれ…………」


　が、そこで首を振ってから、


「いえ、これから、あなたがたとは、長い付き合いになりそうですから、教えておきましょう」





　そんな言葉に、


「へ？　長い付き合い……？　って……」


　しかし、ライナの言葉は無視して、フロワードは続ける。


「私の所属国は、ストオルです。軍事国家、ストオル皇国。ご存知ですか？」


　それに、


「え、あ、いや、ご存知もなにも、北の大国じゃないか。そうか……ストオルかぁ……あんな遠くから、わざわざこんな南の国まで……？」


　それにフロワードは苦笑して、


「ガスタークは、そのさらに北ですよ」


「え？　そうなの？」


　そう答えるライナに、フロワードは再び向き直ってから、


「あの、差し出がましいようですが、一つ、忠ちゆう告こくさせてもらっても、よろしいでしょうか？」


　なんてことを言い出して、それにライナはさらに間ま抜ぬけな声音で、


「へ？　忠告？」


　それに、フロワードはうなずく。


　そして、


「あなたはさきほど、邪魔者を殺していくと、なにが残るか……そう聞かれましたね。私の本心を言わせてもらえば、邪魔者を消していけば、最後には、自分にとって、都つ合ごうのいい世界が残る……です。『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者のあなたの視点で言わせてもらえば、人間をすべて殺したさきには、『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者の方たちが住みやすい世界ができる……それが、真実でしょう？　人は、争わずには、生きられない動物です。食べるために、誇ほこりを守るために、人よりもいい生活をするために、愛する者を、守るために……


　そして、誰かに殺されないために……


　人は、争う。


　犠ぎ牲せいのない、誰もが笑って暮らせる……それは、戯ざれ言ごとだ。そんな世界は、ありえない。世界は、あなたが思っているほど、甘くはありません。痛い目を見ないうちに……」


　そこまで言ってから、しかし、そこで言葉を止め……


「いえ……あなたは『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者……人間の醜みにくさは、一番よく、知っていますね。これは本当に、差し出がましい口を挟みました。では、私はこれで……失礼いたします」


　そう言って、再び、フロワードは館を出ていこうとして……


　しかしそこで、ライナは言った。


「あー、ちょっと待てって。その、なんだ。なんか、おまえのことは、やっぱりあんま好きじゃねぇけど…………今回は、助かったよ。ククを助けてくれて、ありがとな」


　それに……


　フロワードは再び足を止め、しかし、振り返らずに……


「本気で、私がその少女を助けたと？」


「……いや、思ってねぇけど……確かにあのタイミングが、一番スイに隙すきがあったからな。でも、それでも……」


　するとフロワードは、そこでもう一度だけ、振り返った。


　ライナを見つめ、顔をしかめて、


「…………残念ですね」


　そう、言った。


「……やはり、いずれ私は、あなたを殺すことになりそうだ……あなたの存在は、非常に……」


　が、そこまでで、また、フロワードは歩き出す。


　そして、館からその姿が完全に消えたところで……


　ライナは、


「な、なぁフェリス……俺、なんかあいつの癇かんに障さわるようなこと、言ったかな？」


　が、それにフェリスは、


「うむ。それは、難むずかしい問題だな。だいたいにしておまえは、存在自体が癇に障るランキング……」


「ああ、はいはい、一位を数世紀も独どく占せんしてないよ！」


　フェリスが言い終わる前に、止める。


　とそこで、アルアが、


「クク!!　クク!?」


　そう叫んで、走り出して。


　その声に反応したのか、ククが薄く目を開けて……


「あ、アルア!?」


　叫んで、アルアに抱だきつく。


　するとそれに突然フェリスが、


「そこ、子供のうちからのラブシーンは禁きん止しだ。そんなことばかりをしていると、あそこの変態のお兄ちゃんのようなダメな人生になるぞ」


　などとわけのわからないことを言って、そしてそれに、ククとアルアが笑っていて……


　そのとき、窓まどから徐じよ々じよに、光が差し込み始め……


　すでに夜が、明け始めていた。


　外の暗闇が、徐々に追いやられて……


　その光に、ライナは目を細め、


「うお、おまけに夜まで明けたよ……今日もまた徹てつ夜やか……」


　疲れたような声音でうめいて……


　しかしそれに、ライナは笑った。


　目の前ではフェリスが、ククとアルアに、ライナの悪口をあることないことしきりに吹き込んでいて……


　それに、ライナは笑った。


　空はどんどん明るくなる。


　強く、光が差して。


　闇が、追いやられていく。


　孤こ独どくな、暗い闇……


　アルアやクク、そしてフェリスたちを見ていると、それがなぜか、そのときにはすべて消え去って、どこにもないんじゃないか？


　ライナには、そう、思えて……





　たとえそれが、一時だけの、まやかしだったとしても、いまは、それで……
























　　ＰＲＯＬＯＧＵＥII　──それでも過去へは、帰れない










　誰だれかの理想。


　誰かの夢。


　誰かの愛。


　誰かの喜び。


　誰もが彼に、それを求める。


　その、すべてに応こたえたいと思った。


　その、すべてを手にしたいと思った。


　だがある日、それは無理だと気づく。


　いや、なにもかもが、無理だと気づく。


　それでも彼は戦う。


　まだ、できるはずだ。


　まだ、いけるはずだ。


　まだ、まだ、まだ、まだ……


　彼は応え続ける。


　数え切れない重圧に、欲よく望ぼうに。


　そして、理想に……


　彼は応え続ける。


　狂ったように……


　まだ、まだ、まだ、まだ、まだ、まだ、まだ、まだ、まだ、まだ、まだ、まだ……


　と。





　　　　◆





　ここのところのシオンは、多た忙ぼうを極きわめていた。


　法の改正。


　それにあたっての貴き族ぞくたちの反発をうまく抑おさえながら……エスタブールの問題はいまだ、解決しなければならないことに溢あふれている。


　本当に、やらなければならないことが、山積づみだった。


　クラウとノアがエスタブール領りようへと、人材を発掘しにいき、カルネやエスリナも、それぞれの仕事に忙いそがしいこともあって……執しつ務む室しつに私用で訪おとずれる者は、ここのところ、ほとんどいなかった。


　シオンもシオンで、ここ数日、ほとんど寝ずにあらゆる書類や、懸けん案あんの処しよ理りにあたっていて……


「ふぅ……」


　執務室で独ひとり、彼はため息いきをついた。


　少し、頭痛のする頭を押さえて、


「ああ、これは、ちょっとまずいな。少し寝ないと……これ以上は効こう率りつが悪くなる……」


　そんなことを呟つぶやいて、椅い子すの背にもたれかかり、天てん井じようを見上げる。


　白い、真っ白な天井。


　いや、執務室自体が、白を基調とした、質素な部屋だった。この部屋以外は、少し、装そう飾しよくが多過ぎて、落ちつかないのだ。


　そんな部屋で、彼は、独りきりで椅子に座ったまま、目を閉じる。


　そして……こんな状じよう況きようを見られたら……


「フィオルにまた、怒ど鳴なられるな……」


　そんなことを考えながら、しかし、うまく眠りに入れない。


　目を閉じると、早急に考えなければならない案件が、いくつも頭を巡って……


　特に、他国の動向の問題が、いまの一番の悩なやみだった。


　フロワードがいまだ、ルーナから戻らない。


　ただ、王と謁えつ見けんしてくるだけの任にん務むだったはずなのだが……


　なにかまずいことでも起こったのか？　それとも、なにか重要な情報を見つけたか……


　それだけじゃない。隣りん国ごくのネルファも、不ふ穏おんな空気は、消えない。


　貴族たち数人が集まり、革かく命めいを起こそうとしているという情報が、入ってきた。


　革命の理由は、他国の、軍ぐん備びの増ぞう強きようを目まの当たりにして、しかし、軍備の増強はしないと言っているネルファ王に反発する貴族たちによるものらしい。貴族たちの言い分は、こうだ。世界が、動きだしているのに、なぜ、我わが国は動かないのか？


　ネルファの貴族たちは、ローランドとは違う。本当に国を思い……ネルファという国のことを考えて、革命を起こそうとしているのだ。


　だが、


「……革命が起き、王が変われば……いまのローランドとネルファの友好関係は白紙になるな……」


　シオンはそう、小さく言った。


　そうなればいずれは……


　いや……


　それにシオンは再び目を開けて、天井を見る。


　真っ白な、空くう虚きよさすら感じさせる、なにもない天井。その天井が、少しずつ、闇やみに染そまっていく。


　いつの間にか、日が落ち始めているのだ。シオンは窓まどのほうを見て……


「…………灯あかりを、つけないと……」


　小さくそう言うだけで、しかし、そのまま動かない。


　部屋が暗くなり、白い天井が、徐じよ々じよに闇に埋うめ尽つくされていって……


　しかしそれでもシオンは、動かない。


　暗い、質素な部屋。


　その中で一人、シオンは天井を見上げたまま、


「………………いずれ、ルーナやネルファとも、争うことに……なるか」


　まったく感情のない声こわ音ねで、そう言った。


　そしてそれを、誰も望んでいないことは知っている。


　戦争になれば、人が死ぬ。


　それも、信じられないほどの人が……


　それを回かい避ひするためだけに、いま、シオンは奔ほん走そうしている。ルーナへフロワードを脅おどしにいかせ……ネルファとは友好関係を築きずいた。


　彼は、全力を尽くしているつもりだった。


　だが、それでも世界は、その彼の意い志しをこばむ。


　人を殺せ……


　人を殺せと……


　誰かが言った。


　戦争のない、誰もが笑って暮くらせるような世界に暮らしたいと。


　その誰かの理想を背負って、彼は全力を尽くしているつもりだった。


　誰かが言った。


　誰もなにも失わない、ただ、毎日昼寝だけをしていればいいような、そんな世界が欲しいと……


　その誰かの夢を背負って、彼は全力を尽くしているつもりだった。


　誰かの愛を……


　誰かの喜びを……


　誰かの希望を……


　誰もがそれを、彼に求めるから……


　だから……


　その、すべてに応こたえたいと思った。


　その、すべてを手にしたいと思った。


　だがある日突とつ然ぜん、それは無理だと気づく。


　いや、なにもかもが、無理だと気づく。


　絶ぜつ望ぼうが、目の前に広がる。


　それでも彼は、戦うことをやめない。


　まだ、できるはずだ。


　そう信じて。


　まだ、いけるはずだ。


　そう祈いのって。


　まだ、まだ、まだ、まだ……


　彼は応え続ける。


　数え切れない重圧に、欲よく望ぼうに。


　そして、理想に……


　彼は応え続ける。


　狂くるったように、応え続ける……


　まだ、まだ、まだ、まだ、まだ、まだ、まだ、まだ、まだ、まだ、まだ、まだ……


　たとえ世界に押し潰つぶされようとも……


　まだ……





　約やく束そくしたから。


　あいつと、約束したから……


　方法は違ちがったとしても……


　それでも、負けるわけにはいかない。





　シオンはそっと、手を伸のばした。


　天井を照らす、わずかな光へ向けて、手を伸ばそうとした。


　しかし、光は……


　外の日は、完全に落ちてしまい……








「………………灯あかりを…………つけないと……」


　シオンはもう一度そう、小さく呟いた。








　　　　◆





　再び場所は、ルーナの貴族の館やかたに戻もどって……


　そこに、ライナたちは、まだいた。


　食堂の脇わきにある、台所にあった無む駄だに豪ごう勢せいな食材を、料理もせずにむさぼり食いながら……


「うめえええええええ！　やべぇ、ここ最近、こんなうめぇもん食べてなかったから、もう腹いっぱいなのに、止まらねぇ！」


　なんて、ライナは叫んで、目の前の料理……というより、食材を食べ続ける。


　まわりではアルアも、フェリスも、それぞれ好みの料理を食べていて……


　唯ゆい一いつそれにククが、


「あ、アルアってば、なんかちょっと見ない間に、すっごいたくましくなったね……」


　と、驚おどろいた表情で言っていて……


　それにアルアは、


「え？　そ、そうかな？　いやでも、ククも無事でよか……ああああああ、って、先生！　それ、僕ぼくの肉！　最後に食べようって思ってとっといたのに……」


　が、ライナは、


「はっはっは、ちゃんとキープしとかないおまえが悪い。食べれるときに限げん界かいまで食べとく訓くん練れんもしとかないと……いざ、これから二百時間耐たい久きゆう睡すい眠みんコンテストが開かれたときに、腹減へって寝ねれないぞ」


　などとわけのわからないことを言って……


　するとすぐさまフェリスが、


「と、いうのが、絶対になってはいけない、馬ば鹿かな大おと人なの見本だ、アルア。今後は一いつ切さい、こいつの言葉は無視するんだ。いいな」


　それにアルアはうなずいて、


「はい！」


「いや、はいじゃないから……」


　ライナがそう突っ込むと、アルアは、笑う。それから、


「あの……ところで先生。ちょっとお聞きしたいことがあるんですが……」


　それにライナは食事の手を止めて、


「ん？」


　顔を上げる。


「なんだ？」


　するとアルアは急に真しん剣けんな顔になって、


「いえ、その、これからのことなんですけど……僕、これからも先生について……」


　が、ライナはすぐに、


「それはだめぇ。子連れで旅なんて、めんどくせぇし……そこの迷めい惑わく爆ばく裂れつ娘むすめをお守もりすんのだけで十分……ってフェリス!!　食い物載のってる皿さら投げ…………いやいやだからってナイフ持つなって……」


　なんて言ってから、さらにアルアのほうを向いて、


「ま、でももう、おまえも、それにククも、ククの親も、正直ルーナで暮らすのは、きついと思う。ってなわけで、おまえら、ローランドに移い住じゆうしないか？」


　するとそれにアルアは目を丸くして、


「え？　ろ、ローランドですか？　それって、ここから南にある……？」


「ああ。あそこなら、王様も俺おれも知り合いだしな。ま、そこそこの暮らしができると思うぞ？」


　その言葉に、アルアとククは顔を見合わせて……


　アルアが言う。


「それは……すごく嬉うれしいんですが……でも僕は、先生と一緒に、もう少し強く……」


　が、それも遮さえぎって、


「ローランドでも、強くはなれるよ」


「でも……」


　そこで、ライナはアルアを見つめて、


「なぁアルア、おまえ、なんで強くなりたかったか、覚おぼえてないのか？」


「え？」


「おまえさ、ククを助けるために、強くなりたいって言ったんだよ。なのにおまえ、ククと離はなれるつもりか？　ローランドにククだけ残して……？」


「それは……」


　と、アルアは言いよどんで……


　ライナは笑う。


「な？　ローランドいくしかなくなってきただろう？　きっとこうやって、男は女にしばられていくんだなぁ」


　それにフェリスもうなずいて、


「しかし、あらゆるところで女を襲おそっては、まるで責せき任にんを取らずに悪の限かぎりを尽つくす、最低な人間もいるにはいるがな……」


　するとそこでククが、


「あ、フェリス姉ねえ様さま、そういう男の人を、甲か斐い性しようなしな男って言うんでしょ！」


「うむ。よく覚えていたな。あとで褒ほう美びをやろう」


「やったー！」


　なんて、ちょっとどこかで聞いたことがあるような会話にライナは頭を抱かかえて、


「いやだからフェリス……おまえ子供にそういうこと教えていくの、やめろって……」


「ん？　人生を生きていく上で、もっとも重要なことだぞ？　ダメな男に引っかかると、女の人生は終わると、どこかの本にも書いてあったしな」


　そう言い切るフェリスに、ライナはげんなりと、


「だからおまえの知ち識しきは、なんでそんなに偏かたよってんだよ……ま、いいや。ってなわけで、近いうちにおまえらをローランドに連つれていってもらうから。ま、イリスに……あ、フェリスの妹な？　そのイリスに連れていってもらうか……もしくは……」


　そこで、彼は顔をしかめる。


　もう一人、アルアとククをローランドへ連れていくのに、ぴったりの人材に思い当たったから……


　ミルク・カラードという名の少女。


　王シオンの嫌いやがらせで、なぜかライナが国を出しゆつ奔ぽんした、『忌いみ破やぶり』として追いかけてきている、ローランド軍に所しよ属ぞくしている少女だった。


　かつてライナが所属していた孤こ児じ院いんでも一いつ緒しよだったせいか……


　なぜか、昔結けつ婚こんの約束をした！　などと怒ど鳴なりながら追いかけてきていて……


「………………ってか、あいつらも、そろそろくる頃ころだと思うんだよなぁ……どうして俺らの居場所が次々わかるのか……」


　その理由は、もう、わかっていた。


　王シオンがきっと、教えているのだ。ライナはそれに、さらに顔をしかめ、


「あー王シオンの野や郎ろう……俺で遊びやがって……今度会ったら絶対ぶん殴なぐってやる。でもま、とにかくあいつらに任まかせても、いいよな。ルーナは同どう盟めい国こくだし、あいつらなら、安全にアルアたちをローランドへ連れてってくれんだろ」


　するとそれにフェリスが、


「ふむ。そのあいつらとは、おまえが結婚という言葉で釣つって、さんざん弄もてあそんだあげくに捨てた、あの女か」


「いやだから、俺はンなことはまったくもってしな……」


　が、フェリスはライナの言葉などまるで無視で、また、ククにあることないこと話し始めて……


「って、聞いてねぇし……いやいいけどさ……ま、そういうわけで、アルア」


　そう言って、アルアのほうを見る。


　すると、彼の表情は、それでもまだライナたちのそばにいたいと言っていて……


　それに、ライナは苦笑して、


「……いや、ずいぶんなつかれたもんだなぁ。そんなに、ついてきたい？」


　すると、アルアは何度もうんうんとうなずいてから……


「だめ、ですか？」


　が、ライナは肩かたをすくめて、


「まあ、他国を旅するってのは、危あぶないからなぁ。おまけに、なんか最近、俺ら敵が多いしさ……ちょっと、守りきれないよ」


　それにアルアは、また、悲しそうな顔になって……


　ライナは、笑う。本当に嬉しげに笑って、


「ま、んな永えい遠えんの別れってわけじゃないんだから、そんな顔すんなよ。俺も気が向いたらそのうちローランドに帰るしさ……それまで、向こうで楽しくやってろって。一人でもちゃんとククを守れるくらいに強くなってさ……で、めちゃくちゃ強くなったら、最後は俺も守っ……」


　が、そのときにはフェリスが無む理り矢や理り横からアルアに話しかけ、


「だからあの男の話を間まに受けてはならないと言っているだろう」


　続いてククが、


「そうだよアルア。あのお兄ちゃんって、すっごい変へん態たいな、犯はん罪ざい者しやらしいよ？　恐こわいねぇ。絶対近づいちゃだめだよ……」


　さらにアルアが、


「え？　そ、そうなんですか？　先生!?」


　なんて言われて……


　その、向こう側で、なぜかフェリスが勝ち誇ほこったような顔でこちらを見ていて……


　それにライナは……


「………………信じちゃうの？　そんなに簡かん単たんに、信じちゃうの？　…………いや、ま、まあ、それでいいけどさ……うん。ってかまあ、とにかく、ローランドで、元気でやれよ……うん」


　そう、半泣きで言ったのだった。





　　　　◆





　そのレポートは、こういう書き出しで始まっていた。





　人が死ぬのは嫌きらいだ。


　殺すのも嫌い。


　泣かれるのだって、泣くのだっていやだ。


　人生を選べないというのはどういう気持ちだろう？


　家族が死ぬのは？


　好きな人が死ぬのはどうだろう？


　誰もそんなことを望まないはずなのに、なぜか世界は、そんな無意味な悲しみばかりを、笑いながら欲ほしがる。


　なにかを無む理り矢や理り変えたいと思ったことはなかった。けど、変えなきゃ悲しいし、もうなにも失いたくないから……


　めんどくさい話だが……


　そろそろ前へ進もうかと思う。いままでずっと、目をそらしてきたけど、必要なら、自分の過か去こだって見つめてみよう。


　そして、


　もう誰もが、なにも失わない世界を手に入れるために。


　あの子も、キファも泣かないし、タイルやトニー、ファルは死なないし、シオンは思いつめなくていいような世界。


　みんなが笑って、昼ひる寝ねだけしてればいいような世界へ。


　　　　ライナ・リュート





「ライナ・リュート……」


　そのレポートを読み終わって、フロワードはそう、小さく呟つぶやいた。


「誰も、なにも失わない世界……」


　さらにフロワードは、部下に集めさせた、次の資し料りように目を通す。


　ライナ・リュートを、『忌いみ破やぶり』として追いかけている、ミルク・カラードという少女についての資料。


　そしてさらに、その部隊の隊員の資料。


　ルーク・スタッカート。


　リーレ・リンクル。


　ラッハ・ベラリオール。


　ムー・ベラリオール。


　その中で一番注目するべきなのは、ルーク・スタッカートという名前だった。


　シオン・アスタールを助け、クラウ・クロムらとともに、革かく命めいを駆かけぬけた、優ゆう秀しゆうな人材だ。


　奇き妙みようだった。このルーク・スタッカートという男は、クラウとともに、元げん帥すいの座についていてもおかしくないほどの大きな功こう績せきを残している。そしてそれだけの実力がある。


　なのに、この男は、ミルク・カラードという少女の部下となり、国外へ出て、ライナ・リュートを追いかけているのだ。


　それも、追いかけるというのは名目ばかりで、本気で捕つかまえようとしている素そ振ぶりは、ない。


　当然だろう。どちらも、王の差し金で動いているのだから。


　だが、なら、なぜこんな茶番をやる必要が、あるのか？


「…………」


　フロワードは、再びライナ・リュートの書いた、レポートを見る。


　その、理想に溢あふれた、まるで、絵空事のようなレポート……


　そして、フロワードは、目を細める。


「…………楔くさび……ミルク・カラードは、ライナ・リュートへの、楔か。ライナ・リュートが、ローランドから……いや、シオン・アスタールから離れていかないようにするための……繫つなぎ止めておくための、楔……そしてその目付け役が、ルーク・スタッカートと……」


　そのまま、懐ふところから短剣を出した。レポートの上に、スイという名のガスタークの刺し客かくから奪った、無機質な短剣。


　それを、転がして……


「……勇ゆう者しやの遺い物ぶつ……忘ルー却ル欠フラ片グメ……」


　フロワードはその短剣を、何度も、何度も転がして、


「……それによって、一人の人も殺さずに作る、平和な世界……」


　何度も、転がす。


「……ライナ・リュートを繫ぎ止める楔……それは王の弱さ……ライナ・リュートが、自分から離れていくことへの恐きよう怖ふ……」


　何度も、何度も、


「……ライナ・リュートが望む、誰も死なない、誰も殺さない、誰も悲しまない、理想の世界に、理想の王……それが、シオン・アスタールを縛しばり付ける、鎖くさり……」


　そのまま、フロワードは短剣を放ほうり投げて……


　彼は一人、続ける。


「……しかしそれが、陛へい下かを壊こわしてしまう。すべての者の期き待たいに応える、理想の王。そんな幻げん想そうは、人を、王を、壊してしまう……取り除のぞく必要が、ありますね。ライナ・リュート……」


　そこで立ち上がって、


「いえ、まずはその、楔からでしょうか？」


　彼は、そう言ったのだった。















あとがき







　お待たせしました。


　いかがでしたでしょうか、伝勇伝五巻。


　やっとこさ役者が出で揃そろってきた感じで、これからぐいぐい物語は加速していきます。


　もう、みなさんが驚おどろくような展開をいくつも用意しているので、楽しみに待っててくださいねー！


　と、元気に言ってみたはいいものの、今回の作品を書くのは、本当に大変でした。


　というより、伝勇伝を書くのは、いつも大変なんですよねぇ。





　というわけで、今回は伝勇伝執しつ筆ぴつについての話題でもしてみようかと。





　で、伝勇伝を書くのがなぜ大変なのかというと、国ごとに魔法形式も政治の形態も思想も違ちがうし、さらには短編とシンクロしてる部分もあるってこととかもあるんだけど……


　一番の理由は、これ。


　メインとなるキャラクターがすごく多いので、その、それぞれの心情の管理が大変ってこと。


　というか、戦乱、陰いん謀ぼう、欲望がうずまいてる世界観のせいか、みんな背負ってるものが大きくて、だから中ちゆう途と半はん端ぱに描えがくわけにはいかないなぁと思って書いてはいるんだけど……


　でもそれだと話が暗くなりすぎちゃうから、なるべく全部を読んだときのバランスが暗くなり過ぎないように調整したりしてるのね。


　いや、暗い話……というよりも、シリアスな話だけを追求していけば、それはリアリティがあるとかいわれて評価されるかもしれないんだけど……


　エンターテインメントは、それじゃダメなんじゃないか!?


　なんてことを思ったりする今日この頃。


　いや、なにを熱く語りだしてんの？　っていわれちゃったら、恥はずかしい限りなんだけど（笑）


　ってか、こんな話、続けていいの？　大だい丈じよう夫ぶなの？　いいや、いっちゃえ。


　ってことで、続き。


　えーとだから、リアリティってなによ？　ってな話なわけなんです。ちなみに小説を書くにあたって、気をつけなければいけないことの一つに、ご都つ合ごう主義的なストーリー展開はなるべくしないようにしなきゃいけない、っていうのがあるのね。


　でも、現実って、たまにすっごくご都合主義的な展開になるときってない？


『いや、そんなんありえないって』っていう展開になるときがあって、で、じゃあ、その展開がおもしろかったから小説にしようってことになると……


　読んだ人は、こう言うわけ。


『いや、そんなんありえないって。それってちょっとご都合主義的じゃない？』


　なんてことになっちゃう。


　でもじゃあ、小説は、本当の意味でのリアリティなんて、書けない、というよりも、書いちゃいけないってことにならない？


　ということは、小説はリアリティ……というか、現実と戦う職業ではないかと、思ったりして。


　でもって伝勇伝の話に戻ると……


　伝勇伝は、戦乱の世界で物語が進んでいて、よく読むと、実はものすごく暗い側面が多い作品なんですよね。で、キャラクターたちはみんなそれぞれの苦く悩のうを抱かかえてます。


　その苦悩が時に膨ふくらみ過ぎて、リアリティにかたよろうとして……


　だけど、僕ぼくは救すくいが欲しい。


　現実は、楽しいこともあるけど、嫌いやなことも多いじゃない？　でもって、小説でも、漫まん画がでも、映画でも、音楽でもいいけど……娯エンター楽テインメントっていうのは、その、嫌なことを忘わすれられるようなものであるべきだと、僕は思うから……


　読んだ人が、一いつ瞬しゆんでも嫌なことを忘れられたらと思うから……


　だから僕は、救いが欲しい。


　ただリアルで、暗いだけの話を、僕は書きたくない。


　だからこそ、いろいろと暗くなりすぎないようにとか、バランスに気をつけて書いているのに……


　なーのーにー。


　伝勇伝のキャラたちときたら！


　いや、読んでくれてる人は、わかると思うけど（笑）


　僕的にはみんなが幸せで、読んだ人も幸せになれるような作品を望んでいるんだけどなぁ……


　でも、今後の展開も……どんどん大変なことになってて……


　うーむ。


　んでもってまぁ、僕は、書くときはそれぞれに感情移入をしながら書いていくので、最後にはぐったりしちゃうわけです。


　もう、どれくらいぐったりきちゃうかというと……書き終わって、張はり詰つめていた糸が切れた翌日、ウィルス性腸ちよう炎えんとかで倒たおれました（泣）


　っていうか、その三日くらい前に、某ぼう作家さんから、


『牡か蠣きにあたって大変ですー』


　というメールがきていて、大変そうだなぁ。ってか、締しめ切きりがもうヤバヤバだから、体に気をつけなきゃ、とか思ってた矢先の出来事でした。


　そこで思ったこと。


『ウィルス性腸炎って、メールでもうつるのかなぁ……？』


　ほんとに、現実は小説よりも奇なり。あまりにもご都合主義的で、これは小説のネタにはできないなぁ……（笑）





　あ、でもって、今度は重要なお知らせ。


　というより、お詫わび。


　前巻、伝勇伝４において、大きな間違いがあったので、それの訂てい正せいです。


　まずあとがきにおいて、ＣＤドラマでフェリスの声を演じていただいた久ひさ川かわ綾あやさんの、綾の字が、ひらがなだったこと。


　本当にごめんなさい。勘かん違ちがいしていました。


　次に一一九ページにおいて、クラウであるはずのところを、シオンと書いてしまっているところ。


　これもごめぇえん。ってか、なんでこんなことに!?　というレベルの間違いです。





　最後に二二七ページにおいて、ルーナの兵であるはずのところが、ネルファの兵になってしまっていて……


　あう……ほんとに、申もうし訳わけありません。


　重版分では、改訂されてます。


　ほんとに、申し訳ありませんでした。


　今後はこういうことがないようがんばりたいと思いますので、よろしくお願いします。





　と、いうのを書くと、みんな、四巻見直すのかなぁ。見られるの、すごい恥ずかしくて死にそうです。


　ああもう、なんであんなミスを……あうあうあうあ……








　で、あの、その、まあ……


　最後に再び、伝勇伝執筆についての話をしようかな……


　うん。


　えーとそれで、この伝勇伝五巻は、実は締切りを大おお幅はばにオーバーして完成しました。


　というのも、今回は本当にスケジュール的にきつくて……僕は毎日、泣きそうになりながら書きました。


　正直なところを言えば、その一つ前の原げん稿こうのスケジュールもかなり厳きびしくて、その厳しいスケジュールが立て続けだったせいか……なんか、もうやめたい、なんて、ほんとにちょっと思ったりしちゃうほど今回は追い詰められて、弱気になっちゃったりしてて……


　で、原稿が完成。


　締切りは大幅に過ぎてます。


　みなさんにも、迷めい惑わくをかけまくってしまってます。とくに担当のＭさんと、イラストのとよたさんには、すごい迷惑がかかってしまってます。


　なのに……


　原稿が完成して、Ｍさんに提出した夜、すぐにとよたさんからメールがきました。


『大変だと思うけど、頑張ってねー！　大丈夫！　鏡さんは一人じゃないんだよー!!』


　泣くから！


　ちょっと、感動してしまいました。


　いや、冗じよう談だん抜ぬきで本当に助けられました。


　前にきたのは呪じゆメールだったけど……今度は、女神か!?　と思ったほどです（笑）


　続いてすぐに、年末からの無理がたたったせいか、腸炎で倒れてしまい……実はもう、次の伝勇伝の短編の締切りはとっくに過ぎてます。担当のＭさんも、たぶん、すごく焦あせってたと思います。編集部の事情は僕にはよくわからないけれど……いろいろと支ささえてくれて、ぎりぎりまでフォローしてくれてたのは、わかってます。


　で、ほんとにぎりぎりまできてるところで、僕が腸炎で倒れてしまって……


　なのにＭさんは、


『まず休んで。体調を整えて。体が一番大事だから……原稿は、それからでいいよ』


　さらにそれから、原稿のことは一言も言わずに、毎日体の調子や、面めん倒どうを看みてくれる人がいるかを心配して電話をしてくれて……


　ほんとに、一人じゃないって思えました。


　その日は、僕は腸炎でもう、吐はいて吐いてひどかったんだけど、なんかちょっと幸せな気分でした。


　で、二日間休みました。その間に、再びファンレターを読み返したりしてました。


　それで……


　なんというか、伝勇伝は、こんな優やさしい人たちに恵まれて作ってるのかと思うと、涙がでそうでした。


　だから言いたいことは、本当にみなさん、ありがとう!!


　なんか、いつも同じことばっかり繰くり返してるようだけど、ほんとにそう思ってます。


　本当にみなさんに助けられてます。


　ほんとに、ありがとうございます！


　これからは、もっともっと頑がん張ばるから、応おう援えんよろしくね!!





　ってなわけで、次に会うのはたぶん、すぐ！


　伝勇伝の短編集でーす。


　エル・ウィンもがんがん盛りあがってきてるし、今年は、いまだかつてないほどたくさん本が出ると思うので、ついてきてね！





　ではでは今回はこのへんでー。







鏡　貴也
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